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第 1節 研究の背景
第1項 新設された 〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕
平成20年3月、小学校及び中学校の学習指導要領が告示され、国語科の中に
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕力｀新設された。これにより、
小学校1年生から、系統立てた古典の学習が行われることになった。
これまでは中学校から学習することが前提だつた古典を、伝統的な言語文化
として、小学校1年生から学習するのである。これは、古典の学習において大
きな転換点である。平成20年告示の学習指導要領で、〔伝統的な言語文化と国
語の特質に関する事項〕が新設された背景には、伝統や文化に関する教育施策
の大きな動きがある。
平成 15年3月に、中央教育審議会答申「新 しい時代にふさわしい教育基本法
と教育振興基本計画の在 り方について」が示された。この中で、「日本の伝統・
文化の尊重、郷土や国を愛する心と国際社会の一員としての意識の涵養」の必
要性が述べられている。
そして、平成 18年12月に教育基本法が公布 され、約60年ぶ りに改正された。
第一条にある「教育の目的」を実現するために重要だと考えられる事柄を、第
二条では「教育の目標」として5つに整理している。そのひとつに、「伝統と文
化を尊重 し、それ らをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、他国を
尊重 し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養 うこと」と示された。
教育基本法改正に伴つて、平成 20年1月に、中央教育審議会「幼稚園、小学
校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について」が
答申された。そこでは、教育内容に関する主な改善事項の一つとして、伝統や
文化に関する教育の充実を挙げている1。 具体的には、国際社会の中で、自国の
伝統や文化を理解 し、尊重する態度を身に付けてこそ、他国の文化や歴史に敬
意を払 うことができると指摘 している。そのためには、各教科等で指導を充実
する必要性があるとし、古典の学習においても、大きな役割を果たすことが期
待されている。
以上のような流れの中で、〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕が
新設された。これは、従来、中学校で行われてきた古典の学習を、そのまま小
学校に前倒しすることではない。中学校においては、これまで「読むこと」領
域の中で取り組んできた古典の学習ではなくなり、〔伝統的な言語文化と国語の
1中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の
改善について (答申)」 平成20年1月17日 p.57
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特質に関する事項〕 として取 り組んでいくことになる。「話すこと 。聞くこと」
「書くこと」「読むこと」の領域に広げていく必要もあるだろう。一方、小学校
においては、児童 と古典の出会いの時期となる。 どのように出会わせていくの
かを、重要な課題 として考えていく必要がある。
第2項 古典教育に対する生徒の意識一高等学校教育課程実施状況調査から一
教育施策の大きな流れの中で、古典教育が転換点を迎えていることは、今、
述べたとお りである。それでは、生徒が、これまで古典の学習についてどのよ
うな意識を持つていたのかを探つていく。少 し古いデータであるが、国立教育
政策研究所の教育課程研究センターが、高等学校3年の生徒を対象に、平成 17
年に実施 した教育課程実施状況調査がある。この中で、「国語総合」に関して、
ペーパーテス トと質問紙調査を行つている。その質問紙調査では、古典に関し
ての意識も尋ねている。以下、調査結果を引用する2。
「古文は好きだ」「漢文は好きだ」の設間で、約 70%の生徒が否定的な回答
をしている。この数値は、「国語の勉強が好きだ」の設間で、否定的な回答をし
ている生徒が約 47%であることと比較 して非常に高い。これは、国語の学習自
体が好きではないとい う生徒はもちろんのこと、国語の学習は好きだが、古文
や漢文は好きではないとい う生徒がいることも示 している。国語の学習の中で
も、特に古文や漢文は好きではないと感 じている実態が多いことがわかる。
このような調査結果は、平成 14年度でも同様の結果を示 してお り3、 否定的
な回答をする生徒は、古文が 74.8%、漢文が70.5%であつた。古文や漢文が好
きではない生徒が多いとい う実態が、ずつと続いてきたことがわかる。
2平成 17年度高等学校教育課程実施状況調査は、平成 17年n月10日に実施。「国語総合」
の質問紙調査の人数は29,759人である。国立教育政策研究所 教育課程研究センター
3平成 14年度高等学校教育課程実施状況調査は、平成 14年11月12日に実施。「国語 I」 の
質問紙調査の人数は31,717人である。国立教育政策研究所 教育課程研究センター
表序-1 平成 17年度教育課程実施状況調査の質問紙調査結果
そう思う とちらめせしえ
はそう思う
とちらめせしえ
|ゴそう層才メルヽ
そうき
'き
ヽ 効 られ ヽ そアイ也 解
(1)国詠劾囲動渕陪だ 17.1%306%23 99る23.7%4.4%0.0%0.2%
(2)動劇よ翅刀だ 46.39る40.19も6.0%47% 2.6%0.0%0.2%
03)古翅盤 だ 8.5%14.6%21.5%51.2%40% 0.0%0.3%
αO漢如雄 だ 8.9%159%20.9%50‐3% 37% 0.0%0.3%
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この調査は、高等学校 3年生を対象とした調査であり、他学年や中学校の生
徒がどのような意識であるのかは、ここからはわからない。ただし、このよう
な意識は、高等学校 3年の生徒だけが急に感 じたわけではなく、それまでの積
み重ねの中で感 じてきたものだろう。中学校や高等学校で行われてきたこれま
での古典の学習が、「古典に親 しませる」という点では、必ず しも効果的ではな
かったことが うかがわれる。
第3項 「古典離れ」と言われてきた状況
前項で述べた全国的な調査だけでなく、以前から色々な場面で、「古典離れ」
「古典嫌い」とい う言葉が用いられてきた。これまで多くの指導者が、古典の
学習の問題点を指摘 している。渡辺春美 (2008)は、古典の学習の問題点につ
いて、「今 日、古典への興味・関心は低 く、古典教育は根本のところで困難を抱
えている」と指摘をし、問題点として4点挙げている4。
??
?
?
〓
?
?
学ぶ意味への疑間に応えぬ学習指導
素朴な学力観に基づく機械的学習指導
典型 としての古典観に基づく学習指導
創意工夫に乏 しい学習指導
渡辺の指摘 している問題点に共通することは、四つの学習指導とも、学習者
が不在になつているとい うことである。つまり、(一)なぜ古典を学ぶのかとい
う学習者の疑間を置き去 りにし、(二)口語訳中心の指導に偏 り、(三)古典の
価値を学習者に押 し付けようとし、(四)創意工夫のない指導をする学習指導が
行われているとい うことである。もしこのような学習が繰 り返されるならば、
学習者は古典の学習に魅力を感 じることはないだろう。
第4項 古典離れに対する手立て
古典の文章が、物語文や説明文などの他の文章と異なる点は、現代の日本語
ではそのまま読めないとい う点である。つまり、学習者 と古典の間に言語的抵
抗があり、内容を直接読むことができないとい うことである。このため、従来、
古文を現代文に訳す とい う活動が主に行われてきた。 しかし、現代語に訳すこ
とにこだわりすぎたことが、渡辺が指摘 している問題点である。この学習では、
古文を現代語に訳すことが主要な目的となりやすく、現代語訳ができればそれ
4渡辺春美「古典指導の問題点 ―学ぶ意味への疑間に応えぬ学習指導」『教育科学国語教育』696
号 明治図書出版 2008年 pp.24‐7
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で終わりとなりやすい。
このような現代語訳中心の学習指導ではなく、言語的抵抗を無理なく縮めよ
うとい う実践が、中学校や高等学校で多く試みられてきた。例えば、語釈や現
代語訳の積極的活用などがある。また、内容の読みとりやすい教材を使用する
ことも同じである。これ らの手立ては、学習者 と古典世界を結ぶ第一歩である
と考える。
しかし、言語的抵抗を取 り除くことだけでは、古典の言葉に慣れることはで
きても、古典に親 しむためには十分ではない。坂東智子 (2010)は、学習者が
古典を嫌う理由を、①言語的な抵抗があり、内容を理解するのが難しい。②何
のために学習するのかよくわからない。③現代の生活とかけ離れていて実感が
わかない、の3点に整理し、次のように述べている5。
「何のために古典を学ぶのか」という根源的な問いを包摂する②や、③の「現代の生活
とかけ離れていて実感がわかない」という理由にこそ、現在の中学校における古典学習指
導の本質的な課題があると考える。言語的な抵抗感は、②や③をどう考えるかによつて、
対応の仕方が変わつてくる問題ではないか。
坂東の指摘によると、言語的抵抗は表面的な問題であ り、学習者が古典を学
ぶ意義を感 じにくかつた り、古典世界を身近に感 じにくかつた りす ることが間
題の本質 とい うことである。学習者が、このように感 じて しま うのは、学習者
と古典世界の間には、絶対的な距離があるからである。この距離をどう縮めて
いくかが、古典に親しませるための視点である。
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕が新設され、子どもたちは、
小学校から古典と出会うことになつた。出会いの時期だからこそ、古典との距
離感を感じさせない指導が求められる。
第2節 研究の 目的
以上の背景より、まず、学習者と古典世界の距離を縮める手立てを明らかに
する。そして、その手立てを組み込んだ授業を構想し、授業実践を通して手立
ての有効性を明らかにすることを、研究の目的とする。
5坂東智子「自己との関わりを意識化する古典学習指導の考察 :大村はまの単元学習指導『古
典入門―古典に親しむ』(昭和25年)を中心に」『教育実践学論集』 兵庫教育大学大学院連
合学校教育学研究科 [編]2010年 pp.83‐4
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第 3節 研 究 の計 画
上記の目的を達成するため、次のような計画で研究を進める。
i 学習者 と古典世界の距離を縮めるための有効な手立てを明らかにする。
五 小学校6年生の児童を想定して、導き出された手立てを組み込んだ授業を
構想する。
面 構想 した授業に必要な教材、ワークシー ト、提示用資料、検証資料等を準
備する。
市 構想 した計画に従つて授業実践を行い、手立ての有効性の検証を行 う。
v 研究で得 られた成果と課題を整理する。
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第 1章 古典世界に親 しみを持たせる小学校国語の授業の構想
第 1節 学習者 とのつなが り
第1項 古典の価値をどのように学ぶのか
古典世界と現代との間には、絶対的な距離がある。つまり、古典作品は、現
代とは異なる時代に制作されたものであり、言語も生活習慣も価値観も、現代
とは大きく異なっている。この違いによつて、学習者は古典世界を遠い世界の
ものと感じてしまつているといえる。では、一体どのように古典に接したらよ
いのだろうか。
学習者と古典の間に距離があることは、古典作品が、過去に成立したことか
ら考えると、仕方のないことである。だから、距離があること自体が問題では
ない。古典との距離について、飛田多喜雄 (1974)は、次のように述べている6。
言語的抵抗があつて、ある程度むずかしいということと、取りあげられている事がらが
現代生活からみて縁遠いということは、制作の時間的距離からみて已むを得ないことであ
り、古典の持う運命的な要素である。それだからこそ、私どもは古典にみる時代を越えた
価値とともに、音はあつて現在は無いもの、昔は無くて現在あるものを通じて変化の価値
をも味得しようとしているのである。
飛田の指摘によると、距離があることが問題なのではなく、その距離自体が
古典の価値を持つているとい うものである。現代 とは異なる時代の作品の中か
ら、音の人のものの見方や考え方を学ぶのである。ただし、問題は、その古典
の中にある価値をどのように学ぶかである。仮に、古典の価値を一方的に与え
られる学習だとしたら、学習者が受け身の姿勢となり、古典に親 しむことは難
ヒ/い。
この問題に対 して、長谷川孝士 (1973)は「中学校における古典の学習指導」
の中で、古典教育の 目標について、「古典の価値をスタティックに考える」こと
を否定 し、次のように述べている7。
古典を広くそれぞれの時代・社会において行動し感動し思索した典型的な人間の記録
だと考えるとしても、その大きさは読み手の大きさだけしか機能しない。つまり、そう
6飛田多喜雄「国語科古典指導の基本的な考え方」『国語教育基本論文集成 17 国語科と古典
教育論 古典教育論と指導研究』飛田多喜雄・野地潤家監修 小和田仁・小川雅子編 明治図
書出版 1998年 p.291
7長谷川孝士『 〈教え方叢書〉別巻 中学校 古典の授業一全国実践事例―』 右文書院 1973
年 p.8
第 1章
した古典の価値は古典から読み手への、いわば上から下への一方通行ではないというこ
とである。古典から読み手への働きかけとは、読み手から古典への働きかけを意味する
ものととらえるべきである。古典を古典たらしめるものは実は読み手主体なのである。
その価値も意義も、読み手主体が発見し、引き出して、初めて存在するものである。要
するに、古典から読み手への働きかけと読み手から古典への働きかけと、この相互作用
のうえに、初めて古典が古典として成立し機能すると考えるべきであろう。
長谷川の指摘は、古典の価値を普遍的なもの として、学習者が一方的に受け
取るものではなく、学習者の視点か ら古典を読むことも必要だ とい うものであ
る。つま り、学習者の視点で、古典の中にある価値を引き出す読み方 と、古典
を客観的に読む読み方の両方向か らの読みが必要だ とい うものであろ う。 この
ことについては、長谷川だけではなく、渡辺春美 (2008)も指摘 している。渡
辺は、序章第 3項(3頁)で述べた古典学習の問題点を指摘 した中で、「典型 と
しての古典観」「関係概念 としてとらえる古典観」とい う言葉を使って整理 して
いる8。
内容理解中心の古典学習指導の実際には、古典を、時代の風雪に耐えて今日に継承され
た典型的、規範的価値を持つものとする古典観に基づく学習指導が見られる。この古典観
に立つ指導者は、古典を先験的に価値あるものとし、学習者をその価値に導き理解させる
ための読みの指導を行おうとする。指導は教え込みともなり、「大人になれば分かるとき
がくる」と先を当て込んで、学習者に古典 (教材)の価値を教え、覚えることを強いる。
(中略)
古典を典型ととらえる古典観に対し、関係概念としてとらえる古典観がある。古典は、
学習者の積極的、主体的な読みによつて個々の中に立ち上がり、学習者の生活と精神を相
対化し、認識、感動、示唆、指針、反省を新たにさせ、今日を生きる力となる。古典の価
値は、先験的にあるのではなく、学習者との関係性の中に立ち上がり、見出されるとする
のが関係概念としての古典観である。
渡辺の用語によれば、古典の価値が普遍的絶対的なものであるとい う考え方
が 「典型 としての古典観」、学習者が見出す ものであるとい う考え方が、「関係
概念 としての古典観」 とい うことになる。長谷川、渡辺の指摘に共通すること
は、古典の価値は、価値あるもの として最初か ら存在す るのではな く、現代の
学習者の立場か ら見出す ものだとしている点である。
8渡辺春美「古典指導の問題点 一学ぶ意味への疑間に応えぬ学習指導」『教育科学国語教育』696
号 明治図書出版 2008年 p.26
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古典の価値を学習者が見出すようにするためには、渡辺も指摘 しているとお
り、学習者を主体とした授業を位置づける必要がある。指導者の構えも、教材
も、学習活動も、学習者が主体となる授業に向けたものでなければならない。
その申で、学習者が古典と向き合って、古典の価値を見出していく授業が求め
られる。このような授業は、古典の入門期では特に必要であろう。入門期だか
らこそ、受け身ではなく、学習者が主体的に古典と関わる授業を構成 しなけれ
ばならない。
第2項 学習者と古典を結ぶ2つの視点
第 1項では、学習者が主体となって古典と向き合っていく授業を構成する必
要性を述べた。第2項では、具体的に、学習者 と古典の間にある距離をどのよ
うに縮め、学習者が主体的に古典と向き合 う授業を構成 していくのかを探つて
いく。
町田守弘 (2009)は、古典に親 しむための具体的な方策の一つ として、現代
との接点をとらえることが大切であるとし、次のように述べている
9。
国語教育の多くが読解に関するもので、教師主導型の「読んで、説明して、分からせて、
暗記させる」という一方向的な授業であるという現状の抱える問題に関しては、本書の中
で何度か指摘した。古典の授業では、さらに「語意」「文法」という専門的な知識に関わ
る要素が介入することになる。古典に親しむための様々な工夫を駆使して、まず古典に対
する興味。関心を喚起することが先決であろう。現代との接点を探ることによつて古典の
面白さに気付かせ、少しずつ古典の世界にいざなうという粘り強い学習指導がいま求めら
れている。
町田は、高等学校の学習 とい う立場か ら述べている。一方向的な授業にな り
やすかつた り、語意や文法など専門的な知識を学習 した りして、古典に親 しみ
にくかつた現状に対 して、「まず古典に対する興味・関心を喚起す ることが先決」
と述べている。そ して、そのための手段 として、現代 との接点を提案 している。
つま り、現状の問題点を克服するために、現代 との接点を探 ることで、学習者
の興味・関心を喚起 し、古典の世界にいざなお うとしているのである。
現代 との関連については、小和 田仁 (1983)も次のように指摘 している10。
9町田守弘『国語科の教材・授業開発論一魅力ある言語活動のイノベーシヨンー 』 東洋館出
版  2009イ手 p.259
10小和田仁「古典教材の本質と方法」『国語教育基本論文集成17 国語科と古典教育論 古典
教育論と指導研究』飛田多喜雄・野地潤家監修 小和田仁・小川雅子編 明治図書出版 1993
年 p.340
8
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少なくともまず、過去と現代との対話の態勢を確立することから始めなければならない。
過去の中に現在を発見し、現在にないものを見つける、そこに古典を読むおもしろさ、喜
び、感動が生まれるのであろう。古典学習の根本的意義は、こうした学習態度によつて得
られるところの「読むおもしろさ、喜び、感動」なのである。
ここでは、現代 との共通点や相違点を見つけることに、古典を読むおもしろ
さ、喜び、感動があるとしている。小和田も町田と同じように、現代 と関連さ
せることで、学習者に古典を読む面白さや喜びを感 じさせようとしている。二
人の指摘に共通 していることは、学習者の興味・関心を喚起 しようとしている
点である。これは、学習者が主体的に古典と向き合 う授業の第一歩であろう。
現代との接点を持たせ、学習者の興味 0関心を喚起することに関して、町田
は、次のようにも述べている11。
古典の世界が自分たちの生活する「いま、ここ」につながっているという事実を知ると、
生徒たちの関心も自ずと喚起されることになる。
ここで大切なことは、学習者の「いま」「ここ」につながつているとい うこと
である。この「いま」「ここ」とい う視点から見ると、学習者 と古典の間の距離
がどのようなものかはっきりしてくる。序章第 1節第4項(4頁)でも述べた
が、学習者 と古典の間には、言語面での違い、内容面での違い、価値観の違い
など絶対的な距離がある。 しかし、このような違いによる距離だけではなく、
根底には、学習者 と古典との心理的な距離があるのではないか。つまり、「古典
は、遠い音の話である」「古典は、どこか遠 くの場所の話である」とい う心理的
な距離が、自分とはかけ離れている世界だと感 じさせ、古典との距離を大きく
していると考えられる。この心理的な距離を、「時間的距離」「空間的距離」と
仮定した。
「時間的距離」…・古典は、
「空間的距離」…古典は、
遠い昔の話である。
どこか遠くの場所の話である。
しかし、時間的にも空間的にも、自分と古典がつながつていることを実感さ
せることができれば、古典との距離感はなくなり、古典に親 しみを持つことが
できるだろう。そこで、本研究では、学習者 と古典の間にある時間的距離と空
間的距離をどのように縮めていくのかを研究の視点に据える。そ して、2つの
距離を縮めるための具体的な手立てを次のように考えた。
11前掲書9と同じ p.259
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時間的距離を縮めるための手立て
創作活動を手立てとする。古典作品をもとに創作をする活動を位置づけた
単元を構成することにより、作者の立場に立って作品を追体験することにな
り、「自分も作者 と同じような気持ちを持つている」「昔も今も考えることは
同じだ」とい う思いを持たせることができる。
空間的距離を縮めるための手立て
地域教材を手立てとする。地域に関係のある古典作品を教材 として取 り入
れた単元を構成することにより、「自分の地域に関係のある話だ」「自分の地
域について理解が深まった」とい う思いを持たせることができる。
時間的距離を縮める手立ては、創作活動だけではない。他の手立てとして、
レポー トの作成や話 し合 う活動など、古典の内容をもとに、自分の視点で意見
を述べる活動が考えられる。また、視聴覚教材を使つて、時間的距離を埋める
方法もある。ただし、今回は入門期である小学校での実践を想定しているため、
作者になりきつて考え、作者をより身近に感 じさせるため、創作活動とい う手
立てをとる。
同様に、空間的距離を縮める手立ても、地域教材だけではない。他の手立て
として、実際に舞台となつている場所に行く活動や、視聴覚教材の利用などの
方法も考えられる。ただし、入門期であり、自分の住んでいる地域 との接点が
大きく、かつ 日常の授業として無理のない活動を考え、地域教材 とい う手立て
をとる。
創作活動 と地域教材の2つの手立てについての詳細は、第2節と第3節で述
べる。
第2節 時間的距離を縮めるための手立て
第1項 創作活動の意義
(1)創作活動の意義
これまで、国語科の授業では、書き換えという方法での創作活動は広く行わ
れてきた。青木幹勇 (1986)、首藤久義 (1999)、府川源一郎・高木まさき (2005)
は、それぞれ、「書替え″」「翻作法B」「書き換え14」とぃぅ言葉で提案している。
12青木幹勇『第二の書く 読むために書く 書くために読む』 国土社 1986年 p.126
13首藤久義『ことばがひろがるI―楽しい国語、生活に生きる国語一』卯月啓子・首藤久義 東
洋館出版 1999年 p.30
10
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まず、それぞれが捉えている方法について整理すると、表1-1のようになる。
表1-1 『書替えJ「翻作法」「書き換えJについての捉え方
これらの方法は、言葉は異なるが、同じような学習活動を想定していると考
えてよい。また、書き換えと創作は別物ではなく、書き換えも創作の一部であ
り、書き換えの最終的な形が創作だと捉えている点も共通している。
では、この方法を取り入れることは、どんな意義があるのだろうか。青木幹
勇は次のように述べている15。
書替えをすることによつて、読みを確かにし、読みを深めていきます。各自独自な想像を付加し
て、書替えの文章を豊かなものにしていきます。したがつて、この書替えは、
書くために読み、読むために書く
という個別の学習活動で、発間に引回され、応答に汲々とする学習とは、全然ちがいます。各自が
教材に没入して読みます。ひと通 り読みすすめたら、そこで反転して、書き手の立場になるのです。
ここが非常に大事なところです。この学習のポイントです。
ここからわかることは、読むことと書 くことが関連 し合つていることである。
つま り、読みを深 めることと豊かな表現をすることを別々に捉えるのではなく、
理解することと表現す ることを自然な形で関連 させ ることを目指 した指導だと
いえるだろ う。この点について、首藤久義 (2004)は、「表現・理解・言語事項
の総合学習」だ と捉え、次のように説明 している16。
翻作法では、翻作すること自体が表現の学習になるが、翻作するために原作を繰り返し
読むうちに内容理解が、より確かなものになります。そういう意味で、これは、表現を通
14府川源一郎・高木まさき『認識力を育てる「書き換え」学習―小学校編一』府川源一郎。高
木まさき/長編の会 東洋館出版 2005年 p.121
15前掲書12と同じ p.126
16首藤久義『翻作法で楽しい国語』監修者桑原隆 編著者首藤久義・卯月啓子 著者桑の実会
東洋館出版 2004年 p.9
氏名 方法 どのようなものか
青木幹勇 (1986) 書替え 子どもたちが、教材を読み、その理解や想像によつ
て、教材文を書替えてみる学習
首藤久義 (1999) 翻作法 何らかの原作をもとにして、それをなぞつたり変え
たりして表現すること
府川源一郎・ 高木ま さき
(2005)
書き換え 一度書かれた文章を別の文体や別の立場からもう
一度 「書き換え」る学習活動をすること
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して精読する (精密に読む)方法になります。
そうすることを通して、原作にした作品の内容や形式になじみが深まります。表現され
た作品の内容や形式になじみが深まることは、表現されたものを読んで理解したり、自分
で表現したりする際に活用される素養が豊かになるということです。
ここで重要なことは、表現を目的に読むことを通 して、内容を精読すること
にな り、さらに、作品の内容や形式にな じみが深まつてい くとい うことであろ
う。つま り、理解す るために精読するのではなく、表現を前提に読む中で必然
的に精読す ることにな り、それが 自分の表現に生かされ るとい うことである。
何のために読むのか、読んだことが どう生かせ るのかが、学習者にとつて明確
な学習だといえるだろ う。
また、首藤は、表現 と理解 を関連 させなが ら読むことのもう一つの効果 とし
て、学習者が主体的に取 り組むことも指摘 している17。
翻作法による授業では、従来の読解授業と違つて、解釈のために作品を読まされるので
なく、表現のために作品を利用するという、より能動的な態度を引き出すことが可能にな
るのです。翻作法を取り入れた授業で子どもが生き生きと活動するようになるのは、その
ためです。これも、翻作法の見逃せない利点の,つです。
目的意識を持つて読んでいることで、学習者が主体的に取 り組むという指摘
である。青木幹勇が、「発間に引回され、応答に汲々とする学習とは、全然ちが
います。各自が教材に没入 して読みます。」と述べている点
18も、同様の指摘で
あろう。
以上のことから、創作活動の意義は、次のようなものだと考えられる。
・ 目的意識を持つて読むことで学習者が主体的に取 り組むこと
・作者の書いた内容や表現形式に注 目するなど読みが精密になつていくこと
(2)古典の授業での創作活動
創作活動の意義は (1)で述べた。ここでは、古典の授業において、創作活
動はどのような意味を持つのかを探つていく。
古典の授業を活性化する方法として、表現活動 と関連させることは、多く提
案されてきている。岩崎淳 (2010)は、創作について次のように述べている19。
17前掲書16と同じ pp.10‐11
18前掲書12と同じ p.126
19岩崎淳『岩崎淳国語教育論集Ⅱ 古典に親しむ』 明治図書 2010年 p.26
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難行苦行ではなく、これからの古典学習は、「古典を楽しむ」活動をいつそう重視する
方向となる。古典を題材とした創作・表現活動へと発展させていくことが実際的かつ効果
的であり、音読・筆写の活動はその一例である。その他に、古典作品と関連した文章を書
くことも考えられる。随想を書く、新聞記事を作成する、続編を書く、別バージョンを書
く、戯由化するなどアイデアは尽きない。こうした活動に対 して、「それは古典をだしに
した表現活動であり、古典教育ではない」という批判がなされることがある。その主張に
は一理あるのだが、そうした考え方が今日の古典教育の閉塞的な状況を生み出した原因の
一つでもある。書くという行為を前提とすると、読みは精密になる。古典が好きになり、
生涯にわたつて古典に親しみを感じる生徒が増えれば、それは古典教育の成功を意味して
いる。
岩崎の指摘からは、古典教育の閉塞的な状況に対し、創作活動を通して、古
典に親しませようとしていることがわかる。つまり、これまで、現代語訳に偏
り、学習者が目的意識を持ちにくかつた古典の学習から、学習者が主体的に古
典と向き合う学習へ転換しようという提案であろう。これは、(1)で述べた表
現と理解を関連させる創作活動の意義と共通している。古典離れといわれる状
況だからこそ、古典の学習においても、学習者が主体的に取り組む視点は重要
である。
一方、渡辺春美 (2010)は、登場人物の一人の視点から『竹取物語』を再現
させた片桐啓恵の実践を例に挙げ、創作活動について、次のように述べている20。
古典の指導を表現に関連づけることで、学習者の興味・関心を喚起することができる。
和歌を読んで感得 したことを詩に表現するのも一つの方法であろう。物語の登場人物に成
りきつて日記を書く。登場人物に手紙を送る。あるいは、ある場面や物語を劇化 。絵画化・
漫画化したり、紙芝居にしたりすることもできる。 (中略)登場人物に成 りきつて再表現
するという方法の面白さが学習者を引きつけるが、それ以上に翁の心情を物語の世界を生
きつつ (想像しつつ)感得 していくことが興味・関心を深いものにする。
ここでは、登場人物になりきつて創作することは、活動の面白さだけでなく、
物語の世界の中で登場人物の心情を感 じることができると述べられている。つ
まり、創作活動によつて学習者が興味・関心をより深いものにするには、活動
の面白さだけでなく、登場人物の視点に立つことができる点にあることがわか
20渡辺春美「古典に対する興味・関心喚起の方略」『月刊国語教育』第30巻第8号 東京法令
出版  2010イ手 pp.23‐4
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る。同様の提案は、小田迪夫 (2008)も行つている。小田は、古典に親 しむた
めには読み慣れから表現につなげていくことが必要だとし、次のように述べて
いる21。
もつとも、読みなれは古典に親しむ態度育成の入り口である。入り日からさらに作品世
界に深く入り込んで、情景をまざまざと思い浮かべたり作中人物に同化したりして、古典
の世界に遊ぶことで古典に親しむ境地が開けてくる。
小田は、「情景をまざまざと思い浮かべたり作中人物に同化 したり」する活動
によつて、古典に親 しむことができるとい う指摘をしている。渡辺 と小田の指
摘の共通点は、創作活動によつて、登場人物を追体験 して、登場人物の心情や
情景を感 じるとい う点である。これは、学習者 と古典の間にある「古典は遠い
音の話である」とい う意識を解消することにつながる。創作活動は、学習者と
古典の間の時間的距離を縮めるのに有効であるといえよう。
第2項 創作についての先行実践
古典の学習において、創作活動が有効であることは、第 1項で述べた。第 2
項では、古典の学習でどのような創作活動が実践されているのかを分析する。
まず、小学校での伝統的な言語文化を学ぶ実践22の中から、創作活動に関連
する実践を抽出する。なお、表現活動につなげる実践 とい う場合には、朗読や
対談などの活動も考えられる。ただし、今回は、より創造の度合いが高い、書
く活動の実践に絞って検討 していくことにする。
表1-2 書く活動に関連付けた創作活動の先行実践
番 執筆者 単元 橡 時 教材 創作の方法
① 住田譜 「とも
'さ
勁イソコも うヽか /1 1ヽ 5 秘 前と特徴な
…
リジ《ムて,そケ
② 雌 署ヨ罰
'Cり
[イ可を」殊dLttδう /1 3ヽ 5 夕陶 初 陶罐 lJT
③ 中催 読んでみよう作うてみよう① /1 4ヽ 3 夕H可 夕H句鶴 llfF
④ 中篠 読んでみよう作うてみよう② /1 4ヽ 3 鰍 麟 咋
21小田迪夫 「言語文化に親 しむ態度を育てる―
育』696号 明治図書出版 2008年 p.12
22次の2冊の書籍の実践による。
『小学校「古典の扉を開く」授業アイデア24』
『小学校国語科 教室熱中「伝統的な言語文化」
治図書出版 2012年
古典指導のあり方を問う―」『教育科学国語教
編著者田中洋一 明治図書出版 2012年
の授業アイデアB00K』編著者渡辺春美 明
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⑤ 力峨 古典の世界ヘワンダニワンダー /1 6ヽ 4 藤 雲をテーマにした短
麟 llft
⑥ 師 慣用句漫画辞典を作ろう /J 3ヽ 4 朗 句 4コマ輌 萌 晰乍
⑦ 針 好 まんがで楽しむ故事成語 小4 5 嚇 4コマ漫画の自lJ●
③ 剛 ことわざα断察″)くろう /14ヽ 5 ことわざ 講 昨
⑨ 豊田益子 哩日に凋鯖司1司男しもう /1 4ヽ 3 囁  (枷地
の子、そ¨
繕 譜 萌 lll■
⑩ 片山富子 論語の 睦卿Lを自分に置き換え
て新聞をつくろう
小 5 4 耐 論語の教訓芳間萌 J
作
⑪ 岬 書こう /1 6ヽ 3 嚇
五十歩百歩
鰈 咋
⑫ 秦さやか 古典期間をつくろう /1 6ヽ 3 珈 妨 lllt
⑬ 鰤 昔ばなしのつづき話をつくろう /1 2ヽ 5 かさこじぞう 続き:静鮪llfF
⑭ /1南叢夕ほ 昔ばなしとその童調こ親しもう /1 2ヽ 4 うらしまたろう 崖爵歌の4勧晰乍
⑮ 剌鳥調 ぎt 私の円菊貼粛麺肇子」をつくろう 小 5 4 騰
口 まあけばの)
列¨ lll・
⑩ 吉田稔 銘人の教え―先輩からのアド
バイス集―」をつくろう
/1 5ヽ 4 鮮
(高名の本登り)
現代版名人の教えの
倉llfF
⑫ 審 もし利の注ひ公なら…「昔ばなし
を考える」
/1 2ヽ 4 襦 登場人物になって自
動 文を書く
以上の実践を大きく分類すると、次のようになる。
i 俳句や短歌の創作 (①～⑤)
五 表現形式を換えての創作 (⑥～⑫)
Ш 続きの創作 (⑬～⑭)
市 現代の視点からの創作 (⑮～⑩)
v 人物の視点を換えての創作 (①)
i群は、俳句や短歌という形式を利用 して創作 したものである。言葉遊びや俳
句や短歌を創作 した実践が多い。ただし、いきなりすべてを創作させているの
ではなく、共通のテーマや共通の言葉を設け、その中で無理なく創作できるよ
うな手立てをとつている。俳句や短歌での実践が多いのは、創作することで、
五音七音の リズムに慣れ、表現形式に親 しむことをねらいとしているからであ
ろう。
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五群は、表現形式を換えて創作 したものである。ことわざ、慣用句、故事成
語の学習での実践が多い。これらは、成 り立ちや 日常生活での使い方を、多様
な形式で表現させているものである。また、⑨のように情景を映像 としてイメ
ージさせる場合や、⑫のように学習のまとめとして行 う場合もある。 五群の特
徴をまとめてみると、漫画や新聞などの表現形式に換えることで、自分の中で
再構成を行い、実感を伴つた理解をさせようとしているといえるだろう。
面群は、続きを創作 したものである。学習の中で読み取つたあらす じや人物
像を生かして、想像 しているものである。もとになつている物語は、全員が共
通理解 しているため、低学年にも無理がなく、楽しみながら創作できる方法で
ある。
市群は、立場を換えて創作したものである。これらは、どちらも随筆での実
践であり、作者が古典の世界を見た視点や形式を利用 して、学習者 自身の立場
から、現代の世界を見る活動である。ねらいは、現代の世界の中で、作者 と同
じような状況を見つけたり、作者ならではの感性に気付いたりすることで、古
典の普遍性を感 じさせようとしていることである。この方法は、古典を現代に
引きつけ、古典と同じ視点で現代を見る方法だといえる。
v群は、視点を変えて創作 したものである。物語の中の登場人物の視点に立
ち、その視点から創作 していく方法である。ねらいは、登場人物になりきるこ
とで、心情や見ていた情景を具体的に想像させようとしているのだろう。この
方法は、学習者が古典の世界の中に入つていく方法だといえる。
大きく分類すると、 i群からv群までの方法で創作活動が行われていること
がわかつた。 どの創作活動を行 うかは、ねらいや学習者の実態や教材に合わせ
て考えていく必要がある。
第3項 実践の方法
本研究において、創作活動を行 う意図は、学習者 と古典との時間的距離を縮
めるためである。そのためには、どの創作活動を行 うことが有効なのだろうか。
第 1項で述べたように、創作活動の意義は、追体験をすることによつて、登
場人物の心情や見ていた情景を具体的に想像できる点にある。このようなねら
いにふさわしい方法は、 i群からv群までの中では、v群の方法である。そこ
で、本研究では、登場人物になりきり、古典世界の中に入つていくことで、時
間的距離を縮めるとい う方法をとる。なお、具体的にどのような学習活動を取
り入れるかについては、教材 と合わせて考えることにする。
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第3節 空間的距離を縮めるための手立て
第1項 地域教材の意義
第 1節で、空間的距離を縮めるための手立てとして、地域教材を活用しよう
と考えていることを述べた。では、地域教材を活用することは、どのような意
義を持つているのだろうか。ここでは、その点について探つていく。
鳥山榛名 (1956)は、「小中学校における古典教育」の中で、地域教材につい
て次のように述べている23。
地域に即した「古典入門」の単元を設けることも、関心を持たせるという点では効果が
ある。「郷土の文学」という形で教材を集めて学習させる。この場合は、生徒の教材に対
する親近感が深く、古典の文章の言語的抵抗は、親近感によつて努力的に排除される。「郷
土の文学」的な資料は各地で編集されてよく、すでに「二重の文学」などはそのよい例を
示している。東京を中心として「武蔵野の文学」も可能であろうし、関西の地域では資料
に事欠かないであろう。
鳥山の指摘か らは、地域教材 は、教材 に対す る学習者 の親近感 が深 く、その
親近感 によつて、言語的抵抗が少 な くなるとい うことがわかる。つま り、学習
者 と古典の間にある言語的抵抗 よ りも、教材 に対す る親 しみの方が上回るとい
うとい うことである。教材 に対す る親近感が深い とい うことについては、高木
功 (1996)は、次のよ うに主張 している24。
郷土教材を授業化するというのは、ひとつには郷上の文学的風土を知ってほしいからで
ある。もうひとつには教科書教材が生徒の実感からかけ離れていて、興味・関心をもつて
取り組み難くなっていることからである。教科書教材を学ぶことにより、知識、思考等の
領域を拡大したり、また、既知を相対化することがあり、そのような内容に、生徒の中に
は知的好奇心を抱く者もあるが、多くの場合生活実感から遠く、受け身の授業態度になっ
てしまい、深まりの欠ける読解指導になってしまうので、生徒の生活実感や問題意識に触
れ合うものを求めて「投げ込み」教材として工夫してきた。
高木は高等学校 の指導者 としての立場か らの指摘である。教科書教材 は学習
者の生活実感 か ら遠 く、受 け身の姿勢にな りやすい状況があ り、その手立て と
23鳥山榛名「小中学校における古典教育」『国語教育基本論文集成17 国語科と古典教育論 古
典教育論と指導研究』飛田多喜雄・野地潤家監修 小和田仁。小りII雅子編 明治図書出版 1993
年 pp.140‐141
24高木功「提案二 郷土教材の開発と課題追及学習の展開」『国語科教育』43号 全国大学国
語教育学会 1996年 p.29
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して地域教材を使っている。このこ
者の生活実感や問題意識に触れ合 う
摘は、米国猛・松田明大 (2008)も
うに説明している25。
とから、高木は、地域教材の意義を、学習
ものと捉えていることがわかる。同様の指
してお り、地域教材の意義について次のよ
「地域教材」は学習者の日常に空間的に近いことが好条件となり、「古典に親 しむ態度」
の第一歩となりうる可能性が高い。
米田。松田の指摘で重要な点は、「空間的に近いことが好条件となり」という
点である。学習者が古典世界との空間的近さを感 じることで、古典に親 しむ第
一歩になるとい う指摘である。鳥山、高木、米田・松田の指摘を合わせて考え
ると、地域教材は学習者にとつて空間的に身近であり、教材 自体に親 しみを持
つ効果があるとい うことがいえる。教材に対する親 しみがあれば、「古典は、ど
こか遠い話である」という意識を持たず、空間的距離を縮めることができるだ
ろう。地域教材の意義の二つは、この点にあるといえる。
一方、米田 。松田は、地域教材の意義を、別の点にも見出してお り、次の
ように指摘 している26。
古典指導における「地域教材」は古典に親しむ態度を養い、さらには、郷土を見直すと
い う内容価値的な観点からも有益なものと判断できる。
ここで注目したいのは、後半の 「郷土を見直すとい う内容価値的な観点から
も有益なものと判断できる」という部分である。ここでは、地域教材によつて、
郷土の文化的価値を再発見することができることが述べ られている。小学校や
中学校の学習者にとつて、身近にあるにもかかわらず、ほとんど意識 しないで
過ごしている事柄は多い。そのような学習者にこそ、地域教材は有効である。
地域教材を学ぶことの意義は、地域の文化的価値を見直すことにもある。
さらに、広瀬節夫 (1996)は、静岡を舞台にした地域教材開発について、風
土の持つ特殊性 と普遍性 とい う点から、次のように指摘 している27。
25米田猛 。松田明大「中学校国語科古典指導における『地域教材』の開発試論― 教材『越中
万葉』の開発と実践 ―」『富山大学人間発達科学部紀要』2巻2号 富山大学人間発達科学部
2008ど手 p.3
26同上 p.3
27広瀬節夫「提案一 静岡の言語文化とその学習材化」『国語科教育』43号 全国大学国語教
育学会  1996年  p.28
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静岡という風土は、もともと、日本のなかのひとつの地域にすぎない。つまり、全体の
なかの部分である。ところが、ひとたび、その風土が生きた人間とかかわりを持ち始める
と、日本のなかのひとつの地域であることを越えて、日本そのものの風土に生まれ変わる
ものである。つまり、部分のなかの全体を引き出そうとする。静岡という風土のなかで生
み出された言語文化にもかかわらず、生きていく人間にとつての原風景としての意味を持
つとき、それは、ひとつの地域の特殊性を越えて、普遍性を持つ存在となるであろう。
広瀬の指摘の重要な点は、風土が人間と関わりを持つと普遍的なものになっ
ていくとい うことである。つまり、学習者が地域教材を学び、その地域の文化
的価値を認識すれば、その古典作品の理解だけでなく、 日本全体、または、古
典世界全体につなが りを持つきつかけになるとい うことである:自分と地域と
の関わりを意識できた学習者は、その教材を通 して、昔の人々の思いや考えを
学ぶことになる。古典世界と自分 とのつながりを自覚するきつかけにもなって
いくのではないか。
以上のことをまとめると、地域教材の意義は、次の3点にあるといえる。
0学習者にとつて身近であり、作品に親 しみを持つこと
・地域の文化的価値を見直 し、誇 りを持つことができること
・古典世界とのつなが りを自覚するきつかけになること
第2項 地域教材開発の留意点
地域教材を活用する意義は、第 1項で述べた。ここでは、どのようなことに
気を付けて教材化 していく必要があるのか、その点について探つていく。
地域教材開発の留意点については、渡辺春美 (2012)28、米田・松田29が述べ
ている。それぞれの内容について整理すると、表 1-3のようになる。
28渡辺春美『小学校国語科 教室熱中
明治図書出版 2012年 pp.142‐143
29前掲書25と同じ p.3
!「伝統的な言語文化」の言語活動アイデアB00K』
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表1-3 地域教材開発の留意点
飽 様 C学習者の発自測颯こ適するものであること。
濾 は欠くことはできなしゝ
②学習者を引きつけ、感じ考えさせる力を持つていること。
→湧き上がるような笑いを湛えたもの、強く
'日
動 を東J激するもの、深く心を動かされるもの、
というように学習者を引きつける魅力をもつて、感じ考えさせるものである。
C地域の風土とそこに生きた人々について考えさせるものであること。
→地域の自然。伝統・歴史。文化と、そこに関わつて生きた人々について関心をもたせたり、
考えさせたりするものを想定している。
C学習者の興味。関心を高めるとともに、ことばの力を育成できるものであること。
→音読・朗読を通して言語感覚を身に付けることも含めた学力育成の可能性という観点を取り
ノヾ Ъた
C調べたり、続き物語を書いたり、濠噺ヒしたりと学習を発展させることのできるものであること。
→学習の発展性に資するもの
米田猛・
松田明大
① 呪城教材」に含まれる陶冶対面直(学習者のノ嚇 に資する価Dが含まれていて、そ
の価値内容が、その教材を学習する発達開階 (学隼測り に適切であること。
②馴駒睦姉な」が、何らかのテー マ性や連続性を有し、単発的な学習にならないものであること。
③ 明嚇漱材」に含まれる言訥蛇榜 、｀招 者の中 経験1鎚し、その「地域劉内
の学習によつて、学習者の「古典を読む力」力V帳されること。
④ 馴駒場姉な」学習のための教材テキスト・資料等が作成しやすく、また、作成のための資料収
集も容易であること。
渡辺、米田 。松 田の示 した留意点を大まかに捉えると、次のようになった。
発達段階 (渡辺①、米田。松田①)
内容的価値 (渡辺②③、米田。松田①)
言語的価値 (渡辺④、米田。松田③)
学習の発展性 (渡辺⑤、米田。松田②)
教材作成の容易さ (米田。松田④)
両者の指摘には、共通 している点が多く見られるので、その共通点をもとに、
留意点を作成する。なお、「発達段階」に関しては、学習の大前提であり、どの
学習においても常に考えられなければならない。地域教材 とい う視点で考えた
時には、内容面からも言語面からも学習の発展性 とい う点からも検討する必要
がある。 したがつて、すべての内容に共通 しているものであると考え、留意点
には単独では取 り上げないことにする。
渡辺、米田・松田の指摘をもとに、地域教材開発の留意点を次のように捉え
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た。
i 内容的価値があること
学習者を引きつける魅力があるもの
陶冶的価値があるもの
地域に生きた人々について考えさせるもの
五 言語的価値があること
音読をするのに無理がなく、古典のリズムを感 じられるもの
面 学習が発展 していくこと
単発的な学習で終わらず、表現につなげていくことができるもの
市 教材作成が容易であること
教材研究や資料作成に無理がなく、日常的な指導が可能であるもの
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内容的価値の中で、「地域に生きた人々について考えさせ るもの」を要素 とし
て挙げた。 この点について、広瀬節夫 (1996)も同様の指摘をしている30。
「風土」とは、固定したものとして、そこに存在しているのではなくて、あくまでも「人
間」とのかかわりによつて定着していくものである。そこで、「風土」に根ざした「言語
文化」を取り上げる場合、「風土」と「人間」との、どのようなかかわりによつて、生み
出されたものであるかを吟味することが大切である。
ここで述べ られていることは、風土 と人々のかかわ りが どのよ うであつたか
を吟味することが大切 とい うことである。教材 として取 り上げる時には、単に
地域に関係があるだけでなく、当時の人々の関わ りが明確であ り、学習者が、
それについて学ぶ価値のあるものを選ぶ必要があるだろ う。
また、言語的価値に関 しては、本研究では、小学校の実践を前提 としている
ため、授業では主に現代語訳を使 う予定である。そこで、言語的価値 を、音読
にしばつて考えた。
この留意点をもとに、地域教材 を開発 していく。
第3項 教材化する作品
地域教材を開発するため、まず、静岡を舞台にした古典作品にはどのような
ものがあるかを調べた。手がかりとして、静岡県出版文化会発行の『新訂静岡
県文学読本』31をもとに、掲載されている作品を、表1-4のように整理した。
30前掲書27と同じ p.26
31『新訂 静岡県文学読本』編集委員会 『新訂 静岡県文学読本』 静岡県出版文化会 2007
年
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表1-4 『新訂 静岡県文学読本』に掲載されている古典作品
作品 作者 主に関連のある地域
古事記 太安万侶 癖
竹取物語 富士山
伊勢物語 螂 、富士山、
更級 日記 菅原孝標女 足柄、富士山、田子の浦、大井川、富士川、天潮 II、 浜名湖
平家物語 E■J‖
曽我物語 富士山
十六夜 日記 阿仏尼 浜松、天謝 lk磐田
太平記 浜名湖、磐田、小夜の中山、殉 :|
]コイて =保の松原
野ざらし紀行 松尾芭蕉 箱根、富士りlk大井川、小夜の中山
岡部 日記 賀茂真淵 天竜川、浜松
東海道中膝栗毛 十返舎一九 丸子、宇津谷峠
朝顔 日記 山田案山子 大井川
仮名手本忠巨蔵 各地のllr■
白波五人男 河竹黙阿弥 硲
万葉集 21首 伊豆、静岡、富士山、田子の浦、三保の松原、焼津、藤枝、
柳 ||、 磐田、袋井、浜松、浜名湖 等
古今和歌集 3首 田子の浦、富士山、小夜の中山
(人代集) 6首 富士山、田子の浦、三保の松原、浜名湖、清見寺、小夜の中
山
新古今和歌集 4首 田子の浦、富士山、宇津御峠、小夜の中山
山家集 1首 西行法師 富士山
金椀和歌集 2種 源実朝 雛 、  4i「:7甘じイ全)JLi尋、
俳諧  25句 初倉、丸子、富士山、大井川、島田、浜名湖、清見寺、箱根、
新居、浜松 等
漢詩 3首 静岡、富士山、潮見坂
第 1章
静岡県は、東西に東海道が通り、日本の東西を結ぶ要路にあるため、昔から、
多くの旅人が歩いた地である。旅の思いを詩歌や日記、紀行文として残したり、
旅をテーマとした作品の舞台となつたりしてできた作品は多い。また、道中に、
富士山や駿河湾、大河や峠など変化に富んだ自然があつたことも、作品の舞台
として取り上げられる要因となつた。静岡を舞台にした古典作品の特徴は、旅
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や富士山との関連が深い点にあるといえる。
この表から、関連のある地域が広範囲にわたつており、作品のジャンルも多
様で、作成された時代も幅広いことがわかる。このことは、特定の地域や特定
の時代に限らず、幅広い観点から教材開発が可能であることを示している。ま
た、作品が豊富なため、「富士山」「旅」などのテーマを設定して複数の教材を
扱ったり、一人の作者の作品を比較しながら扱つたりすることも可能である。
具体的にどの作品を地域教材として取り上げるかについては、第2項で述べた
留意点をもとに、創作活動と合わせて考えていく。
第4節 現行学習指導要領 との関連
第2節と第3節では、それぞれ、創作活動と地域教材の手立てが有効である
かについて述べてきた。ここでは、二つの手立てが、学習指導要領の方向性と
適合しているかについて探つていく。
第1項 創作活動について
『小学校学習指導要領解説 国語編』では、国語科改訂の要点の一つとして、
伝統的な言語文化に関する指導の重視を挙げ、次のように示している32。
伝統的な言語文化は、創造と継承を繰 り返しながら形成されてきた。それらを小学校か
ら取り上げて親しむようにし、我が国の言語文化を継承し、新たな創造へとつないでいく
ことができるよう内容を構成している。
この点については、中学校でもほとんど同じ内容である。ここでは、創造と
継承という語が使われていることに注目したい。つまり、これまで創造と継承
を繰 り返 しながら形成 されてきた伝統的な言語文化に対 し、学習者 自身が継承
と創造の担い手になることが求められている。伝統的な言語文化を、そのまま
継承するだけでなく、新たな創造へとつないでいくためには、学習者 自身が、
伝統的な言語文化を自分のものとして表現する学習になるようにしなければな
らない。小学校低学年から継続的に古典に触れ、いろいろな言語活動をする中
で、古典と多面的に接することが必要であろう。
本研究では、時間的距離を縮める手立てとして創作活動を行 うことを考えて
いる。創作活動を行 うことは、学んだことをもとに、学習者なりの表現をして
いくことである。これは、伝統的な言語文化を継承 し、新たな創造へつないで
いくことそのものであり、学習指導要領の方向性 と一致 しているといえる。
32文部科学省『小学校学習指導要領解説 国語編』 東洋館出版 2008年 p.7
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第2項 地域教材について
『小学校学習指導要領解説 国語編』の、各学年の日標と内容「ア 伝統的
な言語文化に関する事項」の解説に注目したい。第1学年及び第2学年の解説
では、次のように述べられている33。
神話・伝承については、古事記、日本書紀、風土記などに描かれたものや、地域に伝わ
る伝説などが教材として考えられる。
同様に、第 3学年及び第4学年では、次のように解説 されている34。
教材としては、親しみやすい作者の句を選んだり、代表的な歌集などから内容の理解し
やすい歌を選んだりすることになる。各地域に縁のある歌人や俳人、各地域の景色を詠ん
だ歌や句を教材にすることも考えられる。
このような記述を見ると、伝統的な言語文化に関す る事項の指導においては、
地域に関係のある教材 を積極的に活用 してい くことが示 されている。高学年や
中学校においても、発達段階や学習のね らいを吟味 しつつ、積極的に取 り入れ
ていくことが必要である。以上のことを考え、地域教材 を活用することは、学
習指導要領の方向性 と一致 しているといえる。
第5節 研究仮説
時間的距離と空間的距離を縮めるための手立てとして、創作活動と地域教材
が有効であると考え、次のような研究仮説を立てた。
【研究仮説 I】 時間的距離を縮めるための視点
古典作品を題材に創作する活動を取 り入れた単元を構成することにより、作
者を追体験することができ、作者に共感的な気持ちを持つことができるだろ
う。
【研究仮説Ⅱ】空間的距離を縮めるための視点
地域に関係のある古典作品を教材 として取 り入れた単元を構成することによ
り、学習者が作品を身近に感 じることができ、さらに地域に誇 りを持つこと
ができるだろう。
前掲書 32と同じ p.44
前掲書32と同じ p.68
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第2章 実践授業 I
第 1節 授業計画
第1項 対象と実施時期
小学校第6学年2学級 (58名)において「芭蕉になつて日記を書こう」の単
元を実践した。教材として、島田市に関係のある芭蕉の俳文や俳句、連句を、
新たに開発して使用した。本授業実践は、教育実践プロジェクト実習として、
平成24年6月上旬から6月下旬にかけて、静岡県内の公立小学校で行らたもの
である。
第2項 教材について
(1)芭蕉と島田
本研究では、「地域教材」晴J作」を視点としている。地域教材として、地域
に関係のある芭蕉の俳文や俳句、連句を開発した。
松尾芭蕉と島田市の関わりは深く、生涯で三度、島田宿を訪れている。最初
は貞享元年8月「野ざらし紀行」の旅の時、2回日は元禄4年10月、3回日は
元禄7年5月である。
・貞享元年 8月
「野ざらし紀行」の旅 (江戸→畿内)
・元禄4年10月
「奥の細道」の旅の後、畿内にいた芭蕉が江戸に戻る旅 (畿内→江戸)
・元禄7年5月
芭蕉の最後の旅 (江戸→畿内)
元禄4年と元禄 7年の旅 では、芭蕉は島田宿の塚本如舟 とい う川庄屋 を務 め
る家に宿泊 してい る。元禄 7年の島田宿滞在の様子について、芭蕉 は、杉 山杉
風 (市兵衛)宛書簡 35、河合曾良 (惣五郎)宛書簡36の中で、詳 しく述べている。
杉山杉風 (市兵衛)宛書簡の一部
十五日、島田へ着き候て、一夜とどまり候ところ、その夜大雨風、水出で候て、三日渡り
どめ候て、十九日立ち申し候。いまだ高水にて、馬の轍やうやう隠れぬほどのことに候ヘ
ども、島田の宿は懇意の者どもゆゑ、馬、川越、随分念入れ、一手際高水を越さするを馳
『新潮日本古典集成 芭蕉文集』 新潮社 1978年 pp.238‐239
同上  pp.243‐244
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走に致し候。
河合曾良 (惣五郎)宛書簡の一部
十五日の晩がた、島田いまだ暮れ果てず候あひだ、すぐに川を越え申すべくやと存じ候ヘ
ども、松平淡路殿金谷に御泊り、宿も不自由にあるべくと、孫兵衛かた訪れ候へば、是非
ともにと留め候。川奉行役の者にて候へば、「いかようとも川を越させ申すべく候あひだ、
まづ泊り候へ」と申す うちに、大雨風一夜荒れ候て、当年の大水、三日渡りとまり候。さ
のみ俳諧の相手にもならざるほどの者ども、さきにもよく合点いたし、俳諧話のみにて、
近所草庵のある所など見歩き、少しもの書きてとらせ候へども、唐紙など、医者のかたま
で才覚に歩かせ候へども、一枚も御座無く、奉書に竹などを書きてとらせ、三日、次郎兵
衛足を休め、拙者も精気を養い、幸いの水に出合ひ候。次郎兵衛、少し草臥付き申し候と
ころ、三日休み候に達者になり候て、随分つとめ候。
芭蕉の書簡からは、如舟が芭蕉をもてなした様子や、芭蕉がゆつくり休んで
いる様子が伝わつてくる:この旅では、大井り||の川止めの影響もあり、芭蕉は、
島田宿に4日間滞在 している。そのため、島田にゆか りのある俳句は多く、芭
蕉句碑も、市内に新旧合わせて 10箇所ある。近隣市町と比較 しても、その数は
多い。
実習校の学区内には旧東海道が通つてお り、塚本如舟邸跡は、児童の行動範
囲内にある。そして(市内にある芭蕉句碑のうち、4箇所は如舟邸跡の近くに
ある。児童の生活圏内に芭蕉ゆかりの史跡があるにも関わらず、児童は、その
ことをほとんど意識 していないし芭蕉が歩いた道や訪ねた場所が、普段生活し
ている場所であることを知ることで、児童は、芭蕉や如舟を身近に感 じ、古典
世界と自分自身 とのつながりを感 じることができると考えた。
(2)作成 した教材
島田に関する芭蕉の俳文や俳句、連句を教材 として開発 した。実際に授業で
使用した教材の うち主なものを図 2-1～図 2,3に示す。図 2-1は、俳文 「島田
の時雨」の原文、図2-2は、「島田の時雨」の現代語訳である。図2-3は、元禄
7年の俳句である。本実践は小学校での実践であるため、原文は音読のみに用
いることとし、授業では主に現代語訳を使用した。なお、使用した本文は、『新
編日本古典文学全集』37をもとにしており、現代語訳は、複数の全集の現代語
訳を比較し、筆者が作成した。
37『松尾芭蕉全集①新編日本古典文学全集70』 小学館 1995年
『松尾芭蕉全集②新編日本古典文学全集71』 小学館 1997年
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図2-1 作成した教材『島田の時雨」の原文
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図2-2 作成した教材「島田の時雨」の現代語訳
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図2-3 作成した教材 元禄7年の俳句及び連旬
第2章 実践授業 I
(3)教材分析
「島田の時雨」は、江戸への旅をしている芭蕉が、時雨に降られて、島田宿
の塚本如舟に一晩の宿を借 りた時のことを書いた俳文である。芭蕉がこの旅を
していたのは旧暦 10月下旬、現在の 11月下旬である。つまり、この場面は、
晩秋の夕方に旅先で雨に降られ、宿に着いた場面である。本教材には、「時雨」
「囲炉裏」「濡れた着物」「湯を汲んで」など、寒さを感 じさせる表現が多く出
てくる。このような寒 さや徒歩の旅の疲れが、如舟のもてなしによつて、「やつ
と落ち着くことができました」「旅の佗 しさがなくなりました」とい う気持ちに
変化 している。如舟邸に着いた直後の気持ちと、しばらくした後の落ち着いた
気持ちとを比較することで、如舟のもてなしに感謝する芭蕉の気持ちを読みと
ることができる。一方、「一生に一度の出会いの記念」と考え、芭蕉に一句を求
める如舟の行動に注 目することで、お客様として、精一杯もてなそ うとしてい
た気持ちを読みとることができる。如舟は芭蕉を心を込めてもてなし、芭蕉は
そのもてなしに感謝するとい う内容は、地域教材 としてふさわしい。
俳句については、元禄 7年の俳句及び連句のうち、島田宿の情景を詠んだ俳
句3句と連句を授業で扱 う。これ らは芭蕉最後の旅で、江戸から畿内に向かつ
ていた時のものである。時期は、旧暦 5月中旬、現在の6月下旬である。本教
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材からは、島田らしい情景や初夏の季節感を感 じることができる。当時の島田
を街彿とさせる俳句は、「駿河路や」と「五月雨の」がある。「駿河路や」から
は、花橘やお茶の香 りの芳 しさに感動 した気持ちが、「五月雨の」からは、梅雨
時の大井川の流れの雄大さへの驚きや、川を渡ることができない焦 りの気持ち
が感 じられる。一方、初夏の季節感を感 じさせる俳句としては、「芭はまだ」が
ある。「芭はまだ」からは、時季外れの芭菜や初物の茄子でもてなした如舟への
感謝の気持ちが感 じられる。また、「やはらかに」から始まる連句では、手作 り
の新麦で芭蕉をもてなした如舟の気持ちと、如舟のもてなしに対する芭蕉の感
謝の気持ちが読みとれる。当時の島田の情景を想像させ、初夏の季節の中に、
如舟との温かな交流をうかがわせる内容は、地域教材 としてふさわしい。
第1章第3節第2項(21頁)で述べた地域教材開発の四つの留意点と児童の
発達段階に照らし合わせて考えると、どちらも、地域教材 として適 していると
いえる。
第3項 単元構想
(1)単元目標
・芭蕉の俳文や俳句の現代語訳を読み、芭蕉が感動 した情景を考え、想像を
ふくらませながら、芭蕉の日記を創作 しようとしている。(関心・意欲 0態
度)
・芭蕉の俳句や俳文の現代語訳をもとに、旅先での光景に驚 く気持ちやもて
なしに感謝する気持ちに気付くことができる。 (「伝統的な言語文化 と国語
の特質に関する事項」ア (イ)〉
(2)単元の構想
図2-4の単元構想図をもとに実践を進めた。単元をとお した課題 「芭蕉にな
つて島田を訪れた 日の日記を書こう」を設定し、この課題を意識 させながら読
み進めていく。
研究仮説 Iに対する手立てとして、2つの創作活動を位置づけている。芭蕉
になりきつて日記を書 く活動 (第5時)と、学習者の立場から芭蕉へ手紙を書
く活動 (第6時)である。2つの活動を通 して、作者に共感的な思いを持たせ
ることを目標にしている。
研究仮説 Ⅱに関する手立てとしては、芭蕉句碑探検を行 うことを位置づけて
いる。第1時に芭蕉の概要を学習 した後、家庭学習で芭蕉句碑探検を行 う。芭
蕉ゆかりの地を実際に訪ねることで、芭蕉や如舟に対 して身近さを感 じさせる
ことを目標にしている。
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持たせる。
※事前に家庭学習で
「島田にある芭蕉句
碑」について、調べて
おく。
※島田と芭蕉の関わり
の深さを感じさせた
し、
※自然と暗唱できるま
て■壼まヨせりt=し、
※当時の旅は、現代の
旅とは異なり、危険と
隣り合わせだつたこと
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※元禄7年の出来事以
外 値藤の蜘 の
作品のこと)も書いて
よいことを伝える。
。日記に書き換えたこ
とを踏まえて、芭蕉ヘ
の手紙を書く。もてな
しのきもちや大剤||や
茶の匂しヽこれ たヽ気持
ちを共感的に捉えさせ
松尾芭蕉について知る。
。松尾芭蕉のおおまかな略歴について知る。
・島田を3回訪れている。そのうち2回島田に宿泊している。
。江戸時代の旅の様子について、現代の旅と比較
して考える。
島田と関係のある芭蕉の俳句について知る。
・島田市に残されている芭蕉句碑を発表する。
・島田には8句の芭蕉の俳句がある。
・俳句の音読を毎時間行う。
・単元末の課題が「芭蕉になつて日記を書こう」
であることを知り、学習の見通しを持つ。
島日の時雨を読み、芭蕉の気持ちを考える。
・現代語訳を読み、旅の疲れから解放されホッと
した気持ちや、如舟のもてなしに感謝する気持
ちをつヽ 、
・如舟はどのような気持ちで芭蕉をもてなしてい
たのか考える。
芭蕉の俳句を読みとる。
。4句(連歌1首含む)の俳句で、芭蕉はどんな
情景を見て、何に一番感動しているのかを考え
る。
・好きな句を1～2句敷人 ワー クシー トに自分の考えをとめる。
・グルー プと全体で交流する。
芭蕉の日記を実際に書く。
・4句の中から1～2句ろ国人 その俳句の出来事を中心に、日
認こまとめる。
・文体を考え、書力れていないことを想像しながら書く。
手紙「芭蕉さん、Jを書く。
・互いの日記を読み合い、芭蕉が島田宿でどんな
ことを感じたの力考える。
・作者への手紙を書く。
・芭蕉の日記と手紙を全員分印刷し、冊子「島田
を訪れた日」として配布する。
鏃
振り返り
ワー クシー ト
篠
ワー クシート
鏃
振り返り
ワー クシー ト
感
振り返り
芭蕉について興味を持ち、学習
の見通し目降2(関い。意欲・
醸
芭蕉句碑につして、調べてきた
ことを進んで発表している。個
心・意欲・枷∞
芭劉 昨六り枚の現脚 や
解説した文章をもとに、もてな
しl動 る気持ちに気付いて
いる。
〈咋撤的な言語文化と国語の
錮 こ関する輌 ア (イ))
芭蕉が心を動かされた島田の情
景や如舟のもてなしに感謝する
気持ちを読みとる。
〈「伝統的な言語文化と国語の
制 こ関する軸 ア (イ)〉
諫 の俳句を日記形出こ書き換
えることを通して、き礫こ力撼 じ
蹴 での光熟こ驚く気持ちや
もてなし1動 る気持ちに気
付く。
〈「伝統的な言語文化と国語の
制 こ関する軸 ア (イ)〉
芭蕉あての手紙を書くことを通
して、芭蕉に共感的な気持ちを
絶
〈「伝統的な言語文化と国語の
特費こ関する軸 ア (イ))
?
?
図2-4 『芭蕉になつて日記を書こうJの単元構想
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第2節 検証計画
以下の研究仮説が支持されるかどうか、第1項から第3項に述べる方法によ
つて検証する。
【研究仮説 I】 時間的距離を縮めるための視点
古典作品を題材1萌J作する活動を位置づけた単元を嵩成することにより、作者を追体験
することができ、作者に共感的な気持ちを持つことができるだろう。
【研究仮説Ⅱ】空間的距離を縮めるための視点
地域に関係のある古典作品を教材として取り入れた単元を構成することにより、学習者
が作品を身近に感じることができ、さらに地域に誇りを持つことができるだろう。
第1項 質問紙調査
創作や地域教材を単元に取 り入れることにより、古典への親 しみがどう変化
するのかを検証するために、事前と事後で、質問紙調査を行 う。以下に質問内
容と目的を示す。これ らを 【研究仮説 I】 【研究仮説 Ⅱ】の検証資料 とする。
古典という言葉について「昔の人が書いた物語や短歌や俳句」と示しておく。
具体例として、5年の時に学習した「漢文」「竹取物語」「平家物語」などということを目頭で説明
する。
1 「私は、古典の学習は楽しい」(自由記述欄あり)
2 「私は、古典の学習は必要だと思う」(自由記述欄あり)
3 「私は、古典を音読することは楽しい」
巨ヨ 仮説を検証するための質問項目ではなく、児童の状況を把握するために行う。
4 「私は、古典を学習することで、昔の人のものの見方や感 じ方を想像することができ
る」
巨ヨ 創作の有効性についての検証。古典を学習することで、作者に共感する気持ちを持つことが
できているかを検証する。り3日)
5 「私は、古典を学習することで、古典作品を身近に感 じることができる」
巨ヨ 地域教材の有効性についての検証。古典を学習することで、作品を身近に感じることができ
ているかを検証する。修潮m)
6 「私は、地域に伝わる古典について知つている」
Eヨ 地域教材の有効性についての検証。古典を学習することで、地域の文化への気づきがあるか
を検証する。 (仮説Ⅱ)
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実際に使用 した事前調査用紙と事後調査用紙は、図 ン5、 図2-6である。
プレ・アンケ‐ト
6年  組 (  )  氏名 (
このアンター トは、かなさんの成績や評●には一切関係ありませスス
質問をれして、今の自分に一番m とヽ思うものにOをつけましょう。
また、自分力資 う考えた理力をくわしく書きましょう。
このアンクー トにある「苦奥
`と
は、曜ヒνu暉堕」」閉野や短歌やり内Jのことt
図2-5 質問紙調査 (事前)
ポスト・アンケート
6年  組 (  )  氏名 (
このアンケー トは、みなさん中 には一切関係ありませメ略
質問を読ん(今の自分に一番週 とヽ思うものにOをつけましょう.
また、自分力そ う考えた理嗜をくわしく書きましょう。
このアンケー トにある「古典Jとは、「」壼2粒富塾●に物議や短歌や俳句Jのことt
図2-6 質問紙調査 (事後)
以下ポス トアンケー ト追加項目
7 「私は、芭蕉の立場で日記を書くことは楽しかつた」
8 「私は、芭蕉の立場で日記を書いたことで、芭蕉の思いを想像することができた」
E国 仮説を検証するための質問項目ではなく、創作の効果についての傾向を把握するために行う。
9 「私は、島田に関係のある芭蕉の俳句を読んだことは楽しかつた」
10 「私は、島田に関係のある芭蕉の俳句を読んだことで、古典を身近に感じた」
11 「私は、島田に関係のある芭蕉の俳句を読んだことで、地域の文化に興味を持つた」
巨□ 仮説を検証するための質問項目ではなく、地域教材の効果についての傾向を把握するために
行う。
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第2項 振 り返 リカー ド
各授業の最後5分間を使つて、「今 日の授業で考えたこと」について、授業の
振 り返 りを行 う。振 り返 りを行 う目的は、研究仮説を反映した記述に注目する
ことにより、研究仮説が支持されるか検証を試みるものである。
児童の記述の うち、晴J作したことと関連付けて芭蕉の心情を想像 している」
「時代を越えて共通する感情に気付いている」と判断できる回答を、共感 しな
がら書いているものとする。「地域と芭蕉の関わりの深 さに気付いている」「地
域の文化への関心を持つている」と判断できる回答を、身近さを感 じているも
のとする。これ らを、【研究仮説 I】 【研究仮説Ⅱ】の検証資料 とする。
なお、実際に使用した振り返リカードを図2-7に示す。表裏で印刷し、1枚
で6時間分の振り返りをすべて収めるようにした。
?
?
?
?
?
ー
?
?
?
?
?
っ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
っ?
?
?
?
?
??
?
）
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
っ?
?
?
?
?
，?
?
）
月
日
?
?
?
?
（
図2-7 振 り返 リカー ド
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第2章 実践授業 I
第3項 作品「芭蕉の日記」
芭蕉の俳句をもとに、芭蕉の立場に立って日記を創作する活動を行 う。芭蕉
に共感 しながら書くことができているかどうか、作品を身近に感 じているかど
うかを見る。これを、【研究仮説 I】 の検証資料とする。図2-8と図2-9は、日
記創作の時間に使用した手引きと用紙である。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
、
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
（?
?
?
）
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
，?
?
）??
?
?
﹇?
?
?
?
?
?
?
﹈
﹇?
?
?
?
?
?
﹈
?、
?
?
?
?
?
?
?
?
、
?
?
?
?
?
｝??
?
?
?
、
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?、
?
?
、
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
）??
?、
?
?
?
?
、
?＝
?
?
?
?
?
?
〓
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
。
?
?
。?
?
?
??
?
?
?
??
?
。?
?
??
?
?
?
?
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
。
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
っ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?、
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ょ
?
?
。
?
?
?
?
?
?」?
????
?
????
?
?
?
?
?
?
?
?
、
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
っ?
?
??
?
?
?
?
?
?
?、
?
?
?
?
?
?
?
?
?
）??
?
?
?
?
?
、
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ょ
?
?
?
?
、
?
?
?
?
?
?
?
?
?
、
「?
?
?
?
?
」
?
、
?
?
?
?
?
?
?
?
（?
?
?
?
?
?
?
?
?
、
?
?
＝
?
?
ョ
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
。
?
?
?
?
（
?
?
?
?
（
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
図2-8 第5時 日記を書くための手引き
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図2-9 第5時 日記を書くための用紙
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第2章 実践授業 I
第 3節 授 業 の実 際
第 1項 原文の音読
原文に直接触れる機会を確保するために、授業開始時には、毎時間、島田に
関係のある芭蕉の俳句及び連句の音読を行つた (写真 2-1)。しかし、授業時間
は6時間しかなく、音読をするには十分な時間ではない。そこで、朝の活動と
家庭学習に音読の時間を設定し、毎 日原文に触れるようにした。繰 り返すこと
で、滑らかに音読できるようになり、中には、暗唱する児童も見られるように
なつた。
単元終了後に、どのくらい暗唱できているか確かめた。予告はせずに、その
場で、どのくらい暗唱しているか確かめた。表 2-1は、その結果である。
表2-1 暗唱できた芭蕉の旬の数 (全児童数58名)
リト句の数(句) 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
人数 (人) 43 7 3 3 0 2 0 0 0 0
割合 (%) 74%12% 5% 5% 0% 3% 〇% 0% 0% 0%
9句すべて暗唱できている児童は、43人(74%)。8句以上で考えると、
人 (86%)になる。
I辣眉
写真2-1 授業で音読 している場面
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第2章 実践授業 I
第2項 地域教材 (家庭学習及び第2時)
第 1時で、芭蕉の生涯についての概略を学習 した後、家庭学習で、句碑探検
に行くとい う活動を設定した。句碑探検のねらいは、実際に句碑の場所を見る
ことで、自分が見ている場所と芭蕉が存在 していた場所が同じであることを意
識させ、空間的距離を縮めるためである。そして、句碑探検の結果を第2時で
報告 し合い、島田市と芭蕉の関わりの深さに気付かせることにした。
島田市内にある芭蕉句碑は 10箇所である。そのうち4箇所は学区近 くにある
が、その他の句碑は離れた場所にある。したがつて、「全部行 くように」という
指示はしなかった。塚本如舟邸跡は、学区内にあるため、全員行 くように指示
した。児童は、近 くの句碑だけでなく、家族に連れて行つてもらいながら多く
の句碑を見に行つていた。10箇所すべてを見てきた児童も9人いた。
第2時の授業では、句碑探検の結果を発表 し合った後、芭蕉 と島田の関わり
について学習 した。普段、意識せず生活 していた場所に、昔、芭蕉や如舟が存
在 していたことを知 り、新鮮な驚きを感 じたようであつた。
以下、児童が句碑探検において使用 したワークシー ト (図2-10)及び第 2時
の学習指導案 (図2-H)を示す。
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図2-10 句碑探検で使用したワークシー ト
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第2章 実践授業 I
8 本時について (2/6)
(1)本時の日標
芭蕉句碑について調べてきたことを発表し合うことを通して、島田市には多くの芭蕉句碑や縁のある俳句が
あることに気付き、噛蕉になつて日記を書こう」の学習に見通しをもつて取り組もうとしている。(「関心・意
欲・態度」〉
(2)本時の展開
難 摺 渤 留意点 (※)支援 (◇)評価 (☆)
つ力む
ふかめ
る
まとめ
る
島田市にはどんな芭蕉句碑があるか発表しよう。
。やまらがこたけよこと口 懐
・するが嘲 も茶の匂い
。宿かりて名を名乗らする時雨哉
。さみ帥 聾 と― lll
・馬方はじらじ時雨の大用‖
・ちさはま雄 ながら輸 や十
。たはみては雪待つ竹の気色力滝
・道のべの木種鴎 にくIJLlすり
・馬に寝て残夢月速し茶のけぶり
田値えとともに旅の朝起 は画
※家庭学習で取り組んできた芭蕉句碑探検をもと
に、調べてきたことを発表し合う。
◇事前に、誰がどのような句碑を調べ、どんな気
付きを書いてあるかを把握しておき、次の交流
に働 Y舞。
☆芭蕉句碑探検で、芭蕉の俳句を記入したり気付
いたことを書いたりして、きちんと取り組むこ
とができた力ち (ワー クシート)
※家庭学習で書いてきた「気づいたこと」や芭蕉
の俳句を出し合つた結果をもとに、感じたこと
を書く。個人の時間を確保し、その後、グルー
プで交流をする。
※「島田にこんなにたくさんの俳句があることを
初めて知つた」というような素朴な意見を大切
にするとともに、俳句の内容や如舟に対する気
付きや疑間があ翔ま 次につなげていきたしヽ
☆島田市にある芭蕉の俳句について、感じたこと
を伝え合うことができた力ヽ (ワー クシー ト、観
察)
※単元末課題を提示し、次時以降、毎時間意識さ
せながら読んでいく。
※単元の大まかな流れ (時間数、学習内容)を示
し、学習のイメー ジを持たせる。
島田にある芭蕉の俳句を知って、どんなことを感じ
ただろう力、
島田市にこんなにたくさん芭蕉の俳句があるとは知らなかつた
期 |‖こ関する俳句ド2句ある。期 |‖期 があつたのだろうれ
「さみだれの」は2カ所こあるから有名な俳句なのだと思う。
「ullし味」など、島田に関係があるものをテーマにしている。
芭蕉はなぜこんなにたくさんの俳句を残したのだろう。
「ちさはまだ」だけ俳句ではなくて、塚本如舟と二人で短歌を作つて
いる。
卿 ¨ 家に芭蕉は訪れているよう亀
芭蕉は塚本如舟の家を訪れ、2回宿泊している。
島田で感動したことを俳句に詠んでいる。
○単元末課題を提示する。
「芭蕉になって島田を訪れた日の日記を書こう」
○振り返りをする。
| 。島田と芭蕉が関係があることがわかつた
| ・自分たちの家の近くに芭蕉が泊まっていたと考えると、不思議な気持
| ちがする。
|・り昨β意味を知りたくなつてきた
(3)詢参議黒
島田にある芭蕉の俳句について気付いたことを交流し合うことで、芭蕉と島田の関わりに気づき、学習に興味
をもつことができた力、
図2-11 第2時学習指導案
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第3項 創作「芭蕉の日配」「芭蕉への手紙」(第5時、第6時)
第5時では、前時に読みとつた内容をもとに、芭蕉の立場に立って 日記を創
作した。第6時には、単元のまとめとして、「芭蕉への手紙」を創作 した。「芭
蕉の日記」のねらいは、「芭蕉の視点」で創作することであり、「芭蕉への手紙」
のねらいは、「学習者の視点」で創作することである。2つの視点で創作するこ
とで、芭蕉を追体験することと、学習を俯嗽することが両方できると考えた。
本単元では、創作活動の中心は第5時であつた。第5時に、日記を創作して
いる時には、芭蕉になりきつて、芭蕉の言葉づかいを想像 しながら書いていた。
また、現代語訳に書かれていない芭蕉の心情や見ていた情景を想像 しながら創
作していた。
第6時では、学習のまとめとして、芭蕉への手紙を創作 した:芭蕉あての手
紙とい う形式だつたので、実際に芭蕉がいるかのように、文章の中で語 りかけ
ながら書いていた。
以下、創作活動の中心である第5時に、児童が使用 したワークシー ト(図卜12)
と、第5時・第6時の学習指導案を図 卜13と図2-14に示す。
図2-12 第5時 日記の創作で使用したワークシー ト
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第2章 実践授業 I
8 本時について (5/6)
(1)本時の目標
芭蕉の俳句の現代語訳をもとにして、芭蕉の立場で島田宿を訪れた日の日記を書くことによつて、芭蕉が島
田宿で心を動かされた情景や如舟のもてなしへの感謝の思しヽこ気付くことができる。(「伝統的な言語文イロ)
(2)本時の展開
離 学習活動 留意点 (※)支援 (◇)評価 (☆)
つ力む
ふかめ
る
まとめ
る
○芭蕉の句8句を音読する。
○元禄7年の俳句を音読する。
一斉読み、交替読み
俳句をもとに、元禄 7年に島田を訪れた日の芭蕉
の日記を書こう。
○日記を書くための手引き (ポイント)を確認する。
※8句の芭蕉の句をリズムを意識しながら音読し、
自然に暗唱できるようにしたし、
※本時で扱う俳句4句(連句1首含む)を、内容を
思い出しながら音読させる。
※日記を書くための手引き
※教師が伸成した別の場面の日記の一部 (元禄4年
「島田の時雨」)を示し、活動の具体的なイメー ジ
を持たせる。
※手引きをもとに書くためのポイントを確認する。
特に、「芭蕉になりきること」「言葉にこだわるこ
と」を意識させたしヽ
※ワー クシー トに書く日記は下書き用とし、清書は
後から行うこととする。
◇つまづきに対して、左のような支援を行う。
☆芭蕉の日記を書くことができた力、
(ワー クシート)
※グ
'レ
ープで、下書き段階の交流をする。下書きが
完成していない場合は、書けたところまででもよ
いことを伝える。
※色を変えて (利修正するようにする。
※清書の時間がない場合には、下書きの修正までを
きちんと行い、清書は後日行うこととする。
☆話し合いをもとに、芭蕉の日記を修正し、より思
いの伝わる日記に仕上げることができた力、
(ワー クシー ト)
※「今日の授業で考えたこと」について振り返りを
する。
俳句の現代語訳を参 |一通明築 た｀が、作文 |どうやつて書き始
考に、芭蕉の日記を書 |のようになってしま |めたらいいのかわ
いている。     |い、芭蕉の日記のよう|からず、書くことを
!になつていなし、  |ためらつている。
○書いた日記 (下書き段階)の交流をする。
同開 な医んでいるのに、書き方が違つておもしろいた   |
参考にしたい表現があるなぉ                  :
自分の日記を少し変えたいれ               |
○交流をもとに、下書きの修正をする。
○清書をする。
○振り返りをする。
・書いているうちに、芭蕉の気 |・島田に住んでいるのに、私も島
持ちがわかるようになつてき 1田のよさは知らなかつた
た         |・躙 年以上も前に、この島田に
・a10年以上前の人も、今の人と1芭蕉が来てし上こと勧 口ると、芭
同じようなことを考えているこ 1蕉に少し興味が出てきた
とがわ力つた      I
(3)本時の見点
芭蕉の俳句を日記に書き換えることで、芭蕉が′さを動かされた情景やもてなしに対する感謝に気付くことがで
きた力、
図2-13 第5時学習指導案
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8 本時について (6/6)
(1)本時の目標
本時までに読みとつてきた芭蕉が島田宿で心を動かされた情景や如舟のもてなしへの感謝の思しヽこついて、
3つの視点で芭蕉あての手紙を書くことを通して、芭蕉への共感的な思いを持つことができる。 (「伝統的な言
語文イb〉
(2)本時の展開
段階 響 渤 留意点 (※)支援 (◇)評価 (☆)
つ力も
ふかめ
る
まとめ
る
○芭蕉の句8句を音読する。
一斉読み、交替読み、できる部分を暗唱
○互いの日記を読み合い、これまでの学習を振り返
る。
学習してきたことを振り返り、芭蕉さんに手紙を
書こう。
○手紙を書くためのポイントを確認する。
※8句の芭蕉の句をリズムを意識しながら音読し、自然
に暗唱できるようにしたし、
※グループで互しヽこ日記を鉢 、日記に書いた思しヽこつ
いて交流し合う。
※手紙を書くための手引き 0つの欄
。自分の体験や考えと比較しながら書く。
・自分の考えの変化を書く。
・相手の考えを想像して書く。
※清書用として書いていくこととする。大幅に修正したいとき
は、新しし絲口研れ てヽいくようにする。
0つまずきに対して、左のような支援を行う。
☆芭蕉に対して共感的出 のヽ手紙を書くことができた力、
―クシー ト)
※「今日の授業でわかつたこと」について振り返りをす
る。最後の時間であるため、何人かの児童に発表して
もらい、振り返りの共有をしたしヽ
※芭蕉の日記と芭蕉への手紙は、全員分を冊子にまとめ
て、後日配布する。
芭蕉への手紙を書 1芭蕉への手紙を書 :どのように手紙を
いているが、学習内 :いているが、なぜそ :書いたらよいのか
容と関係のない内 :う思うのかが明確 :わからま 書くこと
容になつている。 |でなく、深まりがな |をためらっている。
し、
:1基麻をま薔::占あ轟1島
さヽ二それを取り上|したり考えの変化
:撃
:Fく
よう助言
::321ま
するよ
11」品経 ζを高ふ 卜 |
し           ｀
1'ない力弩 ねる。  |
:51
○振り返りをする。
・芭蕉は昔の人だと思つていた : ・Ixl年以上も前に、この島田
けど、昔の人も今の人も同じだ |に芭蕉が来ていたことを知る
と感じた        |と、芭蕪に少u即勧 出｀てきた
。時代を越えて、人は同じよう| ・芭蕉のように、私も島田のよ
なことを感じたり考えたりする |さを見つけていこうと思う。
ことがわかつ亀      :
(3)本時の視点
3つの視点を意識して手紙を書くことで、共感的な思いの手紙を書くことができた力、
図2-14 第6時学習指導案
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第4節 結果と考察
第1項 質問紙調査
実践授業の前後に児童の意識調査を行い、対応のあるt検定で調査した。方
法は、5件法 (そう思う、どちらかといえばそう思う、どちらとも言えない、
どちらかといえばそう思わない、そう思わない)で行つた。なお、仮説を検証
するための項目以外に、古典の学習についての意識を把握するための項目も設
けた。
(1)古典の学習についての児童の意識調査
表2-2  「1.利ま、■諄ヒみ学署‖:婦にししヽ J
事前    事後    対応のあるt検定 (n=58)
3.59(1.27)4.24(1.03)t(57)=5.075**
*p〈.05 **p〈.01
表2-3 「2.和よ 古典の引罰鐵 と思う。」
事前    事後    対応のあるt検定 (n=58)
4。34(1.07) 4.48(0。88) t(57)= 1.240  ns.
*p〈.05 **p〈.01
表2-4 「3.和よ
…
ることは楽ししヽ J
事前    事後    対応のあるt検定 (n=58)
3.83(1.24) 4.10(1.09) t(57)= 2.349*
*pく。05 **pく。01
項目1においては、有意な差が見られた。項 目2においては、有意な差が見
られなかつた。項 目3については、有意な傾向が見られた。
項目1からいえることは、芭蕉の俳句や俳文など小学生にとつて難度の高い
と思われる教材を使用 したとしても、古典に対する抵抗感が強まることなく、
むしろ興味・関心が高まつたとい うことである。
項 目2から、古典の学習の必要性については変化が見られなかつた。事前の
段階で、肯定的評価をしている学習者が多かつたため、変化がなかつたことが
大きな要因だと考えられる。 しかし、自由記述の中で、否定的評価をしている
児童の記述を見ると、「役に立つのかわからない」「昔のことなら歴史などでも
学習する」などの理由が少数存在 している。古典学習の課題 として考えていく
41
第2章 実践授業 I
必要がある。一方、必要であると回答 した理由の中に、授業で力がついたこと
への気付きを挙げている意見もあり、単元の工夫によつて、必要感も高まる可
能性があると考えられる。
項 目3からいえることは、原文の音読は、抵抗感が強まるのではなく、むし
ろ、興味・関心を高めるとい うことである。前掲 した事後の暗唱調査で、8句
以上 (9句中)暗唱 した児童が50人(86%)になつたことを合わせて考えると、
音読を繰 り返す中で無理なく暗唱していつたことが考えられる。
(2)授業後の児童の意識
研究仮説 I、 研究仮説Ⅱの手立てである、創作と地域教材の学習について、
学習に無理がなかつたかを明らかにするため、楽 しく取 り組むことができたか
尋ねた。調査は単元終了後に実施 した。表 2-5は、その結果である。
表2-5 単元終了後の児童の意識
項 目 質問項目 そう思う
どダ勁せ
し幻ゴそう
思う
どちらとも
言力れヽ
どダ
"セレジむ愛 う
月監ヒソコい
そう思わな
い
7 和ょ 芭黛魔場訳,日記猪 くこと画 つた 41人 14人 1人 1人 1人
9 和よ 島田に関係のある芭蕉の俳句を訪んだこと1鎌助つた
39人 14人 3人 2人 0人
項目7では、芭蕉の立場で日記を書くことが楽しかったと考える児童は、41
人(71%)であつた。どちらかといえば楽しかった児童を合わせると、55人(95%)
である。
項目9では、島田に関係のある芭蕉の俳句を読んだことは楽しかつたと考え
る児童は39人(67%)であつた。どちらかといえば楽しかつた児童を合わせる
と、53人(91%)である。
以上のことから、創作と地域教材の学習に抵抗感なく取り組んでいたことが
わかる。
(3)研究仮説についての検証
研究仮説 I、 研究仮説Ⅱを再掲し、これらが達成できたかどうかの検証を進
めていく。
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【研究仮説 I】 時間的距離を縮めるための視点
古典作品を題材に創作する活動を取り入れた単元を構成することにより、作者を追体験
することができ、作者に共感的な気持ちを持つことができるだろう。
【研究仮説Ⅱ】空間的距離を縮めるための視点
地域に関係のある古典作品を教材として取り入れた単元を構成することにより、学習者
が作品を身近に感じることができtさらに地域に誇りを持つことができるだろう。
[研究仮説 Iに関わる設問]]
表2-6 「4.利よ 古典を学習することでヽ 音の尽7“脳鷹ヲ賀賽嫁坊碓想朦することができ乙J
事前    事後    対応のあるt検定 (n=58)
3.83(1.11) 4.22(0.80) t(57)= 2.809**
*p〈.05 **p〈101
[研究仮説 Ⅱに関わる設問]
表2-7 『5.和よ 古典を学習することでヽ 古典作品を昴□導 じることができ乙」
事前    事後    対応のあるt検定 (n=58)
3.28(1.28)3.83(1.08)t(57)=3.955**
*p〈.05 **pく.01
表2-8 「6.和よ 封鮨肛輩れる自卿=光て知つてしる。J
事前    事後    対応のあるt検定 (n=58)
2.02(1.02) 3.31(1.38) t(57)= 6.375**
*pく。05 **p〈.01
項 目4、 項 目5、 項 目6とも、有意な差が見られた。
項目4(表2-6)は、研究仮説 Iに関する設間である。学習者は、古典の学
習を通 して、音の人のものの見方や考え方を想像できるようになつたと感 じて
いることがわかる。
項目5(表2-7)、項 目6(表2-8)は、研究仮説Ⅱに関する設間である。学
習者は、古典の学習を通 して、古典作品を身近に感 じていること、地域の古典
についての新 しい知識を得たと感 じていることがわかる。
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以上のことから次のことがいえる。
小学生の児童にとつて難度の高い教材を使用 したとしても、学習に対する興
味・関心を削ぐわけではなく、無理なく学習に取 り組むことができていた。ま
た、本実践を通 して、「作者の考えを想像できる」「作品を身近に感 じている」
「地域の古典について新 しい気付きがある」と、児童 自身が実感 していた。
第2項 振 り返 リカー ド
振 り返 リカー ドを分析する目的は、研究仮説を反映 している記述に注目する
ことによつて、研究仮説が支持されるかについての検証を試みるものである。
方法は、2つの研究仮説に従つて児童の記述を抽出する。表 2-9は、振 り返 り
カー ド分析に該当する時間を示 したものである。本実践で行つた6時間の授業
のうち、研究仮説 I(創作活動)について、関連のある第 3・4・5時の記述
内容から分析する。研究仮説Ⅱ (地域教材)について、関連のある第 1時02
時の記述内容から分析する。なお、第6時の振 り返 りについては、単元の最後
の時間だつたこともあり(単元を通 した感想を述べたものや、古典全体への親
しみの気持ちを述べたものが多く、研究仮説について述べた記述が少なかつた。
そこで、同じ時間に、学習のまとめとして行つた「芭蕉への手紙」を、組み込
みながら分析 していく。
(1)振り返 リカー ド分析の観点
研究仮説 Iは、創作活動に関する内容であり、作者に共感的な気持ちを持つ
ことができたかを、表 2-10の観点で分析する。振 り返 リカー ドの記述の中から、
「共感的な気持ちを十分に持つことができているもの」「共感的な気持ちを持つ
ことができているもの」を抽出した。
表2-9 振り返リカー ド分析に該当する時間
第1時
芭蕉について知る
第2時
帥 とけ り柳 る
第3時
「島田の布動 を読む
第4時
選択した俳句を読む
第5時
芭蕉の日記を書 く
第6時曖助輸
帥 轄
研究仮説 I ○ ○ ○ O
研究仮説Ⅱ O ○ O
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表2-10 共感的な気持ちを分析 した観点
段 階 抽出 した観点
A
共感的な気持 ちを十分
に持つ ことができてい
る
。創作したことと関連付けて芭蕉の心情を想像している
。時代を越えて共通する思いに関して書いている。
B 共感的な気持ちを持つことができている 芭蕉
の心情を想像 して書いている。
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研究仮説Ⅱは、地域教材に関する内容であり、地域教材を扱 うことで作者や
作品に身近な気持ちを持つことができたかを、表 2-11の観点で分析する。振 り
返リカー ドの中から、「十分に身近に感 じているもの」「身近に感 じているもの」
を抽出した。
(2)研究仮説 Iの分析
表及びグラフの用語については、次のとお りとする。
A:共感的な気持ちを十分に持つている。
B:共感的な気持ちを持つている。
合計 :「共感的な気持ちを持つている群」 としてAとBを合計 したもの。
記述がない:共感的な内容を記述していない。
①全体の傾向
表2-12から、次の3点の結果を読みとることができる。
i Aの数値について、第3時と第4時を比較すると、0人と2人であり、低い数値のまま
変化が見られない。
五 Aの数値について、第4時と第5時を比較すると、2人から27人に、大幅に増加 して
いる。肯定的評価 (A+B)も、20人から41人へ、約 2倍に増加 している。
面 記述なしの数値は、第4時と第5時では、38人から17人へ半減 している。
結果 iと結果 五と結果面から、第5時の日記を創作する時間に、共感的な気
持ちを持つ児童が大幅に増加 したことがわかる。第4時と第5時では、それぞ
表2-11 身近さを分析した観点
段 階 抽出 した観点
A 作者や作品を十分に身
近に感 じている
・地域についての記述があり、肯定的に捉えている。
。地域に対 して、新たな気付きがある。
B 作者や作品を身近に感
じている
。地域についての記述があ り、自分の思いが述べられている。
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れの児童が、同一の俳句を学習 している。それにも関わらず、第5時のA評価
は、第4時と比べて大幅に増えた。これは、日記の創作によつて、共感的な気
持ちを持つことができるようになったことがわかる。全体的な傾向から見ると、
創作活動が有効であつたといえる。
表2-12 共感的な気持ちに関する記述分析
第3時
「島田の時雨」を読む
第4時
選択した俳句を読む
第5時
芭蕉の日記を書く
第6時(まとめの手紙)
芭蕉への手紙を書く
A
0人 覇t'性 2耐A 25人
0%
?
41770 43%
B
33人 18人 14人 19人
57% 31% 24% 330/0
肯定的評価
(A+3)
33人 2げ人■1種 411人 44人
57% 31粥 2196 76%
記述がない
25ノ、 38人 17ノゝ 14人
43% 66% 29% 24%
100%
90%
80%
70%
60%
50%
40%
30%
20%
10%
0% グ パ〆 /ど どが イ
い記述がない嵌ψ B雉― 合計 ― A
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図2-15 共感的な気持ちに関する記述の推移
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②児童の記述例
振り返リカー ドの記述内容について、「共感的な気持ちを十分に持つている」
に該当する例を2人示す。なお、児童の振り返り記述の下線部は、次のとおり
とする。
二重線  A(十分に身近に感じている)に該当する記述
―重線  B(身近に感じている)に該当する記述
S児(歩18)は、第3時では「すごい」とい う思いにとどまつていた。それ
が、第5時で日記を創作した後は、芭蕉になりきつて書くことで、「どんどん自
然に芭蕉の世界に入 り込むことができた」と感 じている。さらに、第6時では、
「芭蕉さんが見ていた大井り||が、ぼくの目に浮かんでくるようになる」と実感
を述べている。芭蕉の日記を書く、芭蕉への手紙を書くとい う2つの創作活動
を通して、芭蕉を追体験 していることがわかる。
S児(2-18)の記述
芭蕉への手紙 (一部)
芭蕉さんが書いた俳句の
中に、ぼくがピーン !とく
るようなタト句があつたか
らです。それは、五月雨の
空吹き落とせ大井川」とい
う俳句です。読んでいてリ
ズムが良くなるし、芭蕉さ
んが見ていた大井川が、ぼュニ自列に想像して考える
のが、もいと好きになつて
芭蕉は、佗しい気持ちにな
つても、宿を探し続けてい
たので、すごいと思つた。_
旅は佗しいものなのに、何
のは、す ごい こ
自分で俳句の情景を読み
とるのが好きになつた。班
の人の考えを開くことが
できたし、交流も深まった
ので、よかつたと思つた。
芭蕉がどんな事を見てい
たり、感 じたりしていたの
かが、班の人との交流で、
よりわかつてよかつた。
追体験することがで
きている。
芭蕉になりきること
で、共感的な思いを持
つことができたとい
える。
「すごい」という思い
にとどまっている。
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0児(卜6)の記述
芭蕉への手紙 (一部)
倫llMについ榔 なじ芭蕉の俳句を選び日記を
書く時に、言い方とかを自
分とちがうように書くと、
班の人の日記は 感情がす
ごく出てていいなヽ 思つ
芭蕉の旅に、時雨が降つて
きて、芭蕉の寒さと佗び し
さの気持ちが、よくわかつ
た。芭蕉の佗びしさからの
気持ちの変化が、今の時点
でも少し伝わつてきた。芭
芭蕉の俳句について自分
いたのかな と思 っ
班のみんなと話し合うと、
別の意見も出てくるので、
いろんな考えがわ/Jlつて、
自分の選んだ俳句口つい
て深くわかることができ
たと思つた。
追体験をすることに
より、芭蕉の心情を想
像できたといえる。
自分と比較しながら、
芭蕉の思いを想像 し
ている。
日記を書く前の段階
であるが、共感的な思
いを持つことができ
ている。
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0児(2-6)は、第3時では、内容的に十分共感しているとはいえないが、自
分と比較しながら芭蕉の思いを想像しようとしている。第4時の段階では、既
に「自分の考えを書くと、芭蕉も自分の考えと同じことを考えていたのかなと
思つた」と感じ、共感的な思いを持つことができていることがわかる。そして、
第5時では、実際に芭蕉の日記を書くことで、「芭蕉になつて書いているように
思えて」と感じ、追体験をしながら共感的な思いを持つたことがわかる。
③まとめ
全体的な傾向としては、日記を創作した第5時は、Aの数値が第4時の2人
から27人に大幅に増加しており、芭蕉に対して共感的な気持ちを持ちながら創
作していたといえる。また、児童の記述を見ると、日記を創作したことで芭蕉
の気持ちを想像できたと感じており、創作活動が有効だつたことを示している。
研究仮説 Iが支持されたと考えてよいだろう。
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(3)研究仮説Iの分析
①第 1時以前の児童の実態
地域に伝わる古典について、児童がどれ
くらい知っているかという実態を把握する
ため、事前調査で、地域に伝わる古典につ
いて知つているか尋ねた。図2-16は、その
結果である。「そ う思 う」と回答 した児童が
0人(0%)、「どちらかとい うとあてはま
る」と回答 した児童が5人(8%)であつ
た。第1時以前は、児童は、地域に伝わる
古典についてはほとんど知 らない実態が明
らかとなつた。
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1100%
90%
80%
70%
60%
50%
40%
30%
20%
10%
0%
図 2-16 地域の古典作品に関する第1時以
前の児童の実態
??
②全体の傾向
表及びグラフの用語については、次のとおりとする。
A:十分に身近に感 じている。
B:身近に感 じている。
合計 :「身近さを感 じている群」としてAとBを合計したもの。
記述がない :身近さを表す内容を記述していない。
表2-13から、次の3点の結果を読みとることができる。
肯定的評価の数値は、第1時26人、第2時33人、第3時36人と順に増加 している。
Aの数値は、第1時は8人、第2時では7人であり、低い数値のまま変化は見られない。
Aの数値は、第6時は、24人であり、第2時と比較して、3倍以上増加している。
??
?
?
??
?
?
??
結果 iから、学習が進むにつれて、身近さを感 じている児童が増加 している
ことがわかる。第 1時以前には、地域に伝わる古典作品についてほとんど知ら
なかつた実態を合わせて考えると、大きな増加である。
しかし、結果 五と結果五から、第 1時と第2時では、十分に身近に感 じるに
は至っておらず、第6時の段階で、十分に身近に感 じることができたことがわ
かる。第6時は、学習のまとめとして、芭蕉への手紙を書く時間である。芭蕉
への手紙を書くとい う学習活動自体に、身近さを感 じさせる効果があつたと思
われる。
以上のことをまとめると、地域教材を活用することで、作者や作品に対 して
身近な気持ちを持たせることができた。ただし、地域教材を扱 うだけでは十分
49
第2章 実践授業 I
ではなく、どのような学習活動 と組み合わせ、何を考えさせるのかが重要であ
る。
表2-13 身近さに関する記述分析
第 1時
芭蕉について知る
第2時
島田と芭蕉の関わりを知る
第 6日寺 (まとめの手紙)
芭蕉への手紙を書く
A
8ノ、 7ノ、 24人
14% 12% 41°/0
B
18人 26人 12人
31% 46% 21°/0
肯定的評価
(A+B)
26人 33人 36人
45% 58% 62%
記述がない
32人 24人 22人
55% 42% 380/0
饗 合計 ― A ― B ― 記述がない
図 2…17 身近な気持ちに関する記述の推移
③児童の記述例
振り返リカードの記述内容について、地域教材によつて身近さ
ているに該当する例を2人、地域の文化的価値の再発見をした例
なお、児童の振り返り記述の下線部は、次のとおりとする。
を十分に感じ
を2人示す。
二重線  A(十分に身近に感じている)に該当する記述
一重線  B(身近に感じている)に該当する記述
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[地域教材によつて身近に感 じた例]
H児(2-21)は、第2時で、「静岡銀行のところに、芭蕉がとまつて、本通 り
を歩いてきたなんてすごい」と思い、「会つたこともないし、見たこともないけ
ど、身近に感 じられるようになりました」と記述 している。地域とのつなが り
が、身近さを感 じさせたといえる。第6時では、芭蕉 と地域のつなが りをうれ
しいと感 じ、肯定的に捉えている。身近さの度合いが深まつていることがわか
る。
H児(歩21)の記述
芭蕉への手紙 (一部 )
静岡銀行のところに、芭蕉がとまっ
て、本通りを歩いてきたなんてすご
いと思いました。芭蕉は、会つたこ
ともない し、見たこともないけど、
芭蕉さんが、本通 りを歩いて島田に
泊まったことがあるなんて考えても
芭蕉が五回も旅をしていることを初
めて知りました。今は二時間くらい
で行けるところを十五日間をかけて
歩いて行つたのがとても大変そ う
で、私にはできないなと思いました。
島田に三回も来たことを知つたら、
芭蕉のことを調べてみたくなりまし
芭蕉と島田のつながり
を肯定的に捉えている。
島田に来たことを知って、
作者に対 して関心を持ち
始めている。
芭蕉と地域のつながりを
実感できて、十分な身近さ
を感 じている。
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[地域教材によつて身近に感 じた例]
0児(2-7)は、第1時で身近さを感じ始めている。その気持ちは、芭蕉句碑
探検と第2時の授業によつて、「何かすつごくうれしかつた」という肯定的な気
持ちに変化している。第6時では、芭蕉にゆかりのある場所が、「私が住んでい
る所で、家も近い」と知つたことで、身近さを感じたと、関連付けている。
O児(2-7)は句碑探検を丁寧に取り組んでおり、すべての句碑を回り、家族
に芭蕉と島田の関わりについて教えてもらうていた。こうした取り組みが、身
近さを感じることにつながつていることがうかがえる。
O児(2‐7)の記述
芭蕉への手紙 (一部)
くひを調べていくうちに、つかもと
じょしゅうさんという方の家のあっ
たところに行きました。見ると、あ
なたとじょしゅうさんが作つたれん
くがあつて、そこではじめて、あな
たとじょしゆうさんは知り合いで、
芭蕉さんはじょしゅうさんの家にと
まったということがわかつてビック
りしました。
い る所 で、家 1、近い
芭蕉さんが私の住んでいる本通り
の、元つかもとじよしゆうさんの所
こ″吏っていた ″脅い
いっ しょに作 ってし
つてみたからたです…。
松尾芭蕉さんは、こんなに旅をして、
楽しかつたのかと思いました。私だ
ったら十五日間ぐらいかけて歩いて
いくなんて、ぜつたいにむ りです !
芭蕉さんは、勇気あるなあつて思い
ました。あと、島田に3回きて
句碑探検
第2時の授業
芭蕉と地域の関わりを肯
定的に捉えている。十分に
身近に感 じているといえ
る。
芭蕉と島田の関わりを知
り、芭蕉に対しての身近な
気持ちを感 じ始めている。
自分の住んでいる市で
あり家の近くであるこ
とから、芭蕉に対しての
身近な気持ちを感じて
いる。
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[地域教材によつて地域の文化的価値を再発見し、誇 りを持つことができた例]
T児(1-17)は、第 1時では、「いろいろ知 りたい」とい う段階にとどまつて
おり、身近さは感 じていない。その気持ちは、芭蕉句碑探検と第2時の授業に
よって、「東海道を通つて芭蕉が旅をしたと知ると、芭蕉に親近感がわく」とい
う気持ちに変わつた。地域 との関わりを知つたことで、芭蕉に対 しての認識が
変化 したことがわかる。
さらに、第6時では、「小さなことでも感動できるように、気持ちを集中して、
歩いてみよう」と、普段感 じていない島田のよさを感 じたいと思 うようになつ
た。地域の価値に気付 く目を持ちたいと思い始めている。
T児(1-17)の記述
第1時 第2時 芭蕉への手紙 (一部)
芭蕉について何も知らなかつたけ
ど、下級武士の家で生まれたことや
五回も歩いて旅をしたこと、島田に
も三回も来て、たくさん傷卜句を残し
ていることがわかりました。昔の旅
と今の旅のちがいがわかつたし、草
軽のこともよくわかりました。芭蕉
の俳句をいろいろ知りたいと思いま
した。  |
塚本如舟の家に芭蕉はとまつていた
ことがわかつた。如舟が作つたリト句
に跡から「七七」をつけて短歌にし
たことがわかつた。東海道を通つて
芭蕉さんはこの島田に来て、俳句を
たくさん残 したけれど、芭蕉さんに
は、私が感じられない感動まで感じ
ることができるから、こんなにたく
さんのリト句を残すことができたんだ
ル黒いま lンた^声蕉 さんの俳句を読
いるけど、300年ぐらい んで、小さなことでも感動できと主
S立ってい るこ
かった。 T■黒し:ゝ^
第6時の振 り返 りでも、
「芭蕉のことを調べてい
くうちに、島田のことも
よくわかつてきました」
と記述している。自分の
地域の中の小さなことで
も感動できるような思い
を持ちたいと感じてい
る。
芭蕉についていろいろ
知りたいという段階に
とどまつている。作者
に対しての身近さは感
じられない。
東海道を通つて旅をし
ていたことを知つたこ
とから、作者に対しての
親近感を感じている。
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[地域教材によつて地域の文化的価値を再発見し、誇 りを持つことができた例]
N児(1-29)は、第 1時では芭蕉に距離感を感 じている。 しかし、第2時で
お茶という視点から、昔と今の島田の共通点を見出そ うとした。そして、第 6
時では、お茶 とい う共通点がきっかけとなり、島田も俳句も好きだという気持
ちを持つことができた。
N児(1-29)は、5月下旬に、同じ市内の学校から転校 してきた。転校前の
学校は、現在の学校よりもお茶の生産が盛んな地域にある。お茶に対する意識
が高かつたため、共通点を見出しやすく、肯定的な気持ちにつながつていつた
と思われる。
④まとめ
全体的な傾向としては、学習が進むにつれ肯定的評価の数値が増加しており、
第6時ではAの数値も大きく増加している。また、児童の記述を見ると、芭蕉
を身近に感じたり、地域に誇りを持つたりしており、地域教材が有効だつたこ
とを示している。研究仮説Ⅱが支持されたと考えてよいだろう。
N児(1-29)の記述
芭蕉への手紙 (一部 )
芭蕉のことはなにもわからなかった
けど、今日勉強 して俳句で有名のこ
とや5回の旅をして島田に三回来
て、 4日泊まったことがわかりまし
た。俳句のためにたくさん遠いとこ
ろを旅するのは、ぼくはできないと
思いました。
今 日、勉強 して芭蕉は俳句の中にお
茶 という言葉を入れていたから昔も
島田市ではお茶がゆう名だったか気
になりました。芭蕉のことをもつと
知リハい と思いました。
島田でつくつた俳句に、「お茶」とい
う言葉を入れていましたよね。三百
年たつた今でも、島田はお茶の産地
です。そ して、ぼくの一番好きな俳
句がこれです。「駿河路や花橘も茶の
なったし、俳句 1、すきになりました
芭蕉のことがわかりつつ
も、「ぼくはできない」と距
離感を感じている。
お茶 とい う視点から、昔
と今の共通点を見出そ う
としている。
お茶 とい う共通点を見出し
ている。その共通点がきつ
かけとなり、「島田もすきに
なつたし、俳句もすきにな
りま した」 とい う思いにつ
ながつている。
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第3項 作品「芭蕉の日記」
児童の作品を分析する目的は、研究仮説に基づく観点を設定し、その観点に
照らし合わせて分析することにより、仮説が支持されるかについての検証を試
みるものである。研究仮説 Iについて、創作活動を行 うことにより、作者を追
体験 し、共感的な思いを持つことができているかを分析する。
(1)評価方法
共感的な思いを持つとは、心情的に作者に近い状態にあることである。 した
がって、芭蕉の心情を想像できるかどうかが、共感的な思いを持つことの大前
提である。また、心情を考えるには、作者の人物像、見ている情景などを具体
的に想像 しなければならない。そこで、共感的な思いを持つことができるかど
うかを、表 2-14に示 した項 目で評価する。
表の中の「共感的な思いを十分に持つことができている」については、芭蕉
の心情が書かれていることを必須として、①と②のどちらかができているもの
とする。なお、②の「場面の臨場感を持たせながら、人物や情景について書い
ている」について、臨場感を持つているかどうかを、次の頁の表2-15に示した
項目で評価する。
表2-14 共感的な思いについての評価の観点
A 共感的な気持ちを十分に持つことができている
現代語訳をふまえ、俳句の場面を中心に、芭蕉の心情を想像しながら書いている。
①情景描写と心情描写を重ね合わせ、芭蕉の気持ちを想像している。
②場面の臨場感を持たせながら、人物や情景について書いている。
B 共感的な気持ちを持つことができている 現代語訳をおおむねふまえ、芭蕉
の心情を想像しながら書いている。
C 共感的な気持ちを持つことができていない 状況や情景を描写しながら、芭蕉
の心情を想像して書くことができない。
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表2-15 臨場感についての評価の観点
[人物について]
・芭蕉が五感で感 じていることを記述 しているか。
。会話文・心内語を記述 しているか。
・芭蕉の行動を想像 しながら、具体的に記述 しているか。
・芭蕉について知っている知識を活用 しているか。
〔場面について]
・俳句を詠む場面について、具体的に状況を設定しているか。
・情景を具体的に記述しているか。
[表現について]
。上記の内容を活用するため、表現技法を使用しているか。
(2)全体の傾向
研究仮説 Iについて、第5時で創作 した芭蕉の日記を、観点をもとに類型化
し、作者への共感の度合いを分析 した。分析対象は、6年生児童 58人分である。
分析結果を表 2-16に示す。なお、58人全員の記述内容の分析は、巻末資料に
掲載する。
「共感的な思いを十分に持つことができている」は①群である。「共感的な思
いを持つことができている」は②③④群である。「共感的な思いを持つことがで
表2-16 共感的な思いに関する分析結果
評価 群 人数 割合
A 共感的な思いを十分に持つことができている ①
俳句の場面の状況や心情を具体的に想像し、芭蕉の
心情を十分に表現できている 20 34%
B 共感的な思いを持つ ことができている
②
俳句の場面の状況や情景や心情を想像 し、芭蕉の心
情を表現 している 24 41%
③
芭蕉の心情は想像できているが、俳句の場面以外が
中心になつている 8 7%
④
芭蕉の心情は想像できているが、情景が書かれてし
ない 1 2%
C 共感的な思いを持つ ことができていない
?
?
?
課題がつかめていなし 1
2
2%
3%読み取 りの不足
⑦ 視点を換えて文章を書くことができなし 2 3%
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きていない」は⑤⑥⑦群である。以下、それぞれ、A評価、B評価、C評価と
示す。
A評価は34%であつた。①群は、五感表現を用い、芭蕉の周りの情景や心情
を具体的に表現できていた。また、視覚以外の五感表現を積極的に使い、情景
や心情に臨場感を持たせていたことも特徴的である。
B評価は57%であり、おおむね共感できていたと考えられる。②群は、①群
ほど臨場感はないが、芭蕉の心情や周りの情景を想像しながら表現できていた。
③群と④群は、芭蕉の心情は想像できていた。ただし、芭蕉が俳句で詠んだ場
面以外の想像が多かつたり(③群)、会話文や文末表現を工夫して芭蕉になりき
ろうとしていたが、情景が書かれていなかつたり (④群)していた。B評価児
童に対する指導の改善点としては、五感表現を積極的に使用したり、比喩や擬
態語などの技法を使ったりして、情景や心情の描写に臨場感を持たせる指導が
必要である。
C評価は8%であつた。⑤群、⑥群、⑦群とも、芭蕉の心情が書かれておら
ず、共感的な思いを持つことはできていない。⑤群のように課題をきちんとつ
かむことができていなかつたり、⑥群のように芭蕉の俳句の内容を読みとるこ
とができていなかつたりしたことが原因であつた。個別指導への手立てだけで
なく、全体への指導をわかりやすくしていくことが必要であろう。⑦群のよう
に、書くこと自体に苦手意識を持っている児童に対しては、変身作文やうそ日
記などの実践で、書くことへの抵抗感を小さくしていくことが必要である。
全体を通してみると、A評価とB評価を合計すると53人(91%)であり、C
評価の5人(8%)を大きく上回つていた。これは、ほとんどの児童が、芭蕉
の立場になつて日記を創作することで、芭蕉への共感的な思いを持つことがで
きたということである。
(3)児童の創作した作品例
次に、A評価、B評価、C評価それぞれの評価の中から、特徴的な記述例と
分析結果を示す。
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A評価 [情景描写と心情描写を重ね合わせている例]
K児(1-7)は、情景描写を通して、心情を表現している。どんよりした天候
と芭蕉の佗しさを重ね合わせ、川止めのため、なかなか大井川をわたることが
できずに焦つている芭蕉の気持ちを十分に表現できている。(傍線部__)
情景については、視覚以外の五感表現を多く用いている。音や皮膚感覚など
の表現を使うことで、芭蕉の見ていた情景を具体的に想像していることがわか
る。(傍線部  )
状況については、具体的な場面を設定し、話を展開させている。芭蕉の置か
れていた状況や見ていた情景を具体的に想像している。(傍線部_……)
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A評価 [交流によつて情景のイメージが膨らんだ例]
S児(1-10)の作品
S児(1-10)は、K児(1-6)の発言を聞いて、考えが深まり、自身の創作に
生かした例である。当初、S児(1-10)は、この俳句は、新茶の香る茶畑の場
面だと考えていたが、K児(1-6)の「現代語訳には、『新茶の香り』となつて
いるが、茶畑では新茶の香りはしないと思う。茶畑からの香りではなくて、茶
揉みをしている香りだと思う。茶揉みをしたときの方がお茶の香りが強くなる」
という発言により、茶揉みをしている場面だと考えるようになつた。K児(1-6)
の発言で、芭蕉が見ていた情景を具体的に想像することができ、考えが深まつ
たことがわかる。作品では、茶店で休憩する設定にして、「夏の香りのする風」
と「お茶の香り」の2つの香りがあると、新たな想像をしている。
情景については、色彩表現を効果的に使つており、実際に見ているような感
じを持たせている。(傍線部   )
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「お茶や」で飲んだ新茶の香 り
という設定にした。お茶や」で
休憩するように話を展開 (傍線
部  )している。
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B評価 [個別指導の手立てによリイメージが膨らんだ例]
S児(1-15)の作品
●|■■1部分は、個別用ワークシ
ー トに予め記述 してある書き
出しとほぼ同じである。
S児(1-15)は、選択 した俳句を読みとることが困難であつた。現代語訳を
もとに前時 (第4時)に読みとつた内容は、濁流について、「あまりの大雨で大
井川がだくりゅうにな り川をわたれなくて困つたと思 う」とい う内容一つだけ
であり、交流の時間もイメージを膨 らませることができなかつた。第5時に実
際に日記を書き始めても、最初はほとんど進まなかつた。そこで、個別指導用
の「冒頭部だけ書いてあるワークシー ト」と「大井川の濁流の写真」を渡 し、
それをもとに読みとるようにした。濁流の写真を見てイメージを膨 らめ、冒頭
部のみ書いてあるワークシー トを手がかりに、創作 していつた。そして、「まる
で水の化け物のように」とい う比喩表現を使って、濁流について表現 した。
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大井りllの濁流の写真を見て、イメージを膨 らま
せた箇所。情景描写が具体的であ り、比喩表現
も効果的に使われている。写真を手がか りにし
て、イメージが膨 らんだことがわかる。 (傍線
部__)
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B評価 E備劇苛謎掘像している力ヽ 俳鶴麺じ叫が中NこなつているJl」
Ytt α 28yの作品
Y児(1-28)の作品は、状況がはつきりと設定されてお り、芭蕉がどんな行
動をとつたのかがが具体的に表現されている。「俳句を書くため歩いている」と
い う旅の目的も、Y児(1-28)が想像 して書いたものである。授業では旅の日
的は扱っていないので、前時までの授業からY児(1-28)力想｀像 した内容であ
る。芭蕉の人物像を具体的に想像 していることがわかる。 (壼線部_)
しかし、俳句場面では、現代語訳とほとんど同じ内容で、想像している部分
がない。冒頭部分は、状況や芭蕉の行動を具体的に描写しているが、俳句場面
は、あまり想像できていない。
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(波線部  )部分は、Y児が想
像した部分である。
1彗:1催部分は、現代語訳 とほとん
ど同じである。Y児が想像 した部
分がない。
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C評価 [視点を変えて文章を書く
S児(2-17)の作品
ことができない例]
S児(2-17)は、文章を書くことが苦手である。普段から、文章を書くこと
に抵抗があり、文章量も極端に少ない。芭蕉の日記は、現代語訳をそのまま写
した場合よりも内容も量も少ない。 しかし、同じ創作であるが、芭蕉への手紙
は、説明も心情も書いている。 自分の視点からは考えることができているが、
芭蕉の視点からは考えることができていないことがわかる。
「なりきり作文」や 「うそ 日記」など想像 しながら作文を書く実践がある。
S児(2-17)の場合、事前に、視点を換えて書くとい う体験を行つておくこと
で、抵抗感が小さくなることが考えられる。
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現代語訳よりも文章量が短く、現代語訳
に書かれている要素も欠けている。「・…
…のう」と文末表現を工夫することで、
芭蕉になりきろうとしているものの、情
景や心情を想像できていない。
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相手 (芭蕉)を意識して手紙を書
いている。説明と心情を両方書い
ている。自分と比較することで、
芭蕉の心情を想像している。日記
と比較 して、文章量も多い。
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(4)まとめ
以上のことから、全体的な傾向としては、「共感的な思いを十分に持つことが
できている」「共感的な思いを持つことができている」が合わせて、53人(58
人中)であり、芭蕉に対して共感的な気持ちを持ちながら創作 していたといえ
る。児童の作品例を見ると、現代語訳には書かれていない情景や心情を想像 し
ながら、芭蕉の気持ちに共感 していた。この結果は、創作活動が有効だつたこ
とを示 してお り、研究仮説 Iが支持されたと考えてよいだろう。
63
第2章 実践授業 I
第5節 実践授業 Iの成果 と課題
第1項 仮説 1について
(1)分析結果のまとめ
分析結果を整理し、研究仮説が成り立つかどうかを検証する。
研究仮説 I
古典作品を題材に創作する活動を取り入れた単元を構成することにより、作者を追体験
することができ、作者に共感的な気持ちを持つことができるだろう。
1.質問紙調査
「4.私は、古典を学習することで、昔の人のものの見方や考え方を想像す
ることができる。」とい う設間に対して、変容が見られた。昔の人の見方や考え
方を想像できるようになつたと感 じていることがわかる。
2.振り返 リカー ド
日記の創作を行つた第5時で、作者に共感的な気持ちを持つている記述が大
幅に増加 した。児童の記述内容には、日記を書くことで、芭蕉に共感できたと
いう記述が見られた。このことから、芭蕉の日記を創作することで共感的な気
持ちを持つようになつたことがわかる。
3.作品 「芭蕉の 日記」
53人(58人中)が、共感的な思いを持ちながら創作 していた。多くの児童は、
現代語訳に書かれていない情景や心情を想像 していた。このことから、作者に
共感的な気持ちを持ちながら創作していたことがわかる。
以上の結果から、研究仮説 Iは支持されたと考える。
(2)成果と課題
(成果)
○芭蕉の日記を創作することを楽 しんでお り、抵抗感を持つことなく学習に取
り組むことができた。
○創作活動を取 り入れることで、作者になりきつて、見ていた情景や心情を想
像することができた。
○情景や心情を表現する時に、臨場感を持たせるため、表現技法を効果的に使
うこともできるようになつてきた。
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(課題)
▲共感的な気持ちを十分に持つことができていた児童は20人(58人中)であ
り、決して多くない。作品の情景や心情に臨場感を持たせるための指導をす
る必要がある。
▲「芭蕉への手紙」は、学習者の視点を持たせながら書くとい う意味において
は必要であるが、相手からの反応がないため、一方通行になってしまつた記
述が見られた。作者の視点と学習者の視点の両方から見るような創作活動の
開発も必要である。
第2項 仮説 Ⅱについて
(1)分析結果のまとめ
分析結果を整理 し、研究仮説が成 り立つかどうかを検証する。
研究仮説Ⅱ
地域に関係のある古典作品を教材として取り入れた単元を構成することにより、学習者
が作品を身近に感じることができ、さらに地域の文化に誇りを持つことができるだろう。
1.質問紙調査
「5。私は、古典を学習することで、古典作品を身近に感 じることができる。」
「6。 私は、地域に伝わる古典について知つている。」とい う設間に対 して、変
容が見られた。学習者は、古典作品を身近に感 じていることと、地域の古典に
ついての新 しい知識を得たと感 じていることがわかる。
2.振り返 リカー ド
学習が進むにつれて、芭蕉を身近に感 じる肯定的評価の数値が増加 してお り、
第6時ではAの数値が大きく増加 している。記述内容からは、地域の文化的価
値を再発見 したとい う記述も見られた。このことから、地域教材を活用するこ
とで、作品に対 して身近な気持ちを持ち、地域に誇 りを持つことにつながつた
ことがわかる。
以上の結果から、研究仮説Ⅱは支持されたと考える。
(2)成果と課題
(成果〉
○地域に関する教材を学習することを楽しんでお り、抵抗感を持つことなく学
習に取 り組むことができた。
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○地域に関する教材を学習することで、作者や作品に身近な気持ちを感 じるこ
とができた。
○地域に関する教材を学習することで、地域の文化的価値を再発見したり、地
域に誇 りを持つた りすることができた。
(課題〉
▲単に地域教材を扱 うだけでなく、どんな学習活動と組み合わせ、何を考えさ
せるのかを、検討する必要がある。
▲地域を広 く捉えさせ、市や県という広い地域を身近に感 じ、文化的価値を再
発見させるためにも、学区以外の地域の教材化の可能性を探る必要がある。
第3項 実践授業Ⅱに向けての改善点
以上、実践授業 Iの成果と課題を受け、実践授業Ⅱでは、次の3点を改善
の手立てとする。
・臨場感を持たせるためにはどうしたらよいのかについて、その要素を明らか
にし、単元の中で指導 していく。
・学習者の視点と作者の視点を往復 しながら創作するような方法を考える。
・より広い地域を身近に感 じさせるため、学区以外の地域に伝わる古典の教材
化を検討する。
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第3章 実践授業 Ⅱ
第 1節 授業計画
第1項 対象と実施時期
小学校第6学年2学級 (58名)において、「初めて富士山を見た日」の単元
を実践した。教材は、「万葉集」から富士山に関する歌を新たに開発して使用し
た。具体的には、山部赤人と高橋虫麻呂の長歌と反歌である。本授業実践は、
教育実践改善実習として、平成24年10月上旬から10月下旬にかけて、静岡県
内の公立小学校で行つたものである。
第2項 教材について
(1)富士山に関する文学作品
富士山は、昔から多くの文学作品に取り上げられてきた。日本最古の和歌集
「万葉集」の中にも、富士山を題材にした歌はH首ある。平安時代、鎌倉時代
には、物語や旅日記など幅広いジャンルに広がっていく。近代以降も多くの作
家が作品に取り上げており、富士山は現代に至るまで、人々の心を惹きつけて
きた題材である。
古典の中の富士山は、その高さに対する驚きが書かれていることが多い。し
かし、単なる高さだけにとどまらず、「神聖な山」「時知らぬ山」「燃える山」と
いう3つのイメージで書かれている。例えば、「伊勢物語」に「時知らぬ山は富
士の嶺いつとてか鹿の子まだらに雪のふるらむ」という歌がある。この歌を受
けて、後の時代にも「時知らぬ山」という言葉を使うようになつていつた。ま
た、噴火している富士山を、燃える山として詠んだ歌も多い。後の時代になる
と、実際に噴火を見ていなくても、恋の燃える思いを表現する時にも使われる
ようになつた。
以上のように、和歌の本歌取りの手法のようにして、前の時代の作品の影響
を受けつつ、新しい作品が作られていつたと考えられる。山部赤人は長歌の中
で、「語り継ぎ言ひ継ぎいかむ」と書いている。現代に生きる児童が、富士山を
テーマとした作品を学び、創作活動をしていく。そのことによつて、語り継ぐ
という意識を彼らに持たせ、昔から続く時間の連続性を感じさせることができ
る。地域教材として富士山の和歌はふさわしいといえる。
(2)赤人・虫麻呂の歌と富士山
「万葉集」の中で、富士山に関して詠んだ歌はH首ある。その11首のうち、
富士山の情景を直接的に詠んだ歌は、山部赤人と高橋虫麻呂の長歌と反歌であ
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る。二人の歌は、富士山の神々しさを褒め称えた歌である。それ以外の歌は、
作者不詳の恋の歌であり、巻 H、 巻 14に収められている。
山部赤人と高橋虫麻呂の生涯については、明らかではないことが多い。富士
山に関する歌も、どのような状況で詠まれた歌なのかもわかつていない。ただ
し、都まで伝わっていただろう富士山の威容を初めて見た時の感動の気持ちは
強く伝わってくる。映像がなく、間接的に見ることが不可能だつた当時、初め
て富士山を見た時の感動は、いかばかりであつたかと想像できる。
現代でも、富士山を題材 とした写真集は多く出版されている。太陽や月や雲
や湖によつて、いろいろな姿を見せることが、人々を惹きつける理由の一つで
あろう。「ダイヤモン ド富士」「赤富士」「逆さ富士」などの言葉があるのも、そ
れだけ富士山の色々な姿に親 しんでいるからだといえる。山部赤人や高橋虫麻
呂が、富士山の神々しさを褒め称えた歌を作ったのは、約 1300年前である。1300
年前も現代も、富士山に感動する気持ちは共通 している。山部赤人や高橋虫麻
呂の歌を学習することで、時代を越えた共通する思いに気付 くことができると
考えた。
(3)作成 した教材
「万葉集」の中の富士山に関する山部赤人と高橋虫麻呂の長歌と反歌を、教
材 として開発 した。実際に授業で使用 した教材を図 3-1～図3-4に示す。図 3-1
と図3-2は、山部赤人の和歌の原文と現代語訳、図 3-3と図 3-4は、高橋虫麻
呂の和歌の原文と現代語訳である。本実践は、小学校での実践であるため、原
文は音読のみに用いることとし、授業では主に現代語訳を使用 した。なお、使
用した本文は、『新編日本古典文学全集』38をもとにしている。現代語訳は、複
数の全集の現代語訳を比較し、筆者が作成した。
38『新編日本古典文学全集6 萬葉集①』 1994年 小学館
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図3-1 作成した教材 山部赤人の長歌と反歌の原文
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図3-2 作成した教材 山部赤人の長歌と反歌の現代語訳
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図3-3 作成した教材 高橋虫麻呂の長歌と反歌の原文
?
?
?
?
?
?
?
?
?
っ
?
?
（?
?
?
?
?
）
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
っ
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
っ
?
ゃ
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
っ
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
っ
?
ゃ
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
っ
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
（?
?
）
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
っ
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
□3-4 作成した教材 高橋虫麻呂の長歌と反歌の現代語訳
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(4)教材分析
山部赤人の長歌は、まず、「天地の分れ し時ゆ 神さびて高く貴き」と古代か
ら神々しい山であつたと歴史的な経緯について述べている。そして、「日」「月」
「雲」「雪」とい う4つの情景から、富士山の偉大さを表 している。その後、「語
り継ぎ言ひ継ぎいかむ 富士の高嶺は」とい う赤人の意思表示に至るとい う構
造である。4つの情景を述べた後、余計な装飾の言葉はなく、率直に思いを述
べている。それだけ、富士山の情景が感動的で、思いは 「語 り継ぎ言ひ継ぎい
かむ」に集約 されていたことを感 じさせる。
反歌については、現在、富士市にある田子の浦の位置と異なることが指摘さ
れている。このことについて、『富士山の文学』の中で、久保田淳は次のように
述べている39。
田子の浦は現在も静岡県富士市南部の地名として存在するが、赤人の時代の田子の浦は
現在のように富士川の東側ではなく、川の西側で、標高九〇メー トルの薩唾峠の麓から倉
沢 。由比・蒲原・岩淵あたりまでの海岸であつたという。それで、「田子の浦ゆうち出で
て見れば」という上句は、薩唾峠を越えて現在の西倉沢の南に出てきた時に、いきなり目
に飛び込んできた富士山の大きな山容を仰ぎ見た感動の表現だといわれる。
山の中を歩いてきて、いきなり日に飛び込んできた感動だとすると、作者の
感動の大きさが伝わつてくる。
富士山が世界文化遺産に認定され、世間からも注目されている状況もあり、
語 り継いでいこうとい う山部赤人の思いは、児童も素直に共感できるだろう。
富士山は約 1300年も昔から大切にされてきたことを児童が知ると、地域の価値
を再発見することができる。
高橋虫麻呂の歌も、富士山を褒め称えているとい う意味では、山部赤人と共
通している。 しかし、山部赤人の歌と比較すると、富士山の情景をかなり具体
的に述べているとい う点において違いが見られる。
・甲斐の国と駿河の国の真ん中に位置すると、地理的位置を述べている点
0富士山の噴火についての描写がある点
・石花の海 (現在の西湖と精進湖)と富士川について述べている点
この3点は、山部赤人の歌にはない特徴である。まるで、空中から見下ろし
ているかのような俯隊的な視点である。山部赤人の歌が、富士の高嶺を遠望し
ている視点であるのとは、大きく異なつている。また、「日本の大和の国の鎮め
39久保田淳 『富士山の文学』 2004年 文藝春秋 p.22
?
?
?
?
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ともいます神」「宝 ともなれる山」とい う高橋虫麻呂の尊崇の念が具体的に表現
されている点も特徴的である。
山部赤人の歌と高橋虫麻呂の歌を一緒に扱 うことで、ともに富士山に神聖な
気持ちを抱いていたことを理解することができる。山部赤人の 「語 り継ぎ言ひ
継ぎいかむ」の思いが、高橋虫麻呂の「大和の国の鎮め」「宝ともなれる山」に
よって具体的になり、富士山についての見方を広げることができる。両者の歌
を、地域教材 として一緒に扱 う意義があるといえる。
第3項 単元構想
(1)単元目標
・富士山に関する物語の現代語訳を読み、登場人物が初めて見た富士山の情景
や感動 した心情を考え、想像をふくらませながら、手紙を創作 しようとして
いる。(関心・意欲 0態度)
・富士山を初めて見た登場人物の感動が伝わるように、五感を意識 し情景を具
体的に描写 した り、登場人物の気持ちを想像 したりしながら書くことができ
る。 (「書くこと」 (ウ))
0「万葉集」の中の富士山に関する歌を、言葉や リズムを意識 しながら音読する
ことができる。 (「伝統的な言語文化 と国語の特質に関する事項」ア (ア))
・富士山に関する物語の現代語訳やあらす じを解説 した文章をもとに、登場人
物が旅先で初めて富士山を見て感動 した気持ちに気付 くことができる。 (「伝
統的な言語文化 と国語の特質に関する事項」ア (イ)〉
(2)単元の構想
図375のような単元を構成 し、全6時間で実践授業を行つた。単元をとお し
た課題「富士山の和歌を日記に書き換えよう」「私と作者 との対談記事を書こう」
を設定し、この課題を意識 させながら読み進めていく。
研究仮説 Iに対する手立てとして、2つの創作活動を位置づけている。作者
になりきつて日記を書く活動 (第5時)と、学習者の視点と作者の視点の両方
から架空対談記事を書く活動 (第6時)である。2つの活動を通 して、作者に
共感的な思いを持たせることを目標にしている。
研究仮説Ⅱに関連する手立てとしては、富士山の写真集を鑑賞 し、なぜ富士
山は人々を惹きつけるのか考える。今も昔も美 しいとい う心情は共通 している
ことに気付かせたい。また、実践校の位置からは、富士山を間近に見ることは
できない。その手立てとして、「富士山コーナー」などの学習環境の設定によつ
て、富士山を身近に感 じさせたい。
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※富士山の写真集の写
真を見て、美しい富
士山へのイメー ジを
持たせる。
※当時、富士山を見る
のが初めてだつたこ
とを確認する。
※書き換える作品を把
握しておく。
※毎時間授業開始時に
い をイ予う。
※日記を書くという前
提で、ワー クシート
にまとめていく。
※同じ作品を選択した
友達同士の小グルー
プを作っておく。
※個別指導のため、書
き出しが記入してあ
るワー クシー トも準
備しておく。
※友達の日記の工夫し
てあるところを、相
手のワー クシー トに
記入する。
※関係がない内容にな
らないように、儲
が書いた和歌に関す
る対談記事とする。
※時代を超えて共通す
る思いや、富士山に
対する新し・濠 を
持たせたし、
富士山のイメージを膨らませる
。富士山が人々を惹きつける理噛を考える。
・昔の人も富士山になきつけられてきたことを知る。
・単元の課題を知り、学習の見通しを浄2
万葉集の歌を現代語訳と合わせて音読する
・作品の概要を知る。
・惜輛tケる。
・書き換える歌ろ巴島
選択 した歌を読みとる
・「― の山部赤人・高橋虫麻呂の長歌と反歌を読み、
赤人や虫麻呂がどんな情景1鰤し、どんな思いを持つ
ている力動 とる。
選択 した歌を読み、日記の構想を立てる
。日記嗽 を立てる。
賜 人物が一番月郎助している版
登場人物の彊力れている状況
型易囀た元情
・小カレー プ (同じ作品同⇒ で交流する。
初めて富士山を見た 日の 日記を書 く陰u作①
・選択した作品を日記形島こ書き換える。
登場人物の人物劇こふさわしし濱葉を考えて書く
見ている情景を具内的に想像して書く
どこで何をしているのかを考えて書く
心の中で何と言つている力を想像して書く
・ガヽグ′い―プで作品を続 う。
私 と作者 との対談記事を書 く隋llfO
・作者に開いてみたいことや作者と話したいことは、どん
な内容力■える。
申 組
作者と共通している点
作者と違う点
・鍵 を書く。
ワー クシー ト
振り返り
諄
ワー クシー ト
振り返り
夕饂
ワー クシー ト
振り返り
価
ワー クシー ト
振り返り
学習について興味を持ち、学習
の見通しを持つ。(関い。意欲・
印
― lの中
の富士山の歌を、
言葉やリズムを意識しながら音
請 る。
〈臼審詢的な言語文化と国語の
畑 こ関する軸 ア (ア)〉
選択した歌を読み、作者が富士
山のどんな情景に感動したのか
読みとる。
〈「伝統的な言語文化と国語の
傾 に関する輸 ア (イ)〉
登場人物の周りの状況やさ情を
具体的に想像し、日記の構想を
立てることができる。
(「書くこと」(ウ)〉
富士山を初めて見た作者の感動
が伝わるように、五感を意識し
情景を具体的に描写したり、作
者の気持ちを想像したりしなが
ら日記を書く。
〈「書くことJ(ウ)〉
作者との対談記事を書くこと
で、今と昔の共駒員や稿し点に
気付く。
〈唯散的な言語文イヒと国語の
傾 に関する輌 ア (イ)〉
?
?
?
?
「?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
」
?
?
?
?
?
?
?
図 3…5 「初めて富士山を見た日Jの単元構想
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第2節 検証計画
以下の研究仮説が支持されるかどうか、第1項から第5項の方法によつて検
証する。
【研究仮説 I】 時間的距離を縮めるための視点
古典作品を題材に創作する活動を取り入れた単元を構成することにより、作者を追体験
することができ、作者に共感的な気持ちを持つことができるだろう。
【研究仮説Ⅱ】空間的距離を縮めるための視点
地域に関係のある古典作品を教材として取り入れた単元を構成することにより、学習者
が作品を身近に感じることができ、さらに地域に誇りを持つことができるだろう。
第 1項 質問紙調査
創作活動や地域教材を単元に取 り入れることにより、古典への親 しみがどう
変化するのかを検証するために、事前と事後で、質問紙調査を行 う。その調査
結果を 【研究仮説 I】 【研究仮説Ⅱ】の検証資料とする。以下に、質問内容と目
的の構想を示す。なお、項目1と項目2については、事後調査のみ自由記述欄
を設けた。それは、実践授業 Iの事後調査から、夏季休業日を含めて2か月し
か経過しておらず、大きな変化はないと考えたためである。
古典という言葉について「昔の人が書いた物語や短歌や俳句」と示しておく。
具体例として、5年の時に学習した「漢文」「竹取物語」「平家物語」や芭蕉の俳句などを
口頭で説明する。
1 「私は、古典の学習は楽しい」(事後調査のみ自由記述欄あり)
2 「私は、古典の学習は必要だと思う」(事後調査のみ自由記述欄あり)
3 「私は、古典を音読することは楽しい」
巨□ 仮説を検証するための質問項目ではなく、児童の状況を把握するために行 う。
4 「私は、古典を学習することで、昔の人のものの見方や感 じ方を想像することができ
る」
巨コ 創作の有効性についての検証。作者の立場で創作することを通して、作者に共感す
る気持ちを持つことができるかを検証する。 (仮説 I)
5 「私は、古典を学習することで、古典作品を身近に感 じることができる」
E□ 地域教材の有効性についての検証。地域教材を学習することで、作品を身近に感 じ
ることができるかを検証する。(仮説Ⅱ)
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6 「私は、富士山に関係のある古典作品について知つている」
巨□ 地域教材の有効性についての検証。地域教材を学習することで、地域の文化への気
づきがあるかを検証する。(仮説Ⅱ)
7 「私は、富士山のことを、誇 りに思つている」
巨□ 地域教材の有効性についての検証。地域教材を学習することで、地域の文化に誇 り
を持つことができるかを検証する。 (仮説Ⅱ)
以下事後調査追加項目
8 「私は、奈良時代の歌人の立場で日記を書くことは楽しかつた」
9 「私は、奈良時代の歌人の立場で日記を書くことで、昔の人のものの見方や感じ方を
想像することができた」
10 「私は、奈良時代の歌人と私との対談記事を書くことは楽しかつた」
11「私は、奈良時代の歌人と私との対談記事を書くことで、昔の人のものの見方や感 じ
方を想像することができた」
巨コ 書き換えの効果にういての傾向を把握するために行 う。
12 「私は、地域に関係のある富士山の和歌を学習したことは楽しかつた」
13 「私は、地域に関係のある富士山の和歌を学習したことで、古典を身近に感じた」
14 「私は、地域に関係のある富士山の和歌を学習したことで、地域の文化に興味を持つ
た」
巨□ 地域教材の効果についての傾向を把握するために行 う。
第3章 実践授業Ⅱ
この構想をもとに、調査用紙を作成した。実際に使用した事前調査用紙と事
後調査用紙は、図3-6と図3-7である。事後調査用紙は、表面と裏面がある。
なお、裏面の下半分には、自由記述欄を設け、単元を通して考えたことを記
述するようにした。書式は、第5項(80頁)に掲載する。
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プレ・アンケート
6年 組 ( ) 氏洛 (               )
このアンケートは みなさんの成績や評
“
には一切関係ありませ私
質問を読ん0今の自分に一番近いと思うものにOをつけましょう。
また、自分めそ う考えた理由をくわしく書きましょう。
このアンケートにある「古奥Jとは 「道
`人
が塾 た｀‥ 」のことt
第3章 実践授業Ⅱ
図3-6 質問紙調査 (事前)
ポス ト・アンケー ト
6年  組 (  )  氏名 (
このアンケー トは、みなさんの成績や評■には一切関係ありませスぉ
質問を調んで、今の自分に一番近いと思うもの■Эをつけましょう。
また、最後の自由記述|ム なるべく詳しく書きましょう。
このアンケー トにある「古典Jとは、噴
“
込 力塾 壼 物語や短歌劇ン●」のことt
→裏面に進みます
図3-7 質問紙調査 (事後)
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第2項 振り返リカー ド
各授業の最後5分間を使って、「今日の授業で考えたこと」について、授業の
振り返りを行う。その目的は、研究仮説を反映した記述に注目することにより、
研究仮説が支持されるか検証を試みるものである。
児童の記述のうち、暖J作したことと関連付けて作者の心情を想像している」
「時代を越えて共通する感情に気付いている」と判断できる回答を、共感しな
がら書いているものとする。「富士山についての記述があり、肯定的に捉えてい
る」「富士山に対して、新たな認識を持つている」と判断できる回答を、身近さ
を感じているものとする。これらを、【研究仮説 I】 【研究仮説Ⅱ】の検証資料
とする。
なお、実際に使用した振り返リカードを図3-8に示す。表裏で印刷し、1枚
で、6時間分の振り返りをすべて収めるようにした。
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図3-8 振り返リカー ド
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第3章 実践授業Ⅱ
第3項 作品「歌人の日記」
奈良時代の歌人の立場に立って、長歌と反歌をもとに、日記を創作する活動
を行う。ここでは、作者に共感しながら書くことができているかどうかを見る。
これを、【研究仮説 I】 の検証資料とする。図3-9と図3-10は、日記創作の時
間に使用した手引きと用紙である。
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図3-9 第5時 日記を書くための手引き
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図3-10 第5時 日記を書くための用紙
第3章 実践授業Ⅱ
第4項 作品「歌人との対談」
学習者と作者の架空対談記事を書く活動を行う。対談記事を作成するには、
学習者の視点と作者の視点が両方必要である。ここでは、作品を身近に感じて
いる内容を書いているか、地域の文化的価値に気付いているかを見る。これを
【研究仮説Ⅱ】の検証資料とする。図3-11と図3-12は、架空対談記事創作の
時間に使用した手引きと用紙である。
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図3-11 第6時 架空対談記事を書くための手引き
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図3-12 第6時 架空対談記事を書くための用紙
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第3章 実践授業Ⅱ
第5項 単元を通しての感想
単元全体を通して、どのようなことを考えたのかについて、事後調査の時に
振り返りをする。目的は、記述された内容を類型化し、研究仮説を反映した記
述が出てくるか検証を試みるものである。方法は、事後調査の質問紙調査の用
紙の裏面下半分に、自由記述の欄を設けて行う。これを 【研究仮説 I】 【研究仮
説Ⅱ】の検証資料とする。図3-13は、実際に使用した記述用紙である。
「初めて富士山を見た日」の学習をしてきました。学習を終えて、今、考えていることを費きましょう。
図3-13 自由記述用紙
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第3章 実践授業Ⅱ
第3節 授業の実際
第1項 長歌と反歌の音読
原文に直接触れる機会を確保するために、授業開始時には、毎時間音読を行
った (写真 3-1)。しかし、授業時間だけでは6回しかなく、音読をするには十
分な時間ではない。そこで、家庭学習で音読をする時間を設定した。文章量も
多く、聞きなれない奈良時代の古語であつたので、最初は音読をする声も小さ
かった。しかし、繰り返すことで、徐々に滑らかに音読できるようになり、中
には、部分的に暗唱する児童も見られるようになつた。
単元終了後に、自分が選択した長歌と反歌が、どのくらい暗唱できているか
確かめた。2週間という期間を設定し、その間に暗唱の挑戦に来るという方法
をとつた。表3-1は、暗唱できた人数を示す結果である。選択した歌により、
内容も文章の長さも異なるため、個人間の条件は異なつている。全体の傾向か
ら見ると、すべて暗唱できた人数は36人(62%)。 1箇所言葉を補って暗唱で
きた人数を合わせると、43人(74%)であつた。
表3-1 長歌と反歌を晴唱できた人数
すべて暗
唱できた
指導者が言葉を補って暗唱できた 暗唱でき
なかつた1回 2回 3回 4回 5回 6回
人数 (人) 36 7 1 2 2 2 7
割合 (%) 62°/O 12°/O 2% 2% 3% 3% 3% 12°/0
写真3-1 授業で音読 している場面
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第3章 実践授業Ⅱ
第2項 地域教材としての富士山 (環境設定と第 1時)
島田市と富士山は距離が離れてお り、児童は普段近くで富士山を見ているわ
けではない。そのため、地域教材 として親近感を感 じにくいのではないかと予
想された。そこで、ワークスペァスに、富士山コーナーを設置するとともに、
単元の導入を丁寧に行 うことにした。
富士山コーナー (写真 3-2)では、世界遺産に関連 した富士山の本、写真集、
富士山カルタなどを展示 した。ずつと同じ展示では、次第に関心を失つていく
可能性があるので、写真集を週替わりの展示にしたり、新聞記事を展示 したり
した。また、富士山ライブカメラからの画像を利用 して、「今 日の富士山」とい
うコーナーを設け (写真 3-3)、その日の富士山の写真を掲示 した。富士山コー
ナーとは別に、作者の山部赤人や高橋虫麻呂への関心を持たせるため、万葉集
コーナーも設置 した。
第1時の授業では、富士山の写真集の中から、様々な表情を持つた写真を提
示 し、富士山の美 しさや雄大さを感 じる時間を設定した。現代の児童の感覚で、
理屈抜きに美 しいと感 じさせることが、富士山に憧れの気持ちを抱いた古人と
の共通点を持つことにつながると考えたからである。写真を見て、「なぜ富士山
は人々を惹きつけるのか」について、班で交流 し合つた。富士山の魅力につい
て班で交流 し合つた後、「万葉集」の中に富士山の和歌があることを学習 した。
児童は、1300年も昔から、富士山のことを詠んだ和歌があることに驚き、和歌
に関心を持つことができた。次頁の図 3-14に、第 1時の学習指導案を示す。
写真3-3 今日の富士山コーナーの掲示写真3-2 富士山コーナーの展示
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第3章 実践授業Ⅱ
8 本時について (1/6)
(1)本時の目標
富士山の写真を見たり富士山の魅力について考えたりすることを通して、今と同じように昔も富士山の雄大
さに惹きつけられてきたことを知り、富士山の物語について興味を持つ。 (「関心・意欲・態度」〉
(2)本時の展開
離 判 渤 留意点 (※)支援 (◇)評価 (☆)
つ力む
ふかめ
る
ま とめ
る
知る
○静岡県と富士山のかかわりについて知る。
・今年世界文化僣産に登録された
。登山客が増えている。
富士山の写真を見る。
◇静岡県と富士山のかかわりについて紹介する。
(空港、ふじのくに、県章、ふじつぴ=なa
自分達の地域 G鰤岡)と富士山が、関わりがある
ことをおさえておく。
◇富士山の写真集を見せる。色々な表情を持つた写
真を見せる。は な山」「美しい山」という肯定
的な感覚を持たせたしヽ
※登山をしない人にとつても、富士山に魅力を感じ
ているということをおさえておく。
◇個人で意見を作る時間を設定し、その後、班で交
流する。話しやすし両尉丑気でヽ をヽ自由に出せる
よう1こする。
※言葉にならない魅力や心の中の思いに関する意
見を出させたしヽ
◇昔の人が描いた富士山の絵や、他県の人の富士山
への思いを紹介し、憧れの気持ちは時代や場所を
越えて共通であることをつかませる。
☆富士山が人々を惹きつける理由を考えることが
できた力、 (観察、ワー クシート)
※多くの古典作品に取り上げられたことと、古くは
奈良時代の膨鵡鯵国 の中にも取り上げられてい
ることを伝える。
※万葉集について簡単に触れる。
※文学史的なことよりも、こんなにも昔から富士山
のことが書力れているという思いを持たせたしヽ
◇単元計画を示し、単元のイメージを持たせる。日
記を書くためには、晴押し と「心情」を読みと
ることが大切であることをおさえる。
※「今日の授業で自分が考えたこと」について振り
返りをする。
※テキストを配布し、家庭学習で音読するように伝
える。
。とてもきれいだと思つた
。美しさも感じるけど、力強さも感じる。
・遠くから見る富士山と近くから見る富士山は印象が違う。
富士山はどうして人々を惹きつけるのだろう力、
| ・美しい形をしているから。
| 。対身ヤ雲孵   (いろいろな姿を見ることができるから。
| ・周りには高い山がないので、富士山が目立つから。
1 。日本一高い山ということで、自慢できるから
| ・「日本といつたら富士山」というように、日本を表梃剰丸
| ・言葉にならなしヽナど、わしとなく惹きつける魅力があると思う
万葉集の中に書かれている富士山について知る
「― j…日本最古の和歌集
奈良時に 約1300年前
鰤 eXl首、全"巻
幅広い層の歌が収められている
山部赤人と高橋虫麻呂の見た富士山
単元末課題を提示する。
良時代の歌人になって、初めて富士山を見た日の
記を書こう。
○振り返りをする。
B∞年前の人が富士山を見ていたということは不思議な感じがする。
昔の人も、きつと富士山を見てきれいだと思つていたのではない力、
富士山について考えたことがなかつたが、富士山の魅力を感じ、何
となくうれしくなつてくる。
(3)オよ宇覗 点
富士山の写真を見たり富士山の魅力について考えたりしたことは、今と同じように昔も富士山の雄大さに惹きつ
けられてきたことに気付かせたり、富士山の物語について興味を持たせたりする上で有効だつた力、
図3-14 第1時学習指導案
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第3章 実践授業Ⅱ
第3項 創作「歌人の日記」「歌人との対談」(第5時、第6時)
第5時では、前時の構想をもとに、奈
良時代の歌人の立場で、初めて富士山を
見た日の日記を創作 した。第6時には、
単元のまとめとして、「作者 との架空対
談記事」を創作 した。「初めて富士山を
見た日の日記」のねらいは、作者の視点
で創作することである。「作者 との架空
対談記事」は、学習者の視点と作者の視
点を往復 しながら創作することである。
2つの視点で創作することで、作者を追
体験することと、学習を俯腋することを
両方できると考えた。
「歌人の日記」では、班の中で互いの
作品のよさを見合 う時間を設定した。図
3-15は、見合う時間に使用したワークシートである。互いの作品を見合うこと
によつて、児童は、表現や感じ方の違いに気付くことができた。図 3-16と図
3-17は、児童が創作した日記と架空対談記事の作品である。関連する第5時と
第6時の学習指導案を、図3-18と図3-19に示す。
図3-16 日記の創作で使用したワークシー ト
図3-15 互いの作品を見合う時間に使用
したワークシー ト
?
?
?
?
?
?
〓
?
?
?
?
?
?
?
，
??
?
?
，
，
?
?
?
?
?
?
?
?
?
，
?????????????????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
，???
?
?
?
?
）
?
?
?
?
?
?
?
?
?
，
」?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
】
84
第3章 実践授業Ⅱ
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図3-17 架空対談記事の創作で使用したワークシー ト
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第3章 実践授業Ⅱ
8  和時について (5//6)
(1)本時の目標
富士山を初めて見た作者の感動が伝わるように、五感を意識し情景を具体的に描写したり、心の中の言葉を
想像したりしながら、富士山を初めて見た日の日記を書くことができる。 (「書くこと」〉
(2)本時の展開
離 摺 渤 留意点 (※)支援 (◇)評価 (☆)
つ力む
ふかめ
る
まとめ
る
○山部赤人の歌と高橋虫麻呂の歌を音読する。
・一斉読み、交替読み
。自分の選択した歌を、意味を考えながら音読
奈良時代の歌人になって、富士山を初めて見た日
の日記を書こう。
○日記を書くための手引き (ポイント)を確認する。
○日記を書く。
※ゆつくりはつきリリズムよく音読させる。自分咄
した歌については、自然に暗唱できるようにしたし、
※どのような内容なのか考えながら音読させる。
※日記を書くための手引き
lmJ:｀鯰翼1蕊
け る。 の積極的側甲。 1 考える。
|・登場メ榊 司り|。一般的な言葉を|・自分と比較して
,、へ
=彎
■■、_彎聟)_1、.報,、へ_、
※手引きをもとに書くためのポイントを確認する。特
に、「歌人になりきること」を意識させたしヽ「美しい」
「きオtし」 けて九可などの言葉をそのまま使わなレ
よう1珠轟蛯させる。
◇つまづきに対して、左のような支援を行う。
☆作者の立場に立って和歌を書き換え、日記を書くこと
ができた力、 (ワー クシー ト)
※友達の日記の工夫してあるところを、相手のワー クシ
ートに記入する。
☆友達の作品の工夫してある点を見つけることができ
たれ (ワークシート)
※今日の授業で、自分が考えたことについて、振り返り
をする。
想像したことを書い 1現代語訳の内容をそ |どうやつて書き始め
ているが、和歌の内 |のまま書いており、 |たらいいの力わか,
容をふまえていな1想像した部分力沙な |ず、書くことをため
し、        |し、       |らつている。
|:編皇ふ :｀操論i:=な
^｀
11筋あ墓 縦 l
○書いた日記を読み合う
1躍u[継吟rγ
呟
|
○振り返りをする。
(3)本調Fσ勁見点
F― の和歌を日記形式に書き換えたことで、作者が富士山を初めて見た時の感動した気持ちを想像する
ことができた力、
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8 本時について (6/6)
(1)本時の目標
学習したことをもとに、私と作者の対談記事を書くことを通して、「富士山は今も昔も人を惹きつける山で
ある」などという共通点や、「昔ほど神聖な山という意識はない」などという相違点に気f寸く。
(「伝統的な言語文イb〉
(2)本時の展開
難 響 渤 留意点 (※)支援 (◇)評価 (☆)
つ力む
ふかめ
る
まとめ
る
○山部赤人の歌と高橋虫麻呂の歌を音読する。
・一斉読み、交替読み
私と作者との対談記事を書こう。
○対談記事の手引きを確認する。
○作者に開いてみたいことを整理する。
※ゆつくりはつきリリズムよく音読させる。自分の選択
した歌については、自然に暗唱できるようにしたしヽ
※どのような内容なのか考えながら音読させる。
※対談記事を書くための手引き
・作者の思い (開いてほしいこと)を中心に開く
・作者の答えにコメントをして話をつなげる
。作者との共通点や違いを意識して開く
・作者からの問い力ヽすも可能
※関係のない話題にならないように、作者が詠んだ和歌
についての話題をもとにするように伝える。G舌が発
展していくことはある)
◇必要に応じて対談の内容の例をS、
・富士山に対するイメージ
。一番感動した場面
◇つまづきに対して、左のような支援を行う。
☆学習した内容を踏まえ、対談記事を書くことができた
力、 (ワー クシート)
※ 吟 日の授業でわかつたこと」について振り返りをす
る。最後の時間であるため、何人かの児童に発表して
もらい、振り返りの共有をしたし、
※創作した日記と対談記事は、全員分を冊子にまとめ
て、後日配怖する。
※富士山に関する作品はたくさんあることや、中学校や
高等学校の学習につながつていくこと (『竹取物語』
―
脇噂馳婦剖)を話し、古典への期待感を持
たせて終わりたし、
1 ・富士山を見た瞬間はどう思つたれ
IWC・は見たことがなかつたのでその雄大さに驚いた 天まで続
| いているような気がした
| ・富士山の噴火はどうだったれ
:■真つ赤な炎が立ち上つていた 夜l劇まつきり見えた
| ・語り伝えたいと思つたのは、どういう気持ちだつた力、
|→こんなに美しい富士山を未来までずつと残してほしいと思つて
| `平ヽ成の時代t・lま、富士山はどうなつているれ
○対談記事を書く
関係ない内容が中1節・答えの動 1何を書いたらよい
,日こなつている。  1繰り返しになつて |カサからま 書き始
|いる       |められない
lm爵111量壺が'1顆電:
1 にさせる。   | よう1け る。1 猜 たせる。  1
:        ミ・作者からの問いか,・書きわだ|"月|
t      : けを入れる。 | させる。  |
○振り返りをする。
Ю∞年も前の和歌を読んで、| ・静岡県のシンボルである富士 :
最初灘 しく感じたが、作者 1 山が多くの古典作品に取り |
の立場で日記を書いたこと1 上げられていることを知る |
Q素に感じた    | と、古典が楽し冽こなる。 |
時代を越えて、人は同じよう| ・静岡県民として、富±山に誇 |
なことを感じたり考えたり| りわ ことができたぉ今度 |
することがわかつた    | は自分たちが語り伝えたし、 |
言知ま違つているけど、考え|               |
ていることは共通している|              |
ことが多し、       1              :
(3)琳J争のも詢点
今と昔の共通点や相違点を考えながら、対談記事を書くことができた力ヽ
図3-19 第6時学習指導案
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第4節 結果と考察
第 1項 質問紙調査
実践授業の前後に児童の意識調査を行い、対応のあるt検定で調査 した。方
法は、 5件法 (そう思 う、 どちらかといえばそ う思 う、 どちらとも言えない、
どちらかといえばそ う思わない、そ う思わない)で行つた。なお、仮説を検証
するための項 目以外に、古典の学習についての意識を把握するための項 目も設
けた。
(1)古典の学習についての児童の意識調査
表3-2 「1.私は、古典の学習は楽 しい。」
事前    事後    対応のあるt検定 (n=58)
3.88(1.16) 4.16(0.99)  t (57)=2.349*
*p〈.05 **p〈.01
表3-3 「2.私は、古典の学習は必要だと思う。」
事前    事後    対応のあるt検定 (n=58)
4.24(0。94)4.34(0.95)t(57)=0.846 ns.
*p〈.05 **p〈.01
表3-4 「3.私は、古典を音読することは楽しい」
事前    事後    対応のある t検定 (n=58)
3.55(1.24) 3.90(1.12)  t (57)=2.952**
*p〈.05 **p〈.01
項 目1(表3-2)においては、有意な傾向が見 られた。項 目2(表3-3)にお
いては、有意な差が見 られなかった。項 目3(表3-4)については、有意な傾
向が見 られた。
項 目1からいえることは、万葉集の長歌など小学生にとつて難度の高い と思
われる教材 を使用 した としても、古典に対する抵抗感が強まることはなく、興
味・関心が高まることである。
項 目2から、古典の学習の必要性については変化が見 られなかった。事前の
段階で、肯定的評価 を している学習者が多かったため、変化がなかったことが
大きな要因だ と考えられる。しか し、肯定的評価をしている児童が 51人いる中、
否定的評価をしている児童 も3人いた。自由記述の理由を見ると、「昔のことを
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学んで、将来何の役に立つのかわからない」などであつた。古典の学習に意義
が感じられないという回答である。古典学習の課題として考えていく必要があ
る。一方、必要であると回答した理由の中に、次のような記述が見られた。
・古典を勉強することによつて、昔の人の気もちなら シ功めて、勉誰になるか悦
。1契碁乾洋ぶ事により、今まで硼墜し あ｀り、卿 ちると感じ張 の摯 あると1熱｀ま九
・古典というのま日本の文化だから、昔の人の考えなどを知るということは大切だと思うか悦
。今の人の考えa贅なく、古い昔の人の考えも合わせて考えることで、新じハ蒔翻こなるかもしれなし功 飢ヽ
。今回は富士山のことについてやつた|れよ 地元のことをやることによつて、そのテーマのもの (富士山)の見
加 変 あ か 悦ヽ
。昔の人が守ちてきた伝統などを、しつかりうけづいでいきたし功飢ヽ
これらの記述は、昔のことを知ること自体に価値を見出しているものである。
古典を学ぶ意義を感 じさせる単元を構成 していく必要がある。
項 目3からいえることは、原文の音読は、抵抗感が強まるのではなく、むし
ろ、興味・関心を高めるとい うことである。第3節第 1項(81頁)で述べた暗
唱調査の結果で多くの児童が暗唱できていたことを合わせて考えると、音読を
繰 り返す中で無理なく暗唱していつたことがわかる。
(2)授業後の児童の意識
研究仮説 I、 研究仮説Ⅱの手立てである、創作と地域教材の学習について、
学習に無理がなかつたかを明らかにするため、楽 しく取 り組むことができたか
尋ねた。調査は単元終了後に実施 した。表 3-5は、その結果である。
項目8では、奈良時代の歌人の立場で日記を書くことは楽しかつたと考える
児童は、37人(64%)であつた。どちらかといえば楽しかつた児童を合わせる
と、49人(84%)である。
項目10では、奈良時代の歌人と私との対談記事を書くことは楽しかつたと考
える児童は34人(59%)であつた。どちらかといえば楽しかつた児童を合わせ
表 3…5 単元終了後の児童の意識
項 目 質問項目 そう思 う
どちらかとい
えばそう思う
どちらとも言
えない
どちらかとい
えばそう思わ
ない
そう思わない
8 私は、奈良時代の歌人
の立場で日記
を書くことは楽しかつた。
37人 12人 4人 3人 2人
10
私は、奈良時代の歌人と私との対談
記事を書くことは楽しかつた。
34人 13人 8人 0人 3人
12 私
は、地域に関係のある富士山の和
歌を学習したことは楽しかった。
32ノゝ 16人 6人 1人 3人
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ると、47人(81%)である。
項目12では、地域に関係のある富士山の和歌を学習したことは楽しかつたと
考える児童は、32人(55%)であつた。どちらかといえば楽しかった児童を合
わせると、48人(83%)である。
以上のことから、大多数の児童が、創作と地域教材の学習に抵抗感なく取り
組んでいたことがわかる。
(3)研究仮説についての検証
研究仮説 I、 研究仮説Ⅱを再掲し、これらが達成できたかどうかの検証を進
めていく。
【研究仮説 I】 時間的距離を縮めるための視点
古典作品を題材に創作する活動を取り入れた単元を嵩成することにより、作者を追体験
することができ、作者に共感的な気持ちを持つことができるだろう。
【研究仮説Ⅱ】空間的距離を縮めるための視点
地域に関係のある古典作品を教材として取り入れた単元を構成することにより、学習者
が作品を身近に感じることができ、さらに地域に誇りを持つことができるだろう。
[研究仮説 Iに関わる設問]]
表3-6 『4.和よ
…
ることで、80AOも           ることができる。」
事前    事後    対応 のある t検定 (n=58)
3。74(0。87) 4.05(1.10) t(57)= 2.419*
*p〈。05 **p〈.01
[研究仮説 Ⅱに関わる設問]
表3-7 「5.利よ
…
ることで、古典作品を島口導 じることができ乙J
事前    事後    対応のあるt検定 (n=58)
3.52(1.05) 3.71(1。14) t 57)= 1.472  ns.
*pく。05 **pく。01
表3-8 「6.和よ 富力山拗 ある詢典隔瓢=光て知つてい乙」
事前    事後    対応のあるt検定 (n=58)
2.28(1.32) 3.52(1.38) t(57)= 6.294**
*p〈.05 **pく。01
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表3-9 「7.和ま 宮彙眩にとな 誇り:嘔1つてい乙」
事前 事後 対応のあるt検定 (n=58)
4。38(0。85)4.36(1.05)t(57)=0。168 ns.
*p〈.05 **p〈.01
項 目4は、研究仮説 Iに関する設間である。項 目4(表3-6)は、有意な傾
向が見られた。この結果からは、児童は、古典の学習を通 して、音の人のもの
の見方や考え方を想像できるようになつたと感 じていることがわかる。
項目5、項 目6、項 目7は、研究仮説Ⅱに関する設間である。項 目6(表3-8)
は、有意な差が見られた。しかし、項 目5(表3-7)と項 目7(表3-9)は、有
意な差が見られなかつた。
項 目5の結果からは、古典作品を身近に感 じることについて、児童の意識に
変容が見られなかつたことがわかる6振り返 リカー ドの中で、内容を考えるこ
との難 しさを記述 している意見があつた。難 しいとい う意識が身近に感 じにく
かつた要因となっていることが考えられる。単元構成や教材について、改善を
加えていくことが必要である。ただし、項 目5でいう「古典」とい う用語が何
を指しているのか明確でなく、「まだ知らない作品であり、古典全体への身近さ
は感 じない」と考えた可能性もある。質問紙調査項 目自体に問題があつた可能
性も否定できない。
項 目6からは、富士山について新 しい知識を得 られたと児童が感 じているこ
とがわかる。
項 目7については、富士山への誇 りに対 して児童の意識が変容 していない結
果になつた。これは、事前の数値が4.38であり、学習前からすでに肯定的評価
をしている学習者が多かったため、変化がなかつたことが大きな要因だと考え
られる。
以上のことから次のことがいえる。
小学生の児童にとつて難度の高い教材を使用 したとしても、学習に対する興
味・関心を削ぐわけではなく、無理なく学習に取 り組むことができていた。ま
た、本実践を通 して、「作者の考えを想像できる」「富士山について新 しい知識
を得られた」と、児童 自身が実感 していた。
ただし、身近さについては意識の変容が見られず、他の方法でさらなる検証
が必要である。
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第2項 振 り返 リカー ド
振 り返 リカー ドを分析する目的は、研究仮説を反映 している記述に注目する
ことによつて、研究仮説が支持されるかについての検証を試みるものである。
方法は、2つの研究仮説に従つて児童の記述を抽出する。本実践で行つた6時
間の授業の うち、研究仮説 Iについて、関連のある第203・40506時の
記述内容から分析する。研究仮説 Ⅱについては、表 卜10のように、第 1時と第
2時から第6時までを分けて分析する。地域教材の富士山について、直接考え
させた時間は、単元の導入の第 1時である。第2時以降は、作者に共感的な気
持ちを持たせる単元構想 となつている。そのため、富士山に関する記述があつ
たとしても、導入部分での記述と、単元が進んでいく中での記述は比較できな
いからである。
(1)振り返 リカー ド分析の観点
研究仮説 Iは、創作活動に関する内容であり、作者に共感的な気持ちを持つ
ことができたかを、表 3-11の観点で分析する。振 り返 リカー ドの記述の中から、
「共感的な気持ちを十分に持つことができている」「共感的な気持ちを持つこと
ができている」「共感的な気持ちをもつことができていない」ものを抽出した。
表3-10 振り返リカー ド分析に該当する時間
第1時
中 メー →″J争つ
第2時
2…
第3時
通択tメゴ観陶臼読みとる
第4時
誦,離閣Xる
第5時
歌人の日記を書く
第6時
中 く
研究仮説 I ○ ○ ○ ○ ○
研究仮説Ⅱ ○ ○
表3-11 共感的な気持ちを分析する観点
A
共感的な気持ちを十
分に持つことができ
ている
創作したことと関連付けて作者の心情を想像している
作者像を想像している。
時代を越えて共通する思いに関して書いている。
B 共感的な気持ちを持つことができている 作者
の心情を想像して書いている。
C
共感的な気持ちを持
つことができていな
い
。作者の心情を想像することに困難さを示す記述がある。
92
第3章 実践授業Ⅱ
研究仮説 Ⅱは、地域教材に関する内容であり、地域教材を扱 うことで作者や
作品に身近な気持ちを持つことができたかを、表 3-12の観点で分析する。振 り
返 リカー ドの中から、「十分に身近に感 じている」「身近に感 じている」「身近に
感 じていない」ものを抽出した。
表3-12 身近さを分析する観点
(2)研究仮説 Iの分析
表及びグラフの用語については、次のとお りとする。
A:共感的な気持ちを十分に持つている。
B:共感的な気持ちを持つている。
C:共感的な気持ちを持つていない。
肯定的評価 :「共感的な気持ちを持つている群」としてAとBを合計したもの。
記述がない :共感的な内容を記述していない。
①全体の傾向
次頁の表3-13から、次の4点の結果を読みとることができる。
i Aの数値について、第3時と第4時を比較すると、13人と11人であり、低い数値のまま
変化が見られない。
五 Aの数値について、第4時と第5時を比較すると、第5時では 11人から31人に約3倍
増加している。また、肯定的評価 (A+B)も、24人から42人に2倍近く増加 している。
面 Cの数値について、第3時から第4時にかけて、3人から12人へと8人も増加している。
しかし、第5時では 12人から3人へ減少している。
市 Aの数値について、第5時と第6時を比較すると、31人と33人で、高いまま推移してい
る。
結果 iと結果 五から、第5時の日記を創作する活動を経て、共感的な気持ち
を持っている児童が増カロしたことがわかる。第3時と第4時と第5時では、児
童はそれぞれ同じ和歌を学習 している。それにも関わらず、第5時のAの数値
は、第3時と第4時までに比べて大幅に高い。これは、内容の読み取 りだけで
は、共感的な気持ちを持つには至らず、日記の創作によつて、共感的な思いを
A 作品や作者を十分に
身近に感 じている
・地域についての記述があり、肯定的に捉えている。
・地域に対して、新たな気付きがある。
B 作品や作者を身近に
感じている
地域についての記述があり、自分の思いが述べ られている。
C 作品や作者を身近に
感じている
・地域教材を扱 うことに困難さを示す記述がある。
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持つことができるようになつたことを示 している。また、結果土からは、日記
の創作によつて、作者に共感的な思いを持つことができなかつた児童が減少し
たことがわかる。
結果市から、日記の創作だけでなく、架空対談の創作によつても、作者に共
感的な気持ちを持つことができるようになつたことがわかる。
表3-13 共感的な気持ちに関する記述結果
第2時
2… る
第3時
itaした期翅露売みとる
第4時
日計ン粛割謀な る
第 5時
脚  (D日認
第6時
中
A
13
?
1311 83
2% 23% 11番11 尊3惟 忠鬱搬:
B
10 7 13 10
18% 12% 23% 19% 18%
C
0 3
?
3
?
0% 5% 1211%| 51%| 4跳
肯定的評価
(A+B)
11 24 42 43
19% 35% 42節 172χl 175%
記述がない
46 34
?
? 13 12
81% 60% 37% 22% 21%
100%
90%
80%
70%
60%
50%
40%
30%
20%
10%
0%
機 A― Bィ山洲'C―記述なし い 肯定的評価
図3-20 共感的な気持ちに関する記述の推移
94
第3章 実践授業Ⅱ
②児童の記述例
振り返リカー ドの記述内容について、「共感的な気持ちを十分に持つている」
に該当する例を2人示す。なお、児童の振り返り記述の下線部は、次のとおり
とする。
二重線  A(十分に身近に感じている)に該当する記述
一重線  B(身近に感じている)に該当する記述
S児(1-16)は、第4時の構想の段階では「はく力に足がふるえる」という
表現は思いついておらず、ワークシー トにも記入していない。第5時の日記創
作の時間に、赤人になりきることで自然と思いついた表現であることがわかる。
単元最後の時間である第6時では、架空対談記事で、作者と自分の視点を往復
しながら創作したことで、「昔の人も今の人も富士山のかんじかたが同じだつた」
という思いに至っている。時代を越えた共通する感情に気付いたということで
ある。
S児(1-16)の記述
今日、赤人との対
談記事を書いて、
今日のじゅ業で富
士山を大きいとか
だけで表すんじゃ
なくてすわつてい
るとかどうどうと
しているなどいろ
いろな表し方があ
つた
日の赤人の 日
シー ドで思いつか
ていてどんどん思
しついた
約千三百年前の赤
人や虫麻呂とかの
富士山は宝だとか
の昔の人の歌人の
イメージがよくわ
かった。ほ力ヽ こ、
ならの富士山を見
た事がない人は富
士山をどんな風に
思つてたか気にな
つた
をさえぎるくらい
大きな山だっただ
け
時が朝か夕がたに
書いたという事が
わかったほかにも
現だい語やくから
その時の情景のイ
メージが広がっ
作者と自分の視点を往
復しながら創作したこ
とで、昔も今も感じ方は
同じという考えに至っ
ている。
赤人になりきることで、
構想の段階では思いつか
なかつた言葉が浮かんで
いる。
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0児(2-6)の記述
赤人さんとの対談
記事を書いてみ
て、本当にタイム
スリップした気持
こな りきってい
こなってルヽ
った。今までの思
いをまとめた記事
ができたなと思つ
富士山のことはよ
く知らなくても、
長歌を読んでどう
いつた景色た と
か、赤人さんはこ
う思つていた な
どが うかんでき
て、ひとつの景色
でも表現方法が
様々で面白いと感
じた。自分と■EE
対の考えや意見
聞けて内容がレ
そう深まつた
日記を書いてみ
て、以外と次々に
表現の仕方などが
うかんできて、こ
らているので
の 書 い た 1、の
に見えなくなって
しまつた気がしま
した
山部赤人さんが見
ていた状況を考え
てみると、一つの
言葉は単純に見え
るのに、その人の
思いや考えがつま
っていて、一言で
表していても、人
によつて考え方が
ちがうんだなと思
った。読み返して
みると、富士山の
すばらしさを改め
て感じた
山部赤人さんの言
葉は、「影、雪、光」
など、一文字でわ
かる言葉で、わか
りやすいなと思つ
た。どちらの人も
共通した言葉を使
つている部分があ
ったので、同じこ
とを思つてかいて
いたのかなと感じ
た卑富士山の印象
がよくわかつた
赤人になりきり、思いが溢
れるように、日記を創作し
ていたことがわかる。
追体験することで、「赤人の
気持ちや考えがすごくよく
わかるようになつている」
と感 じている。
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0児(2-6)は、日記の構想を立てる第4時の段階でも、「ひとつの景色でも
表現方法が様々で面白い」と、赤人の見ていた情景を具体的に想像し、よりふ
さわしい言葉を選ぼうとしていることがわかる。日記を創作する第5時では、
「次々に表現の仕方がうかんできて」と感じ、「自分の書いたものに見えなくな
ってしまった」くらいになりきつていることがわかる。第6時でも、「ずつと赤
人になりきつている自分がいて」と実感している。日記と架空対談記事を創作
する活動が有効であったといえる。
③まとめ
全体的な傾向としては、日記を創作した時間を経た結果、Aの数値が大きく
増加している。その一方で、Cの数値が減少している。作者に対して共感的な
気持ちを持ちながら創作していたといえる。また、児童の記述を見ると、創作
したことで作者の気持ちを想像できたと感じており、創作活動が有効だつたこ
とを示している。研究仮説 Iが支持されたと考えてよいだろう。
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(3)研究仮説Iの分析
①全体の傾向
表の用語については、次のとおりとする。
A:十分に身近に感 じている。
B:身近に感 じている。
C:身近に感 じていない。
肯定的評価 :「身近な気持ちを持つている群」としてAとBを合計したもの。
記述がない :身近さを表す内容を記述していない。
表 3-14及び表 3-15から、次の2点の結果を読みとることができる。
i 表 3-14について、第2時から第6時までの肯定的評価の数値は7人から13人の間を推
移している。平均して、約 10人前後の児童が記述している。
1 表 3-15について、1回以上肯定的な記述をしている人数は29人であり、全体の半数が
富士山について身近さを記述している
表3-14 身近さに関する記述結果
第 2時
2…
第3時
駅 した歌を読みとる
第4時
日謙ン才駐監登むてる
第5時
脚 日認
第6時
中
A
4 8 7 5 8
7% 14% 12% 9% 14%
B
8 5 3 2 2
14% 9% 5% 3% 4%
C
0 0 0 0 0
0% 0% 0% 0% 0%
肯定的評価
(Att B)
7
21% 23% 18% 12% 1816
記述がない
45 44 47 51 47
79% 77% 82% 88% 82%
表3-15 富士山について肯定的な記述をしている延べ人数 (第2時から第6時)
結果 iと結果 五を見ると、身近さを振 り返 リカー ドに記す人数は少ない。こ
れは、単元構成が主な要因だと考えられる。児童は、「歌人になつて日記を書こ
う」という課題のもと、作者になりきつて情景や心情を考えてきた。そのため、
回数 (回) 人数 (人)
4回 1人
3回 7人
2回 7人
1回 14人
0回 29人
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地域教材として富士山を特別意識していなかつたことが考えられる。
②児童の記述例
振り返リカードの記述内容について、「十分に身近に感じている」に該当する
例を示す。なお、児童の振り返り記述の下線部は、次のとおりとする。
二重線  A(十分に身近に感じている)に該当する記述
―重線  B(身近に感じている)に該当する記述
[地域教材によつて作者を身近に感 じた例]
A児(1-1)は、赤人の心情を考えることを通 して、富士山を見ようとしてい
る (コ1嘩の部分)。 第4時の「赤人が見たであろう富士山の様子を想像 していた
ら自分も近くで富士山をながめてみたい」という思いは、第5時で、赤人の心
情を深く考えることにつながつている。第6時では、語 り継がれていつた思い
も想像 している。児童 自身の視点と作者の視点を重ね合わせながら読んでいる
ことがわかる。
A児(1-1)の記述
一つの物でたくさ
んの表現できる事
力致めす ごいと
感じました 赤人
の日記を書いた
り、ほかの人の日
記品 ひ て、
製 羅 却 観
調 裁れ てヽしま
う|ま卿 しれ
じゃないの力織あ
ぼく1割熱 まヽし
??」???たくさえガ対
ていたと知り、
オ硼 すブC変ソゴ
の力輩と愚 ま し
た
ぼくはが彩kと盛朝床
呂のコま知らなか
ったけれよ 赤人
力汚尺璧多D象裁劇かす
に従がつて歌をつ
くっていたと知
り、そんなに早く
歌をつくれたのか
疑間に思いまし
アこ
`   :担
じ祠鳥E] |」 `雪嗣比L
を旅して歌をつく
つていですごいと
ル ました
しました
第4時以降、富士山について記述してい
る部分に、「赤人が」という言葉が共通し
て使われている。
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[地域教材によつて富士山の価値を再発見し、作者を身近に感 じた例]
M児(2-23)は、第 1時で、普段当たり前のように見てきた富士山に対 して
新しい見方をするようになつている。第2時では、「ぼくたちが うまれるもつと
まえから富士山は、あるとい うれきしのつながりがとてもすごい」と感 じてい
る。この段階で、富士山の価値に気付いていることがわかる。第4時になると、
赤人の視点とM児の視点が同化 し、M児の感 じた思いを、作者の思いに当ては
めて考えている。そして、第5時では、「富士山のすごさを、こきようのみんな
につたえたんじゃないか」と、旅人である赤人の立場になつて想像することが
できている。M児が富士山に対 して抱いた新 しい認識によつて、作者の思いを
深く想像することができている。
M児(2-23)の記述
よ 富士山の
高さ1動んどうし
たんじゃなし功 とヽ
思いま九 ぼく|よ
…
ごいとおもいま
すしそして、富士
山は やまり、日
本を切け る、山
だとおもしま丸
今日、はなしたこ
とがほんとうのよ
ぅlaんしで、し
かは ほんとうに
はなしたようでと
てもよかつたで
丸 詢 ことを
よおくしれて、ほ
んとうに、よ力つ
たで九 またぜ餞
このじゅぎょうが
したいtほ ん
とうによ力つたで
すし赤人の、たん
カバヽ ろヽいろ絆
つをもうちょつと
しりたかつたで
丸
赦 よ 静岡の人
じゃなくて、富士
山をはじめてみな
ときの赤人の気も
ちがなんとなくそ
うぞうつきます。
けじ カン」 な
んてことをそうぞ
うしてなの0よ
なし功なとおもい
ま丸 期 よ と
ってもおだや力な
きもちlこ ならた
んじゃなし
"ヽ
とお
もいま蔦
赤人の視点とM児の視点
が同化している。
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[地域教材によつて地域に誇りを持つことができた例]
T児(1-17)は、第1時と第2時で、「そんなすごい山が私たちの住んでいる
静岡県にあつて、びつくりしました」「いままでなかつたイメージがでてきまし
た」と記述し、富士山に対して新しい認識を持つようになつた。しかし、第3
時と第4時では、作者の視′点に立つことや歌の読み取りが大変だと感じている。
それが、第5時で日記を創作し、「赤人は本当に富士山を見て感動したんだなと
いうことが改めてわかりました」と、富士山への誇りを持つようになつた。作
者の心情を想像できたことが、誇りを持つ結果につながつたことがわかる。
③まとめ
児童の記述例を見ると、地域教材によつて作者を身近に感じたり、地域の価
値を再発見し、誇りを持つことができたりした記述も見られる。地域教材を活
用することの一定の効果があつたことは見てとれる。しかし、全体を見ると、
振り返りの中で継続して記述している児童は少なく、地域教材が有効であつた
かどうかは明確ではない。別の方法で検証していく必要がある。
T児(1-17)の記述
ちになつて書いて
みたら、長いと思
つていた紙があつ
というまにうまつ
てしまいましL
この文同陽辞報まほ
とんど想像だけ
ど、きっと赤人も
こういう気持ちだ
ったんじゃなし功ヽ
なと
'副
ましに
気持ちで富士山を
見てヽ たヽかという
ことを考えるのが
難かしかつたの
で まだ 和よ り
め館 却 日を見た
用  という夕辞寺
ちになれていない
のかなと思つたの
で痴副よ 初めて
富士山を見た人に
なりきつてこの授
業をやつていきた
いと思 まヽ丸
今日から本権伯勺に
日記づくりをした
け期 より、長
歌の方力滞みとる
のがむずかしいと
熱 ました んだ
なら、長歌の方が
伝えたいことがい
ろいろなところに
分散していて見つ
けることこヽ そこ
から憑際するのが
意 した
日記を書いてい
て、赤んま本当に
富土山を見て感動
したスノうなという
ことが改めてわか
りました 二
きたいで九
富士山についての
敗
…して、いままでな
力つな メー カ ゞ
でてきましに 昔
らヽ 清い温 を
その人の気持ち
や、そ嚇
を思ルヽうカベ端
んでいきたいと思
い誡
赤人の心情を想像できたことが、
富士山への誇 りを持つことにつな
がつている。
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第3項 作品「歌人の日記」
児童の作品を分析する目的は、研究仮説に基づく観点を設定し、その観点に
照らし合わせて分析することにより、仮説が支持されるかについての検証を試
みるものである。研究仮説 Iについて、創作活動を行 うことにより、作者を追
体験 し、共感的な思いを持つことができているかを分析する。
(1)評価方法
日記を書くために必要な要素を「状況」「情景」「心情」であると考えた。「作
者の置かれた状況」「作者の見ている情景」「作者の心情」を具体的に想像する
ことが、作者に共感できていることだと捉えた。そこで、表 3-16の観点で、共
感的な思いを持つことができているかを評価する。
A評価については、中心場面の作者の心情を必須 として、情景や状況を具体
的に描写できているものとする。なお、具体的に描写するとは、次の項 目で評
価する。
。視覚以外の感覚を生かして表現している。
・視覚の場合は、比喩や擬態語などの表現技法を使つたり、色彩語を使つたりして表現して
いる。
(2)全体の傾向
研究仮説 Iについて、第5時で創作 した「歌人の日記」を、表 3-16の観点を
もとに類型化 し、作者への共感の度合いを分析 した。分析対象は、6年生児童
58人である。分析結果を表 3-17に示す。なお、58人全員の記述内容の分析は、
巻末資料に掲載する。
101
表3-16 共感的な思いについての評価の観点
A
共感的な気持ちを十
分に持つことができ
ている
富士山の情景を見ている場面を中心に、状況や情景を、具体的
に描写しながら、作者の心情を想像して書いている。
B 共感的な気持ちを持つことができている
状況や情景を描写しながら、作者の心情を想像して書いてい
る。
C
共感的な気持ちを持
つことができていな
い
状況や情景を描写しながら、作者の心情を想像して書くことが
できない。
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表3-17 共感的な思いについての分析結果
「共感的な思いを十分に持つことができている」は①②③群である。「共感的
な思いを持つことができている」は④⑤⑥群である。「共感的な思いを持つこと
ができていない」は⑦群である。以下、それぞれ、A評価、B評価、C評価と
示す。
A評価は 67%、B評価は 29%、C評価は3%であった。A評価 とB評価の数
値を合計すると96%であり、圧倒的な差でC評価を上回る。これは、ほとんど
の児童が共感的な思いを持つて創作 していたことを示 している。中でも、①群
は59%であり、全体の中でも多くの割合を占めている。①群は、「状況」「情景」
「心情」の3つの要素を使い、作者が富士山を見た感動を表現することができ
ていた。
A評価だけでなくB評価にも当てはまる特徴として、五感表現を意図的に使
っていたことが挙げられる。視覚以外の、触覚や聴覚などの感覚を使つて、周
りの情景を描写 していた。また、視覚についても、擬態語や色彩語などを用い、
見ている情景を具体的に表現する作品が多かった。現代語訳の言葉をそのまま
使 うのではなく、情景を具体的に想像することで、作者が富士山を見た時の感
動がはつきりしてきたのだと考えられる。
(3)児童の創作 した作品例
次に、A評価、B評価、C評価それぞれの評価の中から、特徴的な記述例と
分析結果を示す。
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評価 群 人数 割合
A
共感 的 な思 い を
十分 に持 つ こ と
ができている
①
中心場面の状況や情景や心情を具体的に
想像 して書いている 34 59%
②
状況を想像 しながら、作者の心情描写に
重点を置いて書いている 3 5%
③ 作者の行動に重点を置いて書いている 2 3%
B
共感 的 な思 い を
持つ こ とが で き
ている
④
具体性は十分ではないが、状況や情景や
′い情を書いている 10
4⑤
⑥
中心場面からは外れているが、作者の心
情は想像できている
個別指導の手立てをもとに書くことがで
きた 3 5%
C
共感 的 な思 い を
持つ こ とが で き
ていない
⑦ 想像 して文章を書くことができない
，
? 3%
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A評価 [情景を効果的に描写している例]
S児(1-9)は、情景を効果的に描写 している (傍線部  )。噴火の様子や
夕暮れの富士の様子は、現代語訳には書かれていない。五感表現を効果的に使
うことで、具体的な情景を表現できている。情景描写の後には、心情描写があ
る (波線部 _)。心情表現は、「感動 した」などの一般的な表現ではなく、
作者の心情により適切なものを想像 して書いている。
また、冒頭部に、「一 日中見ても飽きないと言われているが本当だろうか」と
いう疑間を設定 し、それに対 し、後半部で 「もう何時間たつていても、今のわ
しには関係なかつた」と答えている。時間の経過 と作者の感動の大きさを想像
させる効果的な表現である。作者になりきつて、具体的な想像をしながら、創
作していることがわかる。
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S児(1-9)の作品
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富士山が噴火する様子を、丁寧
に描写している。擬態語や五感
表現を使つて、富士山の溶岩が
降る雪を消している情景を、効
果的に表現している。
時間の経過と心情の変化を表現
している。冒頭部の「一日中見て
も飽きないと言われているが本
当だろうか」という疑間に対して
の答えとして設定している。
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A評価 [学習 したことを生かし、作者の行動を想像 している例]
○児 (2-5)は、学習 した内容を生かし、想像を膨 らませながら創作をしてい
る。宮廷歌人である山部赤人の立場を考え、仕事で駿河の国に来た設定にして
いる (傍線部   )。そして、富士山を見た感動を「これなら天皇様に、お話
する時に読んで伝えてあげようか」のように想像 している。O児(2-5)は、宮
廷歌人である赤人になりきりながら、行動や心情を想像 していたことがわかる。
また、田子の浦の位置や当時の人の富士山への憧れの気持ちなど、学習 した
ことを生かし、作品に臨場感を持たせようとしている。
0児(2-5)の作品
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当時の田子の浦の位置を
念頭に置いた表現。薩埋峠
を越える前の山道を歩い
ているという設定にして
いる。
宮廷歌人である山部赤人の
行動を具体的に想像してい
る。仕事で旅に出た様子や、
天皇のために歌を詠む様子
などを作品に織 り込んでい
る。
当時の富士山が、都では
実際に見た人はほとん
どいなかつたことを受
けた表現。当時の人々の
富士山への憧れが伝わ
る。
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B評価 [情景や心情の描写が十分でなかつた例]
S児(2-19)は、作者になりきつて心情を想像していた (波線部___)。一
般的な言葉ではなく、その時の作者の心情にふさわしい言葉を選んでいた。「頭
がいっぱいでねむれなかつたであつた。」「思わず、大きな声を出してしまった。」
などは、行動の中から作者の心情を想像させる効果的な表現である。
しかし、情景描写は現代語訳の言葉をそのまま使い、想像した部分が少なか
った。その状況を具体的に想像していなかつたことが考えられる。また、心情
面でも、富士山を最初に見た時の驚きまでは表現されているが、感動した気持
ちや語り伝えたいという思いまでは、十分に表現されていない。
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S児(2-19)の作品
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情景描写は、現代語訳の言
葉と、ほとんど変わらなか
った。
一般的な心情表現を使わず、
作者の心情に最もふさわし
い言葉を想像していた。
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B評価 [個別指導の手立てによつてイメージが膨 らんだ例]
I児(2-3)の作品
I児(2-3)は、第4時の振 り返 りを見ると、「赤人は、どんな気持ちだつた
のかがあんまリイメージできなかつた。」と感 じている。 I児(2-3)は、内容
を読みとつて想像 しながら書くことは得意ではない。 I児(2-3)にとつて、日
記を書くとい う活動は、負担が大きいように思われた。
そこで、授業者は、■■音6分が記入 してあるワークシー トを用意 し、それを
参考にしながら書 くようにさせた。また、富士山の写真も準備 し、写真から想
像できるようにした。すると、情景 (傍線部   )や心情 (波線部_)
も、想像できるようになつた。第5時の振 り返 りでは、「だんだんかいていると、
イメージができるようになつて」と感 じるようになつた。
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I児(2-3)を想定して、作成
した個別指導用ワークシー ト
とほぼ同じ内容。個別指導用
ワークシー トには、書き出し
部分が書いてあり、I児(23)
は、それをもとに創作した。
情景や心情を想像すること
ができている。 「イメージで
きなかつた」という心情部分
も書くことができている。
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C評価 [想像 して文章を書 くことができなかつた例]
S児(2-17)は、文章を書くこと自体が苦手である。普段書いている文章の
量も、大変少ない。個別指導用のワークシー トを参考に書くことも困難である
ように思われた。そこで、|=■部分が記入 してあるワークシー トを用意 し、そ
の続きから書くようにした。
傍線部が、S児(2-17)の創作 した部分である。ワークシー トの工夫によつ
て、書くことができてお り、中でも、心情は、作者の言葉を使いながら、S児
(2-17)なりに、なりきつて創作 しようとしている。ただし、情景は、「いろん
な形をしていて、いろんな色になっている」とい う表現にとどまり、富士山の
様子がほとんど表現されていない。
(4)まとめ
全体的な傾向としては、A評価が39人(67%)、B評価が 17人(29%)であ
った。この結果から、ほとんどの児童が作者に共感的な思いを持つて創作 して
いたといえる。児童は、現代語訳には書かれていない情景や心情や状況を具体
的に想像 しながら、作者の気持ちに共感 していた。この結果は、創作活動が有
効だつたことを示 してお り、研究仮説 Iが支持されたと考えてよいだろう。
S児(2-17)の作品
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S児(2-17)を想定して、
作成した個別指導用ワーク
シー トには、■111111部分
が記入してあり、続きから
書くようにした。
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第4項 作品「歌人との対談」
学習のまとめとして、単元最終時に、作者との架空対談記事の作成を行つた。
富士山について作者との架空の対談を行い、作者と自分の両方の視点から富士
山について考える活動である。架空対談記事を分析する目的は、富士山につい
ての児童の意識を探り、研究仮説Ⅱが支持されるかを検証するためである。方
法は、作者と児童の富士山に関する記述内容を抽出し、類型化していつた。複
数の項目について記述している児童は、それぞれの項目に分類した。表 3-18
は、児童の作品を分類した結果である。なお、全児童の記述内容を分析した結
果は巻末資料に示す。
表3-18 架空対談の分析結果
要素 人数 割合 (人数の内訳)
ゆ 自彬
美しい富士山の姿 美 しい 37人 640/O
高い、大きい 26人 45%
光や色 17人 290/O
雪が降る 11人 19%
歌の中で示された富士山像 神秘的な山 18人 31%
時節かまわず降る雪 12人 21%
噴火する山 12人 21% 9
昔から親しまれる山 12人 21% 7
迫力がある H人 19%
地理的由来 4人 7%
昔から存在する山 1人 2% 1
現代の富士山 世界文化遺産 30人 52°/O
登山客、観光客 14人 24°/O
環境問題 5人 9% 1 5
富士山への親近感 誇 り 24人 41%
登 りたい 11人 19% 9 6
見てみたい 10人 17%
身近である 9人 16% 1
心に残 したい 3人 5% 0
決意 語り伝えたい 19人 33°/O
守つていく 13人 22°/O 9
(1)全体の傾向
①全体の分析
表卜18の中で、人数の多かつた項目を取り出すと、次のようになる。
・富士山の美しさ       37人(64%)
。世界文化遺産に登録された  30人(52%)
・富士山の高さ、大きさ    26人(45%)
・富士山への誇 り       24人( 1%)
・富士山を語 り伝えたい    19人(33%)
ここからわかることは、美しい富士山の姿や世界文化遺産に登録されたこと
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を中心に話を展開していることである。富士山の美 しさや高さは、すでに児童
が知つている姿であり、世界文化遺産登録は、現在話題になつていて知る機会
が多かつたことがその要因だろうしそれほど身近であつたことが想像できる。
つまり、上位 3項目の内容は、学習前から児童が知つていた内容であり、身近
な話題を作品に取 り入れたものである。
上位 3項目が、富士山を外から見た姿であるのに対 して、「富士山への誇 り」
「富士山を語 り伝えたい」の2項目は、内面の思いである。両項 目とも、作者
の立場だけではなく、自分の立場からも書いている。このことは、本単元の学
習を通 して、富士山への思いを持つたと考えられる。富士山への思いを、作者
と自分の両方の立場から語つたのだといえる。
一方、上位 5項目には入つていないが、「歌の中での富士山像」の中の5項目
も、およそ20%の児童が記述 している。中でも、「神秘的な山」は31%の児童
が記述 している。
・神秘的な山      18人(31%)
。時節かまわず降る雪  12人(21%)
・噴火する山      12人(21%)
。昔から親しまれる山  12人(21%)
・迫力がある      11人(19%)
児童が取り上げている内容は、多岐にわたつている。学習を通して学んだこ
とが様々であつたことを意味している。歌の中で示されている富士山像は、太
古より神秘的な山だと考えられていた姿である。様々な自然現象も、神秘的な
山だからこそと考えられている。このような富士山の姿は、これまで児童が考
えてこなかつた姿である。児童は、富士山について多くの新しい認識を得たと
考えられるだろう。
児童が取り上げた内容を整理してみると、美しい富士山の姿だけでなく、富
士山への新しい認識、富士山への誇り、語り伝えたいという決意まで、様々な
段階であることがわかる。学習を通して、様々な視点から富士山を捉えるよう
になつたことを、読みとることができる。
②典型的な作品構造
表3-18の人数の内訳の中で、作者の立場で書いた人数が多い項目と、自分の
立場で書いた人数の多い項目がある。それぞれの立場のうち、人数の多い項目
に注目することで、典型的な作品構造を分析していく。
まず、それぞれの立場のうち、人数の多かった項目を抜き出すと、表 3-19
のようになる。なお、人数の多い項目については、10人(17%)以上に設定し
た。
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表3-19 架空対談において人数の多かつた項目
要素 人数 割合 (人数の内訳)
f⑪ 自錫
美しい富士山の姿 美 しい 37ノヽ 64% 30 17
高い、大きい 26人 45% 22 10
光や色 17人 29°/0 1115 5
歌の中で示された富士山像 神秘的な山 18人 31% 117 8
時節かまわず降る雪 12人 21% 2
迫力がある 11人 19%
現代の富士山 世界文化遺産 30人 52°/O
? ?
?
登山客、観光客 14メ、 24% 113
富士山への親近感 誇 り 24人 41% 21
?
?
決意 語 り伝えたい 19人 330/O 18
「美しい富士山の姿」の項 目は、作者の立場の人数が多いものの、両方の立
場から書いている。また、各要素を取 り上げた人数を見ると、富士山の美 しさ
は37人、富士山の高さは26人であり、多くの児童が記述 していることがわか
る。ここからわかることは、児童は、まず、美 しい富士山の姿について、作者
に語らせていることである。作者の語つた内容について、自分の立場から質問
したり同意 したりしながら、話を展開していることが考えられる。
「歌の中で示された富士山像」の項 目は、ほとんど作者の立場から書かれて
いる。それ らは、これまでの児童の認識にはなく、学習で新たに身につけたも
のである。児童は、新たな認識を、作者の立場に立って書いているのである。
それに対して、「現代の富士山」の項 目は、圧倒的に自分の立場からである。世
界文化遺産の項 目が 30人であり、話題にしていた児童が多かつた。ここから、
作者が歌の中の富士山像を語つたことに対 して、自分の立場で世界文化遺産に
なつたことを作者に報告 したとい う構造を、読みとることができる。
「富士山への親近感」と「決意」の項 目は、両方の立場から書いている。こ
れは、どちらの立場からも、富士山へ誇 りや語 り伝えたいとい う決意を書いて
いるということである。つまり、作者だけでなく、自分の立場 として、富士山
への誇 りや語 り継ぎたいとい う決意を書いていたのである。
以上のことをまとめると、典型的な作品構造としては、①→②→③のように
話が展開する作品が多く見られた。
① 美しい富士山の姿について話題になる。
② 昔の富士山の神秘的な姿と、今の富士山が世界文化遺産に認定されたことを、作者と自
分と、それぞれの立場から報告し合う。
③ 富士山を語り継いでいきたいという思いを、両者で共有する。
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(2)児童の創作した作品例
次に、児童の創作した作品のうち、特徴的な例と分析結果を示す。
[富士山の神秘性を表現している例]
S児(1-14)は、富士山の神秘性を中心に表現 している。高橋虫麻呂とS児
(1-14)の会話の中に、「神秘的」とい う語が繰 り返 し出てくる。作者の考える
神秘的な山に対 して、S児(1-14)が同意 しながら、話を展開している。虫麻
呂の言葉の中に、「鳥も飛べず、雲も進めない」とい う部分がある。この部分に
ついて、多くの児童は、富士山がそれほど高いことを示 していると読みとつて
いた。 しかし、S児(1-14)は、これを富士山の高さからだけではなく、神秘
的な山だつたからと捉えている。富士山の発する神秘的な雰囲気ゆえに、鳥も
雲も進めなかつたとい う読みである。S児(1-14)が、神秘性にこだわつて表
現していることがわかる。
S児(1-14)の作品
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鳥も飛べず、雲も進めない様子を、
富士山の高さでなく、神秘的な山
であるからと捉えている。
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[語り継ぐ姿を表現している例]
K児(2-8)は、赤人の「語 り継ぎ 言ひ継ぎいかむ」の思いを想像 し、表現
している。第 1時で、富士山は昔から多くの文学作品の題材 として取 り上げら
れてきたことを学習 した。K児(2-8)は、その姿が、赤人が語 り継いでいこう
と願つた具体の姿であると捉えた。 さらに、現在、世界文化遺産に認定された
ことも、昔から語 り継がれてきた結果だと考えている。K児(2-8)が、最後に、
「富士山がもつと有名になるよう、がんばります。」と、赤人の言葉を受けて、
決意を述べている。これは、単なる有名にしたいとい う内容ではなく、昔から
語 り継がれてきたことの延長として、自分も語 り継いでいこうと考えているの
である。
K児(2-8)の作品
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富士山が昔から、多くの作品題材
になつてきたことを、「語り継ぎ
言ひ継ぎいかむ」の思いが実現し
た姿だと捉えている。
語り継いできた結果、現在、世界
文化遺産に登録されたのだという
豊かな想像をしている。
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[富士山の文化的価値に誇 りを感 じ、大切にするとい う決意を表現 している例]
○児 (2-7)は、まず、虫麻呂の視点で富士山の情景を語 り、「日本の象徴」
「神の山」と語る。 しかし、それは昔の話で、現在は変わっていないかと問い
かける。その問いかけに対 し、「昔からの文化を壊 した りしません。今、生きて
いる私たちの宝」と答える。虫麻呂が○児 (2-7)自身の決意を引き出すような
構造になつている。昔からの文化を大切にしたいとい うO児(2-7)の思いを読
みとることができる。
(3)まとめ
全体の傾向では、美 しい富士山の姿だけでなく、誇 りや大切にしたいという
思いまで記述 していた。また、児童の作品例を見ると、自分の視点や作者の視
点で、富士山の神秘性、富士山に対する誇 り、大切にしたいとい う思いを述ベ
ている。この結果は、地域教材 として富士山の和歌を扱つたことが有効であつ
たことを示 してお り、研究仮説Ⅱが支持されたと考えてよいだろう。
0児(2-7)の作品
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虫麻呂の立場から、富士山の情景
を語り、「日本の象徴」「神の山」
と述べている。しかし、「それは
昔の話」だと問いかけている。
虫麻呂の問いかけに対して、「昔
からの文化を壊したりしません。
今、生きている私たちの宝」と答
えている。
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第5項 単元を通しての児童の感想
単元終了後、単元を通してどのようなことを考えたのか振り返りを行つた。
その目的は、単元終了後の児童の意識を探り、研究仮説が支持されるかを検証
するためである。方法は、児童の記述をもとに、内容の要素を抽出し、児童の
感想を類型化 していつた。複数の項 目について記述 している児童は、それぞれ
の項目に分類 した。表 3-20は、児童の記述内容を分類 した結果である。表の中
にある△印は否定的内容、○印は肯定的内容を示 している。なお、全児童の記
述内容を分析 した結果は巻末資料に示す。
表3-20 児童の感想を分類した結果
要 素 人 数 割合
創作について ○作者の心情がわかつた 18人 31%
○創作は楽しい 14人 24%
○作者にな りきることができた 14人 2496
○作者が身近になった 10人 17%
△創作は難 しい 15人 26%
富士山について ○昔から語 り継がれ親 しまれてきたことがわかつた 16人 28%
○新しい知識を得た 15人 26%
〇富士山が身近になつた 13人 22%
〇富士山の美しさに気付いた 13人 22%
○興味・関心が広がった 11人 19%
〇富士山に誇りを持つた 8人 14%
○大切にしていきたいと思つた 6人 10%
○作品を身近に感 じた 5人 9%
△富士山に関心がなかつた 12人 21%
△教材が難 しい 3人 5%
授業全体について ○授業が楽しかつた 8人 14%
○古典の大切さを感じた 8人 14%
○力がついた 2人 3%
△学習の意義を感 じない 3人 5%
△書く量が多く大変だつた 2人 3%
(1)創作について
15人(26%)の児童が創作の難 しさを感 じていた。 日記を創作する学習は、
実践授業 Iに引き続いて2回日であるので、活動の見通 しは持つことができて
いた。だから、難 しさを感 じた要因は、創作とい う活動自体ではなく、作者の
見た情景や心情を想像できるか不安という内容面が大きいだろう。
しかし、創作の難 しさを感 じた 15人の児童のうち、13人は、晴J作は楽 しい」
「作者になりきることができた」「作者の心情がわかった」などの肯定的内容も
同時に記述 していた。つまり、当初は難 しいと感 じていたが、学習が進むにつ
れて難 しさがなくなり、肯定的な気持ちに変わつていつたことがわかる。大多
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数の児童は、創作をすることで、内容を理解したり、創作の楽しさを感じたり、
作者に親近感を感じたりしたといえる。ただし、創作の難しさを感じたままの
児童も2人おり、無理なく創作をさせるための手立てが必要であつた。
創作について、肯定的内容 (表の中の○印)を記述している児童は、実人数
で、34人(59%)だつた。「作者の心情がわかった」「作者になりきることがで
きた」「作者が身近になつた」と、作者とのつながりを述べた内容が多かつた。
このことから、創作活動は、作者との距離を縮めるうえで有効であつたことが
わかる。
(2)富士山について
12人(21%)の児童が、当初は富士山に関心がなかつたと記していた。その
内容は、「あまり関心がなかつた」「深く考えたことがなかつた」というもので
あった。ただし、これは、授業前の意識について記述したものであり、12人す
べてが肯定的内容を同時に記述している。つまり、授業前は、富士山に対して
あまり関心がなかつたが、学習を経て肯定的内容に変わつていつたということ
である。富士山について、肯定的内容 (表の中の○印)を記述している児童は、
44人(76%)おり、多くの児童が富士山に対して、肯定的な気持ちを持つてい
ることがわかる。
富士山に対して児童が感じている内容は幅広い。それほど多くのことを感じ
たのだろう。富士山ついての肯定的内容 (表の中の○印)をまとめてみると、
次のようになる。
【富士山について新しい認識を持つた】
昔から語 り継がれ親しまれてきたことがわかつた
新しい知識を得た
富士山が身近になつた
富士山の美しさに気付いた
作品を身近に感じた
【富士山に誇りを持つた】
富士山に誇 りを持つた
【受け継ぎたいという気持ちを持つた】
興味 。関心が広がった
大切にしていきたいと思つた
様々な段階で富士山について考えていることがわかる。この中で、「富士山に
ついて新 しい認識を持つた」に含まれる記述内容は多岐にわたる。また、記述
している児童の人数も多く、「昔から語 り継がれてきたことがわかつた」が 16
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人 (28%)、「新 しい知識を得た」が 15人(26%)、「富士山が身近になつた」が
13人(22%)、「富士山の美 しさに気付いた」が 13人(22%)、のようになつて
いる。地域教材 として富士山の和歌を学習 したことで、多くの児童が富士山に
ついて新 しい認識を持つことができたと感 じている。地域教材を学習する効果
の一つである。
一方、「富士山に誇 りを持つた」「受け継ぎたいとい う気持ちを持つた」に含
まれる記述内容は、富士山に誇 りを持つた児童が8人(14%)、興味・関心が広
がつた児童がH人(19%)、大切にしていきたいと考える児童が6人(10%)
いた。これ らは、新 しい認識を持つた段階から発展 した次の段階だといえる。
富士山に対 して新 しい認識を持つだけではなく、富士山に誇 りを持ち、大切に
していきたいとい う思いを持ち始めていることの表れだと考えられる。以下、
それぞれの項 目に該当する主な記述例を示す。
「富士山に誇りを持つたJに該当する記述例
。富士山のある静岡県で産まれてよかつたな、と思いました。歴史と文化がたくさんあって
富士山をほこりに思います。(1-14)
。山部赤人の作品で、「語 りつぎ言いつぎいかん富士の高ねは」とあつたので、私達は、日
本人として富士山をほこりに思つて、大切にしていかなければならないんだな。というこ
とを感 じました。 (1-22)
。これからもいろいろな考えが生まれ、歌、本などで出されて世界中でそれらが読まれてい
くと、世界中の人々が 日本の富士山に感動 してくれるとなるとすごくうれ しいです。
(2-11)
『興味・関心が広がつた」に該当する記述例
。この学習をやつて、富士山について、詳しく知ることができたし、自分も、虫麻呂さんや
赤人さんのように、富士山の詩や歌を作つてみたくなりました。(1-10)
。この学習をしてから「富士山」という身近にある高い山に、深く興味を持つようになりま
した。富士山に関する別の古典も少し調べてみたいなぁと思いました。(2-8)
・山部赤人さんや高橋虫麻呂さんの歌についてまだ、家族にくわしくは話していないので、
これからたくさん話したいと思つています。(1-6)
「大切にしていきたい」に該当する記述例
。富士山は赤人の認めた美しさなのでこれからもきれいにしていきたいです。(1-3)
・千三百年も昔から大切にされてきた富士山をごみの問題とかを無くして、大切にしていき
たいと思いました。(2-21)
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(3)授業全体について
授業全体について楽 しかつたと感 じている児童が8人(14%)おり、創作が
楽しかつた児童が 14人(24%)いた状況を合わせると、多くの児童が楽 しみな
がら授業に取 り組んだ様子がわかる。また、古典の大切 さを感 じた児童も8人
(14%)いた。 どのような点が大切なのかは書かれていないものの、本単元に
とどまらず、古典の学習の大切さを感 じる姿も見られた。
しかしその反面、学習の意義を感 じない児童が3人(5%)、書 く量が多く大
変だと感 じた児童が2人(3%)いた。ワークシー トの改善など、指導上の課
題を改善していく必要がある。また、古典学習の意義を感 じさせることについ
ては、2単元の実践だけでは、学習の意義まで感 じにくかつたことが考えられ
る。意義を感 じることのできる単元構成を工夫 し、継続 して指導 していくこと
が必要である。
(4)まとめ
創作について、当初感 じていた難 しさがなくなり、創作の楽 しさや意義や効
果を実感 している児童が多かった。創作活動が有効であつたことを示 してお り、
研究仮説 Iが支持されたといえるだろう。
富士山について、授業前はあまり関心がなかつた実態が見られたが、地域教
材を学ぶことで、多くの児童が富士山に対 して新 しい認識を持つことができた。
また、富士山に誇 りを持った り、大切にしたいと思つた りする児童も見られた。
地域教材 として富士山の和歌を学習 したことが有効であつたことを示 している。
研究仮説Ⅱが支持 されたといえるだろう。
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第5節 実践授業 Ⅱの成果 と課題
第1項 仮説 1について
(1)分析結果のまとめ
分析結果を整理し、研究仮説が成り立つかどうかを検証する。
研究仮説 I
古典作品を題材に創作する活動を取り入れた単元を構成することにより、作者を追体験
することができ、作者に共感的な気持ちを持つことができるだろう。
1.質問紙調査
「4.私は、古典を学習することで、昔の人のものの見方や考え方を想像す
ることができる。」に対 して、変容が見られた。昔の人の見方や考え方を想像で
きるようになつたと感 じていることがわかる。
2.振り返 リカー ド
日記の創作を行つた第5時で、作者に共感的な気持ちを持つている記述が大
幅に増加 した。架空対談記事を創作した第6時も、第5時と同程度の数値だつ
た。児童の記述内容には、創作を通 して作者になりきることができた、実際に
会話 しているようだつたなどの記述が見られた。このことから、創作すること
で作者に共感的な気持ちを持つことができたことがわかる。
3.作品「歌人の 日記」
ほとんどの児童が、共感的な思いを持ちながら創作 していた。児童は、現代
語訳に書かれていない情景や心情や状況を具体的に想像 していた。このことか
ら、作者に共感的な思いを持って創作 していたことがわかる。
5、 単元を通 しての感想
創作について、当初感 じていた難 しさがなくなり、創作の楽しさや意義や効
果を実感 している児童が多かつた。児童は、創作によつて作者 との距離が近く
なつたと感 じている。
以上の結果から、研究仮説 Iは支持されたと考える。
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(2)成果と課題
〈成果〉
○日記や対談記事を創作することを楽 しんでお り、抵抗感を持つことなく学習
に取り組むことができた。
○創作活動を取 り入れることで、作者になりきつたり、作者 と対話 したりしな
がら、見ていた情景や心情を想像することができた。
○情景や心情を表現する時に、臨場感を持たせるため、五感表現や擬態語など
の表現技法を効果的に使 うことができた。
(課題〉
▲当初、創作が難 しいと感 じた児童や、書く量が多かったと感 じた児童がいた。
ワークシー トの内容や記述量に課題があつた。考えさせる要点を絞って、ワ
ークシー トを簡略化 し、児童が負担を感 じないような指導法を考えていく必
要がある。
第2項 仮説 Ⅱについて
(1)分析結果のまとめ
分析結果を整理 し、研究仮説が成 り立つかどうかを検証する。
研究仮説 Ⅱ
地域に関係のある古典作品を教材として取り入れた単元を構成することにより、学習者
が作品を身近に感じることができ、さらに地域に誇りを持つことができるだろう。
1.質問紙調査
「6。 私は、地域に伝わる古典について知つている。」に対 しては、変容が見
られた。しかし、「5。 私は、古典を学習することで、古典作品を身近に感 じる
ことができる。」に対 しては変容が見られなかつた。児童は、古典作品を身近に
感 じているかどうかは、明確な結果を得られなかつた。
2.振り返 リカー ド
地域教材によつて作者を身近に感 じたり、地域の文化を再発見 し、誇 りを持
つことができた りした記述も見られる。地域教材を活用することの一定の効果
があつたことは うかがわれる。 しかし、全体を見ると、振 り返 りの中で継続 し
て記述 している児童は少なく、地域教材が有効であつたかどうかは明確ではな
い。
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4、 作品 「歌人との対談」
全体の傾向では、一般的な富士山の姿だけでなく、誇 りや大切にしたいとい
う思いまで記述 していた。児童は、作品の中で、自分の視点や作者の視点で、
富士山の神秘性、富士山に対する誇 り、大切にしたいとい う思いを述べている。
この結果は、地域教材 として富士山の和歌を扱ったことが有効であつたことを
示している。
5、 単元を通 しての感想
富士山について、授業前はあまり関心がなかつた実態が見られたが、地域教
材を学ぶことで、多くの児童が富士山に対 して新 しい認識を持つことができた。
また、富士山に誇 りを持つた り、大切にしたいと思つたりする児童も見られた。
地域教材として富士山の和歌を学習 したことが有効であつたことを示 している。
以上の結果から、研究仮説 Ⅱは支持されたと考える。
(2)成果と課題
〈成果〉
○地域に関する教材を学習することを楽しんでお り、抵抗感を持つことなく学
習に取 り組むことができた。
○地域に関する教材を学習することで、作者や作品に身近な気持ちを感 じるこ
とができた。
○地域に関する教材を学習することで、地域の文化的価値を再発見 したり、地
域に誇 りを持つたりすることができた。
(課題〉
▲ 「万葉集」中の富士山の和歌を教材 として扱 うことの成果を得ることができ
た。しかし、「万葉集」以外にも、多くの作品があり、教材化の可能性を残 し
ている。児童の実態を見極め、教材化を進めていく必要がある。
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第 1節 研究の成果
学習指導要領が改訂されて、古典の学習がますます重視されてきている反面、
学習者の古典離れの意識は小さくない。このような状況の申で、本研究では、
学習者と古典との間にある距離を縮めるための有効な手立ての一端を明らかに
することを目的とした。
まず、学習者と古典の間にある距離がどのようなものであるかを考えた。学
習者と古典の間には、言語面でも内容面でも大きな距離がある。しかし、最も
大きな距離は、「古典は、遠い昔の話である」「古典は、どこか遠い場所の話で
ある」という心理的な距離が、古典を親しみにくくさせている要因だと考えた。
この距離を、時間的距離、空間的距離だと仮定し、二つの距離を縮めるための
手立てを探つていつた。
時間的距離を縮める手立てとして創作活動を、空間的距離を縮める手立てと
して地域教材を考えた。そして、二つの手立ての有効性を明らかにするために、
次の仮説を立て、授業を設計した。
【研究仮説 I】 時間的距離を縮めるための視点
古典作品を題材に創作する活動を取 り入れた単元を構成することにより、作
者を追体験することができ、作者に共感的な気持ちを持つことができるだろ
う。
【研究仮説Ⅱ】空間的距離を縮めるための視点
地域に関係のある古典作品を教材 と
り、学習者が作品を身近に感 じるこ
ができるだろう。
して取 り入れた単元を構成することによ
とができ、さらに地域に誇 りを持つこと
【研究仮説 I】 創作活動について
実践Iでは、二つの創作活動を行つた。芭蕉の俳句を作者の立場に立って日
記を書く活動と、学習者の立場から作者へ手紙を書く活動に取り組んだ。日記
では、児童は、作者になりきつて創作することを楽しんでいた。作品分析の結
果から、児童が、作者の心情や見ていた情景を想像しながら、創作することが
できたことが明らかになつた。作者に共感的な気持ちを持つことができたとい
える。手紙では、学習内容をもとに、作者に呼びかけながら手紙を創作するこ
とができた。しかし、手紙という形式が相手からの反応を求めないものである
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ため、学習者の思いを一方的に述べたものになってしまった記述が見られた。
作者の視点と学習者の視点の両方を往復するような創作活動の手立てが必要で
あった。
実践Ⅱでは、奈良時代の歌人の立場に立って日記を書く活動と、学習者 と作
者の両方の立場に立つ架空対談記事を書く活動を行った。 日記では、作品分析
の結果から、実践 Iよりも、作者の心情や情景を具体的に想像 している記述が
増えた。五感表現を使つたり擬態語などの表現技法を使ったりして、作者に共
感 している記述が多く見られた。架空対談では、学習者 としての視点と作者の
視点を往復 しながら創作し、実際に作者と話 しているようだと感 じた児童も多
く見られた。ただし、当初、創作が難 しいと感 じた児童もお り、ワークシー ト
の内容や記述量に課題があつた。
実践 Iと実践Ⅱの結果から、創作活動によって、作者を追体験 し、作者に共
感的な気持ちを持たせることができ、創作活動の有効性が明らかになった。
【研究仮説Ⅱ】地域教材について
実践 Iでは、島田に関係のある松尾芭蕉の俳文及び俳句を教材 とした。振 り
返 リカー ドの記述を分析することで、芭蕉の俳句を学習 し、作者に対 して身近
に感 じたり、地域の文化的価値を再発見した りしていることが明らかとなつた。
児童が生活 している地域と芭蕉の関わりが深かつたため、地域教材 としての芭
蕉の俳句の効果は高かつた。地域教材の有効性をさらに明らかにするため、市
や県など、地域を広げて考えることは可能であるかとい う課題を持つた。
実践Ⅱでは、静岡県という広い地域で考え、万葉集の中の富士山に関する和
歌を教材 とした。児童は、当初は、富士山について特別な関心はなかったが、
歌の中で詠まれている富士山の姿を学習する中で、富士山についての新たな認
識を持ち、誇 りや大切にしたいとい う思いを持つ姿も見られた。地域教材 とし
ての富士山の和歌は有効であることが示された。ただし、地域教材を扱 うだけ
では十分ではなく、どのような学習活動と組み合わせるのかが大切であり、教
材を吟味していく必要がある。
実践 Iと実践Ⅱの結果から、地域教材によって、作者や作品を身近に感 じ、
地域に誇 りを持つことができたことが明らかになった。
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第2節 今後の課題
今後の課題として、次の3点が挙げられる。
①6年間を見通した検証
②多様な表現につなげる授業の設計
③地域教材のさらなる開発
①6年間を見通した検証
本研究では、第6学年での実践を通して検証し、学習者と古典との距離を縮
める手立ての有効性について成果を得ることができた。しかし、伝統的な言語
文化に関する事項の指導は、系統的に古典に親しませることが大切であり、他
学年での検証もしていく必要がある。低学年や中学年で想定されている教材や
学習活動においても、古典世界との距離を縮めることができるのかを明らかに
していく必要がある。
②多様な表現につなげる授業の設計
本研究では、創作活動を「書くこと」に関連する創作に絞つて実践した。し
かし、「話すこと・聞くこと」や「読むこと」に関する表現活動にも広げること
はできる。古典の内容について話し合つたり、群読や朗読劇をしたりする実践
もある。多面的に古典に接することができるようにするため、「書くこと」以外
の表現につなげていく授業も設計していく必要がある。
③地域教材のさらなる開発
本研究では、芭蕉の俳文・俳句と、富士山の和歌を教材として開発した。し
かし、これ以外にも、地域教材として開発できる作品はある。例えば、同じ富
士山でも、別の作品から考えることはできるし、地域の民話を教材化すること
もできる。地域にある文化的価値も、指導者がその意義を見出し、教材化して
いかなければ、学習者も接することなく過ぎてしまうこともある。学習者の実
態を踏まえて、絶えず教材を開発していくことが必要である。
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【資料 1】 実践I 教材 (「島田の時雨」現代語訳)
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【資料1】 実践I 教材 (俳句一覧)
繊 田二区選 C飛ヾ 楽叫細延Cさや
・料CNC(型コ曜二督コミ埜―
・曜里蝉Y眠楓瞑爛」寒C襲
・裡禦―Y NttN僕´゛卜ヾヤ昭経
・曜拇里黒´゛り歯昭C《珠頁
・S腐繊キ翼 嬰 ゛終Cや6
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・1皿里悩製Ⅲ継椰案′゛二螺中大
・劇瞑rc倒ボ掏毅Nヤ《未頁
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【資料2】 実践I 学習指導案「芭蕉になつて日記を書こう」
第6学年国語科学習指導案
指導者 山城拓也
1 日時
2 場所
3 単元名
羽成25年6月
6年書筵室
芭蕉になつて日記を書こう
本単元で身につけさせたい力
・古典作品の内容に親しみながら、 日記形式の文章を創作しようとすること。 (関心・意欲・態度〉
・古典について解説した文章を読み、昔の人のものの見方や感じ方を知ること。
〈「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」ア (イ)〉
5 単元目標
・芭蕉の俳句や前書きの現代語訳を読み、芭蕉が感動した情景を考え、想像をふくらませながら、芭蕉の日記
を創作しようとしている。〈関心・意欲・態度〉
・芭蕉の俳句や俳文の現代語訳や解説した文章をもとに、旅先での光景に驚く気持ちやもてなしに感謝する気
持ちに気付くことができる。 (「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」ア (イ)〉
6 単元の構想
(1)単元について
松尾芭蕉と島田市のかかわりは深い。芭蕉は生涯で三度島田宿を訪れている。最初は貞享元年8月「野ざらし
紀行」の旅の時、 2回日は元禄4年10月、3回日は元禄7年5月である。元禄4年と元禄7年の旅では、芭蕉
は島田宿の塚本如舟という川庄屋を務めた邸に宿泊している。元禄7年の旅では大井川の川止めの影響もあり、
島田に4日間滞在している。そのため、島田に縁のある芭蕉の俳句は多く、芭蕉句碑も10箇所ある。近隣市町
と地較しても、その数は多い。
「するが地や花橘も茶の匂い」からはお茶の産地の情景が、「さみだれの空吹おとせ大月 ||」「馬方はじらじ時
雨の大井り||」 からは急流大井り||に対する思いが伝わってくる。また、「ちさはまだ青葉ながらや茄子汁」「やはら
力ヽ こたけよ今年の手作麦田植えとともにたびの朝起」という俳句や連歌からは、もてなしに感謝する気持ちが伝
わつてくる。「島田の時雨」や書簡と合わせて読むことで、温かい交流をしていたことを感じられるだろう。地域
の魅力を再発見することや芭蕉に対して親しみを感じることにつながつていくに違いない。
小学校第3学年及び第4学年で、短歌や俳句を音読したり暗唱したりする活動に取り組む。また、中学校第 3
学年で、「奥の細道」を学習する。学習の系統性から考えても、この時期に本単元を学習することは自然である。
島田宿と芭蕉のかかわりについて知り、芭蕉を身近な存在だという認識を持つことができれば、「奥の細道」の学
習でも、「どこか遠い場所の話」ではなく、意欲を持って学習することにつながるだろう。
(2)本単元に対する児童の様子
島田第二小学校の学区には旧東海道 (本通り)が通り、塚本如舟邸跡や宗長庵跡も学区のすぐ隣りである。か
つて芭蕉が訪れた場所は、現在、児童の行動範囲である。しかし、芭蕉と島田の関わりについて知っている児童
は、ほとんどいないように感じる。「松尾芭蕉」という名前は聞いたことがあつても、どこか遠い昔の人というイ
メージが3資いように感じる。
児童は、第4学年、第5学年で伝統的な言語文化の教材を学習してきた。第4学年では短歌や故事成語や落語
を、第5学年では漢詩や竹取物語や平家物語などを学習してきた。音読を通して古典世界に触れてきたが、学習
に対する意欲に大きな差があつたようである。本単元に入る前に、アンケー トを行つた。「古典の学習は楽しい」
に対しての結果は次のようになった。
否定的な意見を持つ児童は、「言葉の難しさ」「内容の難しさ」「学習の意義を感じにくい」という理由が見られ、
親しみを感じられない児童も少なくないことがわかつた。
本単元では、児童と古典の間にある 印寺間的距離」「空間的距離」を縮め、古典世界への親しみを感じさせるこ
とをねらいとしている。具体的手立てとして、「書き換え」砒助場姉オの活用」をとる。「芭蕉になって島田を訪れ
た日の日記を書こう」という言語活動に取り組む中で、芭蕉の旅を追体験しながら、自分達の地域を見つめるこ
とになる。「300年前の人も今の人も同じようなことを感じているな」という共感的な思いを持たせたい。
そう思う とららかと,|え「ギそう■う ′ちらカセ言えばそう晋 ノ,い そう1諄)ない
古典の学習は楽 しい 15 (26%) 22 (38%) 9 (16%) 6 (10%) 6 (10%)
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【資料2】 実践I 学習指導案「芭蕉になつて日配を書こう」
7 推梓鋤能息 (6瞑霧昇初れ )ヽ
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※餞 翔 を和用 し
て、 渤 りヽやすく調
したし、
※草織などの旅装束の
実物を用意し、興味を
持たせ&
※事前に家庭学習で
「島田にある芭蕉句
痢 について、調べて
おく。
※島田と芭蕉の関わり
の深さを感 じさせた
し、
※自然と暗唱できるま
で読ませたしヽ
※当時の旅は、現代の
旅とは異なり、危険と
隣り合わせだつたこと
を合わせて考えさせ
る。
※俳句の現代語訳を参
考にしノ渤 ら｀考える。
※感動の中′こ切 ど｀こに
あるのかを、五感から
考える。
※元禄7年の出来事以
外 (芭蕉の生涯や他の
作品のこと)も書いて
よいことを伝える。
・日認 こ書き換えたこ
とを踏まえて、芭蕉ヘ
の手紙を書く。もてな
しのきもちやん劇 ||や
茶の匂しヽ こ驚いた気持
ちを共感的に捉えさせ
松尾芭蕉について知る。
・松尾芭蕉のおおまかな略歴について知る。
・島田を3回訪れている。そのうち2回島田に宿泊している。
・江戸時代の旅の様子について、現代の旅と比較
して考える。
島田と関係のある芭蕉の俳句について知る。
・島田市に残されている芭蕉句碑を発表する。
・島田には8句の芭蕉の俳句がある。
・俳句の音読を毎時間行う。
・単元末の課題が「芭蕉になって日記を書こう」
であることを知り、学習の見通しを持つ。
島日の時雨を読み、芭蕉の気持ちを考える。
・現代語訳を読み、旅の疲れから解放されホッと
した気持ちや、如舟のもてなし●感謝する気持
ちをつかれ
・如舟はどのような気持ちで芭蕉をもてなしてい
たのか考える。
芭蕉の俳句を読みとる。
・4句(連歌1首含む)の俳句で、芭蕉はどんな
情景を見て、何に一番感動しているのかを考え
る。
・好きな句を1～2は ワークシー トに自分の考えをとめる。
・グルー プとう 相藪前する。
芭蕉の日記を実際に書く。
・4句の中から1～2句を選び、その俳句の出来事を中心に、日
記にまとめる。
・文体を考え、書力れ ていないことを橡像しながら書く。
手紙 睫床さルNを書く。
・互いの日記を読み合い、芭蕉が島田宿でどんな
ことを感じたのか考える。
・作者への手紙を書く。
・芭蕉の日記と手紙を全員分印刷し、冊子「島田
を訪れた日」として配布する。
ワー クシー ト
鏃
ワークシー ト
鏃
振り返り
ワークシー ト
際
振り返り
3
5
芭蕉について興味を持ち、学習
の見通しを計 2(関心・意ま・
鯛
芭蕉句碑について、調べてきた
ことを進んで発表している。個
心・意欲・醸
芭蕉
…
F文凋 燭簡訳や
解説した文章をもとに、もてな
しに感謝する気持ちに気付いて
いる。
帷 約的な言語文イヒと国語の
特質に関する事項 ア に )〉
芭蕉が心を動かされた島田の情
景や如ルのもてなしに感謝する
気持ちを読みとる。
〈ル伝統的な言語文化と国語の
制 こ腱する輸 ア (イ)〉
芭蕉の俳句を日記形碍こ書き換
えることを通して、芭蕉力撼 じ
た旅先での光景に驚く気持ちや
もてなしに感謝する気持ちに気
付く。
作 絢的な言語文化と国語の
榊 こ関する輸 ア (イ)〉
芭蕉あての手紙を書くことを通
して、芭蕉に共感的な気持ちを
計 λ
〈「伝統的な言語文化と国語の
領 にけ る琴円閾 ア (イ))
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【資料 2】 実践 I 学習指導案「芭蕉になって日記を書こう」
8 本時について (1/6)
(1)本時の目標
芭蕉の生涯を紹介する視聴覚教材を見たり現代の旅と昔の旅を比較したりすることを通して、芭蕉の生涯や
旅の様子について知り、芭蕉について興味を持つ。 (「関心・意欲・態度」〉
(2)本時の展開
段階 学習活動 留意点 (※)支援 (◇)評価 (☆)
つ力む
知る
知 る
とま
る
め
○松尾芭蕉 とい う人について知らているか尋ねる。
・俳句を作った人だと思う。(「ビ機 、)
。「奥の細瞳」という本を書いた
。名前は聞いたことがあるけど、何をした人かよく知らなし、
松尾芭蕉はどんな人物なのか知ろう。
・伊賀 (二重県)に下級武士の子として生まれる。
・藤堂家に仕える。その影響0非句を作り始める.
。江戸に出て芭南庵に住むt
・ウF皆の中′と人物となつていき、「蕉風」を確立する.
・5つの大きな旅に出る。
・最後の旅に出て、51歳で亡くなる。
※松尾芭蕉について知っていることを出させ、芭
蕉についての学習をするという雰囲気作りを
する。
◇プレゼンテーションを利用して、写真や図を中
心に、芭蕉の大まかな略歴について説明する。
※プレゼンテーションでは、芭蕉が3回島田を訪
れていることは深くは扱わないこととする。授
業の最後に、芭蕉と島田の関わりについて知ら
せ、句碑調べの意欲につなげたし、
※「松尾芭蕉はどんな人力」について、グルー プ
で交流をする。「芭蕉について心に残つたこと」
について交流する。
☆芭蕉の人生について、心の残つたことを伝え合
うことができたハ (観察、ワークシー ト)
◇芭蕉の旅のイメージを持たせるため、現代との
比較をしながら示丸 項目ごとめくる形式にし
て興味を持たせる`
)
◇草疑や菅笠などの実物や写真を準備し、イメー
ジを持たせる(,
※現代の旅のようにレジャーではなく、嘲間t)お
金()か り、危険が伴う旅だということをつか
ませたし、
◇3度の訪間について、地図を示しながら、簡単
に説明する。
※家庭学習の課題「芭蕉の句碑探検」を提示し、
内容について説明する。
※「今日の授業でわかったこと」について振り返
りをする。
☆芭蕉について、興味を持つことができた力、帳
り返り)
・日本国中を旅していたところが印象に残つた
・俳句の世界では、芭蕉が中心となっていた
。なぜ多くの旅をしていたのだろう.
芭蕉の時代の旅 (江戸時代の旅)はどのような旅だつ
たのか知ろう。
昔の旅
徒歩 (1日平均35kID
約 15日間
旅籠・木賃宿 (当日に決0
毎日必要
草桂 (およそ 1日1足使う)
今の旅
自動車・新幹線・飛行機
新幹線で2時間20分
ホテル・旅館 (予約可能)
途中の宿泊費はなし
自由
手段
期間
宿泊
宿泊費
履物
芭蕉の旅は単なるレジャーではなかつた。
芭蕉は島田にも3度訪れており、多くの俳句を残している。
○振り返りをする。
芭蕉は大変な思いをしながら旅をしていたことがわかつた
有名な芭蕉と島田が関係があるなんて知らなかつた
どん樹 レ句を残しているの力気になる。
(3)本時の視点
芭蕉の生涯や旅について、視聴覚教材を利用したり現代の旅と比較したりすることによって、芭蕉の旅の様子
について興味を持つことができた力、
9
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【資料2】 実践I 学習指導案「芭蕉になつて日配を書こう」
8 本時について (2/6)
(1)本時の目標
芭蕉句碑について調べてきたことを発表し合うことを通して、島田市には多くの芭蕉句碑や縁のある俳句が
あることに気付き、「芭蕉になつて日記を書こう」の学習に見通しをもつて取り組もうとしている。(「関心・意
欲 。態山 〉
(2)本時の展開
離 響 渤 留意点 (※)支援 (◇)評価 (☆)
つ力む
ふかめ
る
まとめ
る
島田市にはどんな芭蕉句碑があるか発表しよう。
・やまら力ヽこたけよことしのコ陵
。するが地や花橘も茶の匂い
。宿かりて名を名乗らする時雨哉
・さみ帥 纂 と― lll
・馬方はしらじ時雨の大月‖
。ちさはま赫 ながら跡 計
。たはみては雪待つ竹の気色力亀
。道のべの木樫出弓にくはれけり
・馬に寝て残夢月遠し茶のけぶり
田植えとともに旅の朝起 敬画
島田にある芭蕉の俳句を知って、どんなことを感じ
ただろう力、
※家庭学習で取り組んできた芭蕉句碑探検をもと
に、調べてきたことを発表し合う。
◇事前に、誰がどのような句碑を調べ、どんな気
付きを書いてあるかを把握しておき、次の交流
に勧 洩
☆芭蕉句碑探険で、芭蕉の俳句を記入したり気付
いたことを書いたりして、きちんと取り組むこ
とができた力、 (ワー クシート)
※家庭学習で書いてきた「気づいたこと」や芭蕉
の俳句を出し合った結果をもとに、感じたこと
を書く。個人の時間を確保し、その後、グルー
プで交流をする。
※「島田にこんなにたくさんの俳句があることを
初めて知つた」というような素朴な意見を大切
にするとともに、りP旬の内容や如舟に対する気
付きや疑間があ翔ま 次につなげていきたし、
☆島田市にある芭蕉の俳句について、感じたこと
を伝え合うことができた力■ (ワー クシート、観
菊
※単元末課題を提示し、
せながら読んでいく。
次時以降、毎時間意識さ
※単元の大まかな流れ (時間数、学習内容)を示
し、学習のイメージを持たせる。
| ・島田市にこんなにたくさん芭蕉の俳句があるとは知らなかつた
| 。大却 ||に関するツト句が2句ある。期 llに興味があつたのだろう力、
| ・「さみだれの」は2カ調こあるから有名な俳句なのだと思う。
| 。り0り旧味」など、島田に関係があるものをテーマにしている。
| ・芭蕉はなぜこんなにたくさんの俳句を残したのだろう。
| 。「ちさはま油 だけ俳句ではなくて、塚本如舟と二人で短歌を作って
| いる。
|・
…
家に芭蕪!調ルしているようた
芭蕉は塚本如舟の家を訪れ、2回宿泊している。
島田で感動したことを俳句に詠んでいる。
○単元末課題を提示する。
「芭蕉になって島田を訪れた日の日記を書こう」
○振り返りをする。
| ・島田と芭蕉が関係があることがわかつた
| ・自分たちの家の近くに芭蕉が泊まっていたと考えると、不思議な気持
: ちがする。
1 ・り帥 意味を知りたくなつてきた
(3)フト熙賓D参議黒
島田にある芭蕉の非句について気付いたことを交流し合うことで、芭蕉と島田の関わりに気づき、学習に興味
をもつことができた力、
10
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【資料2】 実践I 学習指導案「芭蕉になつて日配を書こう」
8 本時について (3/6)
(1)本時の目標
「島田の時雨」の現代語訳を、「寒さ」唆れ」「感謝」を表す叙述に注目しながら読むことを通して、旅の疲
れから解放されて落ち着いた気持ちや如舟のもてなしに感謝する気持ちに気付くことができる。(「伝統的な言
語文イロ〉
(2)本時の展開
段階 学習活動 留意点 (※)支援 (◇)評価 (☆)
つ力む
ふかめ
る
ま とめ
る
○芭蕉の句8句を音読する。
○「島田の時雨」を音読する。
・一斉読み、追い読み、交替読みなど
○「島田の時雨」の場面を確認する。
・芭蕉48歳の時、京都から江戸への流
。10月下旬、如舟の家に宿泊。
芭蕉は、如舟の家に着いた時、どのような気持ちだ
ったのだろう力、「島田の時雨」から読みとろう。
※芭蕉の句の音読は、毎日間尉防に行い、自然に暗
唱できるようにしたし、
※様々な種類の音読を行い、古語や古嚇 遣い
に慣れさせる。
※「時雨」「化しい」という言葉の意味とともに、
10月下旬であることを、きちんとおさえたし、
◇「囲炉裏」「行灯」「矢立」の写真を提示し、イメ
ージを持たせる。
※「如舟邸に着いた直後」「しばらくした後」という
視点を示しておき、芭蕉の気持ちの変化をつかま
せたし、
※全体での交流の前に、力‐ プでの交流の時間を
設定し、自然な意見の交流ができるようにしたしヽ
※如舟の思いを考えることで、もてなしに対する芭
蕉の感謝の気持ち力ヽまっきりしてくる。如舟の思
いが出されたら、整理してまとめたし、
1蠍瞥N導ぅ… |
IW=:∬1
?
?
?
?
?
?
?
?
ヮ
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
寒き
しぐれ
炉畝 塑晟 てヽ
濡れた着物をあぶり
湯を汲んで
。公
“
D雨1轍ιK"ぎレヽと嬌]う
`
・暖房はなし渤 らヽ火働 す
。鋼まないのゞ、
:   轟
|“ι丼■は,日を求め
| 夕熱α月3ル
｀
| 。その日に宿を決めているの
: で、決まったらホッとする。
| ・断られることもあるかもし
| れなし、「田舎へ拍まろう」
| みたしヽ
・私も寒しN時に温かい飲み物 : ・京から江戸の旅で、歩き通
― とホッとする。   : して、ちよう城 功 た｀ま
| つている。
やっとくつろぐことができた
いろいろと親切にもてなしてくれて
腹ばいになり
矢立を取り出して
・寒さと疲れから解放されて、落ち着いた気持ちになつた
。夜の料理もふるまつてくれたのではないか梶
・リラックスできているから、ホッとした気持ちになつている。
☆芭蕉の気持ちについて、自分の意見をワークシー
トに書くことができたハ (ワー クシート)
※「今日の授業でわかつたこと」について、振り返
りをする。
☆芭蕉が如舟のもてなしに感謝する気持ちに気付く
ことができた力、 (振り返りの調
○振り返りをする。
l ・芭蕉は温かいもてなしを受け |・島田市は芭蕉と関係があり、歴
| て、ありがたく思つた   1 史がある街だと思つた
|・芭蕉も如舟も、これで会うこと |
| は最後だと思つて接している。 |
(3)本時の視点
「島田の時雨」の現代語訳を、現代の旅と比較しながら読むことを通して、旅の疲れから解放されて落ち着いた
気持ちや如舟のもてなしに感謝する気持ちに気付くことができた力ヽ
資料
【資料2】 実践I 学習指導案「芭蕉になつて日配を書こう」
8 本時について (4/6)
(1)本時の目標
自分の選んだ芭蕉の句を、芭蕉が最も心を動かされていることは何かを考えることを通して、島田の情景や
如舟のもてなしに対する感謝の気持ちを読みとることができる。 (「伝統的な言語文化」〉
(2)本時の展開
段階 学習活動 留意点 (※)支援 (◇)評価 (☆)
つ力む
ふかめ
る
ま とめ
る
○芭蕉の句8句を音読する。
○元禄7年の俳句を音読する。
一斉読み、交替読み
○俳句の季節や状況を確認する
・5月15日～5月18日(今の6月下旬)
。大井川の川止めのために、4日間滞在している。
芭蕉の俳句を、芭蕉はどのような情景に心を動かさ
れているのだろう力、五感で読み取ろう。
○読み取りの手引きの説明をする。
※8句の芭蕉の句をリズムを意識しながら音読し、
自湘こ暗唱できるようにしたしヽ
※本時で扱う俳句4句∝鋤u首含む)を、どのよ
うな内容なの力考えながら音読させる。
◇単元末課題「芭蕉になつて島田を訪れた日の日記
を書こう」を提示し、読むための目的意識を持た
せる。
※日記に取り上げる俳句の候補として自分が選んだ
2句についての読み取りをしていく。
◇「花橘 (み力んの仲間)」「ちさ (レタスの仲間)」
の意味や、「ちさ」「茄子」の季節を示しておき、
読み取りの参考にさせる。
※自分の体験と比較しながら読みとつている意見を
積極的に認めていきたしヽ
※個人で読み取りをした後、班で交流をする。班の
交流は、自分が選んでいない句についても、班員
が選んだ知ま、質問したり付け加えたりしながら
全員で読み取つていくことにする。
※班の交流の様子をつかみ、意見がまとまつていな
かつた句があれば必要に応じて、全体で交流する。
☆話し合しヽ榊 に参力Dしている力、 観
※最後に、自分の選んだ句について、修正や付け加
えをする。色を変えて い 消さずに修正するよ
うにする。
☆俳句について読みとつた自分の意見を、ワー クシ
ートにまとめることができた力、 (ワー クシー ト)
※「今日の授業でわかつたこと」について振り返り
をする。
☆芭蕉が心を動かされたことを読みとることができ
たれ  C辰り返り)
1手石:馘砥来あるい  |
|お茶の産地。白い躊″嘔劇  1首・茄nI口】
| ・新茶の季節の良い香りが漂つ | ・おいしい料理を出してく7L C
I てきている。お茶の香りが橘 1 感動している。
| の香りを上回つている。   | ・な力滝力溜 こ入らないものを
|お茶刺 副    1出 してくれているから、あり
| 。一面の茶畑の中を芭蕉が歩い | がたく思つていろ
| ている感じがする。     1首を青々としたまま旧・口1
1験河の国辺りに来ると鵬嗜   | ・見た日も新鮮な様子で、一層
: ・景色よりも香りの印象が強し、1 おいしく感じている。
|さみだれの空吹落とt吠郷II I却まら力ヽこたけよ挙 Ю 留 陵
|いづ晴れるとも層われない0呻1田植ぇとともにたびの朝起
| ・梅雨なので、じめじめしてい 1田はえ[目1
1 て、早く晴れて旅に出たいと | 。朝早くから働いている人を見
1 思つている。焦りもある。  | て、申し訳なく思つている。
1大剤‖-10・ 珀  1孵 くか韓 力Ⅷ
I ・大却 ||の濁流に空まで吹き落 | ・晴れた朝のさわや力滝天候で、
| としてほしいという祈りのよ 1 旅に出たいという気持ちが高
1  うな気持ち         | まつている。
○振り返りをする。
昔1まテレビもないので、その : ・島田市に来て、こんなに喜ん
土地でし力現 られないものに| でくれたなんて意外だつた
感動している。       | ・芭蕉は島田に来てよかつたと
如舟のもてなしがあつたから、1 思つている。
それ力幸わつている。    |
もてなしてくれる気持ちがう |
れしいことは、江戸時代でも |
今でも変わらなレ、     |
(3)外J寺嚇
自分の選んだ芭蕉の句を、芭蕉が「五感」でどのように感じ、何に心を動かされているのかを考えることを通し
て、島田の情景や如舟へのもてなしの気持ちを読みとることができた力ゝ
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【資料2】 実践I 学習指導案「芭蕉になつて日記を書こう」
8 本時について (5/6)
(1)本時の目標
芭蕉の俳句の現代語訳をもとにして、芭蕉の立場で島田宿を訪れた日の日記を書くことによって、芭蕉が島
田宿で心を動かされた情景や如舟のもてなしへの感謝の思いに気付くことができる。 (「伝統的な言語文化」〉
(2)本時の展開
段階 学習活動
????? (※) 支援 (◇) 評価 (☆)
つ力む
ふかめ
る
まとめ
る
○芭蕉の句8句を音読する。
○元禄7年の俳句を音読する。
一斉読み、交替読み
俳句をもとに、元禄 7年に島田を訪れた日の芭蕉
の日記を書こう。
○日記を書くための手引き (ポイント)を確認する。
※8句の芭蕉の句をリズムを意識しながら音読し、
自然に暗口昌できるようにしたい。
※本時で扱うりP句4句(連句 1首含む)を、内容を
思い出しながら音読させる。
※日記を書くための手引き
内容について      書き方について
日来イ●」|(なく女↓寺ちを■く―   文体を考える
想像して (■
'力
|えなが′,書く    ふさオつし,頼名を考える,
り1句を日.a・111…る.
※教師が伯成した別の場面の日記の一部 (元禄4年
「島田の時雨」)を示し、活動の具体的なイメージ
を持たせる。
※手引きをもとに書くためのポイントを確認する。
特に、「芭蕉になりきること」「言葉にこだわるこ
と」を意識させたし、
※ワークシー トに書く日記は下書き用とし、清書は
後から行うこととする。
◇つまづきに対して、左のような支援を行う。
☆芭蕉の日記を書くことができたか ,
(ワー クシー ト)
※グルー プで、下書き段階の交流をする。下書きが
完成していない場合は、書けたところまででもよ
いことを伝える。
※色を変えて (赤)修正するようにする。
※清書の時間がない場合には、下書きの修正までを
きちんとイれ 、ヽ清書は後日行うこととする。
☆話し合いをt)とに、芭蕉の日記を修正し、より思
いの伝わる日記に仕上げることができため、
(ワー クシー ト)
「今日の授業で考えたこと」について振り返りを
う~る。
俳句の現代語訳を参 |一通り書いたが、作文 |どうやって書き始
考に、芭蕉の日記を書 |のようになつてしま |めたらいいのかわ
いている。     |い、芭蕉の日記の.よう|からず、書くことを
|になっていなし、   |ためらつている。
「島田の時雨」など 。「わし」「…じゃ」 ・最初の言葉が指定
他の俳句の内容を挿 などの文体を使うよ されたワークシー
入できないか考えさ うに伝える。     卜を渡し、続きから
せる。        ・現代語訳に書かれ 考えさせる。
・工夫して書いてい ていない芭蕉の気持 ・前時に読みとった
る友せの作品を紹介 ちを想像して書くよ 芭蕉の気持ちを振
する。        う助言する。     り返らせる。
○書いた日記 (下書き段階)の交流をする。
同じ俳句を選んでいるのに、書き方が違っておもしろいヘ
参考にしたい表現があるな。
自分の日記を少し変えたいれ
○交流をもとに、下書きの修正をする
○清書をする。
○振り返りをする。
・書いているうちに、芭蕉の気 1 ・島田に住んでいるのに、私も島
持ちがわかるようになつてき 1田のよさは知らなかった
た             | ・3∞年以上も前に、この島田に
・∝Ю年以上前の人も、今の人と1芭蕉が来ていたことを知ると、芭
同じようなことを考えているこ 1蕉に少し興味が出てき7t
とがわかつた       |
(3)本時の視点
芭蕉の俳句を日記に書き換えることで、芭蕉が′とヽを動かされた情景やもてなしに対する感議‖こ気付くことがで
きた力、
13
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【資料2】 実践I 学習指導案「芭蕉になつて日記を書こう」
8 本時について (6/6)
(1)本時の目標
本時までに読みとつてきた芭蕉が島田宿で心を動かされた情景や如舟のもてなしへの感謝の思いについて、
3つの視点で芭蕉あての手紙を書くことを通して、芭蕉への共感的な思いを持つことができる。 (「伝統的な言
語文イb)
(2)本時の展開
難 響 渤 留意点 (※)支援 (◇)評価 (☆)
つ力む
ふかめ
る
まとめ
る
○芭蕉の句8句を音読する。
一斉読み、交替読み、できる部分を暗唱
○互いの日記を読み合い、これまでの学習を振り返
る。
学習してきたことを振り返り、芭蕉さんに手紙を
書こう。
○手紙を書くためのポイントを確認する。
※8句の芭蕉の句をリズムを意識しながら音読し、自然
に暗唱できるようにしたし、
※グンレー プで互しヽこ日記を読み、日記に書いた思しヽこつ
いて交流し合う。
※手紙を書くための手引き (3つの視0
|::1箇MittIIな
がら書C  I
:・相手の考えを想像して書く。             |
芭蕉への手紙を書 1芭蕉への手紙を書 |どのように手紙を
いているが、学摺内 |いているが、なぜそ :書いたらよいのか
容と関係のない内 |う思うのかが明確 |わからま 書くこと
容になつている。 |でなく、深まりがな |をためらつている。
しヽ
※清書用として書いていくこととする。大幅に修正したいとき
は、新しし細 こ書いていくようにする。
◇つまずきに対して、左のような支援を行う。
☆芭蕉に対して共感的■終 つ手紙を書くことができた力ヽ (ワ
ークシー ト)
※「今日の授業でわかつたこと」について振り返りをす
る。最後のIItrH5でぁるため、何人かの児童に発表して
もらい、振り返りの共有をしたしヽ
※芭蕉の日記と芭蕉への手紙は、全員分を冊子にまとめ
て、後日配布する。
○振り返りをする。
・芭蕉は昔の人だと思つていた | ・3∞年以上も前に、この島田
けど、昔の人も今の人も同じだ |に芭蕉が来ていたことを知る
と感じた        |と、芭藤に少し帥 油てきた
。時代を越えて、人は同じよう| ・芭蕉のように、私も島田のよ
なことを感じたり考えたりする |さを見つけていこうと思う。
ことがわかったら       :
(3)本J寺嚇
3つの視点を意識して手紙を書くことで、共感的な思いの手紙を書くことができた力ヽ
14
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【資料3】 実践I ワー クシー ト①
IEl無足姜OVm朧掏llE夕JASO EEL(
1くミ+ 曲 (
算製細無理純く姜くヽ姜C製い,い(° (※駅制)
算吠細黎せ0■V421尽0製ハリ利
和O終壼
勲噂3V pCミ役0製°
IElttCミ壼丼姜Ю p煙姜条0製°
綻裳ν
`ぐ
°
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【資料 3】 実践 I ワークシー ト (家庭学習用)
算咄細眠C口謹雖郭
1くミト 申 ( )
※ホ C懸(長嗽嬌羞埜■ヽ羅て ,ヽヾ
※姜くてV型V拘tOF量掏罹て当1ペ遺日讐」総Ю細緩C世掏継DV′知R姜拳ご築仰条城V■ЮOミ羅て→,ぼ
細無ご置継郷掏Dl‐′琢iFt O■ぅ卜Jタリ= Jヽ掏抑メリ,ぼ
蟻 嗽 F世里伸晨戚V`Ю細無OホF 蛛 嗜 ぼ織縣 £V… ホF
棋
:[
ネ賠言
夕薦[
費
隕 ネさ言莉
棋さ]
田
費隕 夕警言尿
夕鵞言 揉賠|靡
?
??????
?
?? 慎賠|晟
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【資料3】 実践I ワー クシー ト②
細無星姜OV皿羅掏llEIJlいΘ 駅   EL(
凛 申 (1くミ十
噸巨里£ЮttC卸最OV′勾ミ姜'嶼 つ製役でい(。 (※駅輔
真艘細睡壼′武田鯉C              O恭せ|1回映 DV`Ю°
≦製細機煙′摂O個性′          (          )掏熟
`V■
製°
丼IRC囃巡里麟S凛珈維闊
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【資料3】 実践I ワー クシー ト③
IEl無星姜OV皿膿伸抑入J人い〇 駅 □ (
1くミ|
回継壼′ミ去CRせ撫■型世′匈C葛い冬嵌糞゛役ONC製0い(°「武田C世[」 (D潟ぐ匈い,ド (※駅‖m)
○性榊pll口熙O極き掏脳 ■・ペ
世E
選D■
【ミC翌⊃・ lJ】
区コ星駆卜ヾ 1‖E駅
,ヽトリ,り(・1〔ヽ梶,t()い,51:Ю細眠 (こ)琢糞゛
巨壷]」ロトつ巾Illk
虫C V´響⊃せ鞍DV′細縦壼純C いヽ」呻OV■Q(°
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【資料3】 実践I ワー クシー ト④ (表面)
細無星轟9Vm朧掏llEIJAい③ 駅
製  蜘
匝 (
(1(貯
皿α築幽ミ製細機Oきご里O■V′ 細機壼純C■い轟撃眠2■゛ 懇(拘黙V`pC条′H億V編で匈で'べ (※駅期
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【資料3】 実践I ワー クシー ト④ (裏面)
きFO稲ぐ却SI回EEE
皿像換躙R型きF
駅 Ⅸ‖■O峨 皿へO榊'R
ホCO編総利SII回皿 (黙輝OSOS円ヤ=む民
ぺ)
割 十"ぐ申畔Jヨ10m口熙 聰 OttR
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【資料3】 実践 I ワー クシー ト⑤
IEl縦星轟OVm膿勲llEタリスい〇  駅  匝(  )
1くせ 粟 申 (
細眠Cもご掏´剰」″1騨せせ遺田掏経城製EIC II終勲きD姜終゛仰夕Jlぺ (※駅船
v製OO訃悪
[【く星O■V]
|′ ヨ米締役むP姜V′琢北゛苺細夕Jおぼ
紅蜘聯ぎ やC世匈R姜タリ匈掏
"`′
1陣R′ 億つ■
`製
C(掏鞭軽D`判縦Cほ主゛ 掏仰タルペ
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【資料3】 実践I ワー クシー ト⑤ (日配用紙)
細無星姜OV皿朧伸抑ムJAい◎  駅  匝(  )
1くせ 凛 申 (
【勾CH'い姜メリ苺掏HК⊃VlllE■製条】
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【資料3】 実践 I ワー クシー ト⑥
細無星姜OV皿朧掏llEAJ■い◎ 駅 EEL(
1(↓ 璽 曲  (
朴帥DV和製タリ測勲蝉SttS′細無拘t(‖粟掏抑タカぽ (※駅劇)
姦掏抑VNOO訃悪
|′・mtOせ優とやりR却選郡⊃姜築 抑゛夕JAぽ
皿像Cせ部を榊りR測習椰卜Юタリ測p′ 翼訃O測て北゛築■S壼0和S測£(p弓いせ姜S■卜°細縦匈匡つ■'い
姜せ経掏ハ製メリ測ヤ′匝つ■い姜腋糞゛里姜0型,用掏仰V測33p、ミ°
|′ 皿像01肝RO黒: :ヽ!ぶヽ゛ I1111メペ
細無C拳ごヤメ鼎掏編代p′ タリパ|きう+`pCtteCl卜Fり釈lF:黒寓 0ぅ:2'り‐ヽ」壼ぅ(さ≦=ヽ1,`ヤ^ミ≧ミ
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総姜製案細選里導ぺ掟■,Jお煙こツトる°■2饉OV■Ю皿像C"`掏測轡DVで4,ぼ
,り城せ′訃粟掏抑V製OO 中ヽツトCp ,´りClM掏ψC椰椰撃いヽ陣壼稔S椰やく゛
23
資料
【資料3】 実践I ワー クシー ト⑥ (手紙用紙)
IEl無星 轟 OV皿膿 掏 llE夕JAい◎   駅  匝 (  )
1くミ十 ξ甚 味|(
IEl雑拘くζO訃緊
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【資料4】 実践I 分析「質問紙調査」(事前)
プレ・アンケート
6年  組 (  )  氏名 (
このアンケートは、みなさんの成績や評価には一切関係ありませれ
質問を読んで、今の自分に一番近いと思うものに○をつけましょう。
また、自分がそう考えた理由をくわしく書きましょう。
このアンケー トにある「古典」とは、「昔の人が書いた物語や短歌や俳句」のことです。
そう思う どちらかといえば
そう思う
どちらとも
言えない
どちらかといえば
そう思わない
そう思わない
1
私は、古典の判 課 しし、
理由
2 私は、古妙 学習l城要だと思う。
理由
3 和ま、古典を音読することは楽しし、
4
私は、古典を学習することで、昔の人のもの
の見方や考え方を想像することができる。
5
私は、古典を学習することで、古典作品を身
近に感じることができる。
6 私は、地域に伝わる古典について知つている。
25
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【資料4】 実践I 分析「質問紙調査」(事後)
ポスト・アンケート
6年 組 ( ) 略  (
このアンケートは、みなさんの成績や評価には一切関係ありません。
質問を読んで、今の自分に一番近いと思うものに○をつけましょう。
また、自分がそう考えた理由をくわしく書きましょう。
このアンケー トにある「古典」とは、「昔の人が書いた物語や短歌や俳句」のことです。
そう思う どちらかといえば
そう思う
どちらとも
言えない
どちらかといえば
そう思わない
そう思わない
1
私は、古典の学習は楽しし、
理 由
2 私は、古典の学習は必要だと思う。
理由
3 私は、古典を音読することは楽しし、
4
私は、古典を学習することで、音の人のもの
の見方や考え方を想像することができる。
5 私は、古典を学習
することで、古典作品を身
近1鍼じることができる。
6 私は、地域に伝わる古典 こついて知つている。
7
私は、芭蕉の立場で日記を書くことは楽しか
つ た
8 私は、芭蕉
の立場で日記を書いたことで、芭
蕉の思いを想像することができた
9
私は、島田に関係のある芭蕉の昨句を読んだ
ことは楽しかつた
10
私は、島田に関係のある芭蕉の俳句を読んだ
ことで、古典を身近に感じた
私は、島田に関係のある芭蕉の俳句を読んだ
ことで、地域の文化に興味を持つた
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【資料4】 実践I 分析「芭蕉の日記」(1組分)
?
?
芭蕉の心情 臨場調
?
?
?
?
人 物 遇 面 寿 聾
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
（
?
?
）
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
1 ○ O O ○ ○ ② B
○ ○ ○ ○ ○ ○ ① A
O △ O ③ B2
○ ○ ○ ○ ② B
O ○ ② B
○ ○ ○ ○ ○ ○ 上ヒ暉薇 ① A
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O 疑態語 2 ① A
○ ○ ○ ○ O ○ ① A
O O ○ ○ ○ ○ ○ 対句 ① A
○ O ○ O O ○ ○ 上ヒ暉勲 ① A
○ ○ ○ ○ ② B
1 ○ ○ ○ ○ O ○ 擬音語 ① A
1 ○ ○ ○ ○ ② B
O ○ ○ ○ 擬態語3 ① A
1 O 0 ○ ○ 上し暉諮 ② B
○ ○ ○ ○ ○ ② B
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
?
?
?
?
?
? ① A
心情が書かれていない。 ⑥ C3
○ ○ ○ ○ ○ 擬態語 ② B
△ ○ 現代語訳の心情が多い ○ ○ ○ O ○ 擬態語 ② B
現代語訳の心情のみ書い
て ふ ス _ヤ音 暑 ボ 小 な い _ ○ ⑦ C4
O O ○ ○ ○ ○ ① A
O △ ○ ③ B2
心情が書かれていない
TB件饉 押 多ハ すま ⑥ C3
○ ○ ② B
○
俳旬の場面以外の内容が
1手ルス.ガ ○ O ③ B2
O △ ○ ○ ○ ② B
O △ ○ ○ ○ ○ ② B
△ △ ○ ○ ○ ② B
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【資料4】 実践I 分析「芭蕉の日記」(2組分)
?
?
芭蕉の心情
臨場』
?
?
?
?
人 場 面 嘉 璽
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
（
?
?
）
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
1 0 O O O O 本言止め ① A
O 0 O O O ② B
X 芭蕉の心情ではなく、自分い蔵 相 ボ ■_7[、ス 比喩 ⑤ C
O △ 0 O ③ B2
O O 0 O ② B
O O O O ② B
7 O O O υ 属りTF O O ① A
0 0 O O O O O ① A
O O O 0 O 擬態話 ② B
O O O O O 0 ① A
O O 0 O O O 擬態語 ① A
O O O O ② B
0 0 O O O O ① A
0 △ O ④ B3
O O O O O ① A
O O O O O ② B
1
現代語訳の心情のみ書い
τふス_ ⑦
C4
1 O O O O O O 0 比喩2 ① A
1 O X 俳旬の場面に関する記述
`ぐ
,キルス.″チ「 :、
O ③ B2
O O O O O O LL喩 ① A
0 O O O O ① A
O O O O ② B
O O O 比喩2 ② B
△
俳旬の場面記述がほとん
と い。俳句が書かれてい
,11:・い_
O O O 比喩 ③ B2
0 O O O ② B
O O 0 Э脚本 O ③ B2
O △ O O ② B
O O O O 対句 ③ B2
O O ② B
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【資料5】 実践= 教材 (表紙)
1(叶 回忠「導爆君魯小口鵬Xギ」トヽキKム
（?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
）
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
「＝
?
」
―
?
?
?
??
）
尽£ytm■書颯収田
―苺α古イCがく二魯'y=曇J部′―
L
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【資料5】 実践I 教材 (「山部赤人の長歌と反歌」原文)
,部・ζC卜Vヽべ(SN                    '悩70べ(SN
■市裡繹憔く篠仰中C■掏馴勾部 (■監栄く)
K tt C 念ヾ」歯S
たイリЪV 柾V肛事J
S震魯ヾ 仰中C柾坪掏
KC隠 緊―撼埜硬ミ包
緊ヾ回C 畿■震 r´も
盟〔ヾ 眠C 択゛頭ぺЪ
佃鰤Кつ 多セ事J型■(―
ヽ イ′                     ・っ
留Эv  ヾ蜘コ壼―埜ヾ
朧_~導行り Ⅲ16鶯締J多冬範
仰‖C柾椰理
(黙部)
田中C tt Q ′い゛租ヤv頭ミ範 颯硼星鮨
仰‖C柾坪星 蜘コ壼―埜ヾ
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【資料5】 実践Ⅱ 教材 (「山部赤人の長歌と反歌」現代語訳)
ヤ悩・ζCべ(6Nヤ部・ζCくヽもN
■監憔く篠仰中■榔爛V←r頭v曇9製部 (■監 栄<)
KN翠終£冬ヽ製爛 多和←r
たに」VV担∨ 肛 多
S震里べヾ佃中C柾郎掏
《劇」Ю冬里緊小ミ 多■硬ヽN
倒枷セv回CR,■星湮ヾ
留〔ヾ 眠CRや頭ぺЪ
佃 多郎゛■塁セV十枷イJぺ行J´rヽ
歯激里(悩(卜蜘終巡OY3.ヾJN州
30●刹悩シ゛鵬―塁ぺ ′い'3鶯3●3 rJ′い
rJ C ⅢB‖C柾郎コ
(Ⅸ部)
田中C堰櫻期'V 謬CC州多Nrノヾ ζ租Vぐヾ N
斌 ↑佃里 仰中C柾禅星 蜘終壼―葉や'V多ヾ↑りN弓
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【資料5】 実践I 教材 (「高橋虫麻呂の長歌と反歌」原文)
仰中0■掏係鞠部 (柾囀I(D・|)
←悩ち(C 卜紙C回 ′い゛ 肺卜゛ S tt C tt N
rり゛争J゛C tt CぐIS 3ヤ月Y  ヾ仰キC柾禅壼
Ctヾ稿Vp      S
K帰ド゛  3セイリコ■(―~ ギチろ戒゛ ぽЪ゛J r´ヽ
‐      .′                士
壌SЮ《掏 蜘゛Y饗゛  壼ヾ蜘掏 X Y゛饗゛ 00
′い164p専ヽ Nセ埜゛点で｀ や」V4p 多悩卜た〔
゛
や   'いく    ● や                       00
熙だ0貸N NセむYべくや WC■C 螺£ヾ度や
抑キ頁N <C緊ヾ゛ WC■S(Cヽ゛ や
田(C《R CttC 壕£N  ゛3悩卜薫〔゛
側 N  ゛←尽ヾ■(゛
S屑←ヾ 抑キC柾坪コ 頭く知想〔ミ(゛
(黙部)
抑キC坪里 緊―llml V蜘コ 1(眠C
+颯田塁涎長ヽ■ WC尽童―む―
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【資料5】 実践I 教材 (「高橋虫麻呂の長歌と反歌」現代語訳)
春 冬            史
`■
つ C範」 部 ヾ
tDB‖C■押 ぎ £ Yき'製部 (確 囀 碩(噸)
卜駅CttN SttCttN
嘔終C tt C tt Q+冬r´ wb′マ■,Y多く佃‖C確郎」
KC螂つ期わ fプ脚終ヤイリЪ ギ′ろ成4pギるJ ■ヾ3
浮X」Y黎′ゞOX掏蜘ヤ饗」 壼ヾ輛掏Xヤ饗」鰹むY
小'3月′0 昔゛も弓
′0 ←゛ 多里衡 鷲驀3ヤ多r´,」ヤ゛蕊o■ヤト弓
鳴だ0斑Nきくヤ゛セむY多ヾC  ゛VC■終騨イJJ£製 賢 ヤトH
抑‖頁N3'Vく終察Ю買つ WC■(′r■●、 環 ■cヤト弓
fりC回(C tt C 導£N」Y多´r,」ヤヾ薫←C■卜ヽ
回C tt N゛←'V多゛■シトミ
ヽ買C回里べヾ仰中C柾驀」 (翔里多V r´tt Y゛翠イリ■多■●卜足
(区部 )
仰中C椰里 壼―褒つ '製輛」
1(瞑+I・I EEl里饗ぺヾN 卜しVC尽里壼―瑕£製 rJ N弓
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【資料6】 実践工 学習指導案「初めて富士山を見た日」
第6学年国語科学習指導案
時  山獅 也
1
2
3
4
日時
場所
平成25年10月
6-
騒    初めて富士山を見た日
本単元で身につけさせたい力
・古典作品の内容に親しみながら、日記形式の文章を創作しようとすること。(関心・意欲・態度〉
。事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりすること。
(「書くこと」ウ〉
・親しみやすい古文や漢文,近代以降の文語調の文章について,内容の大体を知り,音読すること。
(「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」ア (ア)〉
・古典について解説した文章を読み、昔の人のものの見方や感じ方を知ること。
〈「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」ア (イ)〉
5 単元目標
。富士山に関する物語の現代語訳を読み、登場人物が初めて富士山の情景や感動した心情を考え、想像をふく
らませながら、手紙を創作しようとしている。(関心 。意欲 。鯛
。富士山を初めて見た登場人物の感動が伝わるように、五感を意識し情景を具体的に描写したり、登場人物の
気持ちを想像したりしながら書くことができる。 (「書くこと」(ウ)〉
・『万葉集』の中の富士山に関する歌を、言葉やリズムを意識しながら音読することができる。
〈「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」ア (ア)〉
・富士山に関する物語の現代語訳やあらすじを解説した文章をもとに、登場人物が旅先で初めて富士山を見て
感動した気持ちに気付くことができる。 (「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」ア (イ)〉
6 単元の制
(1)単元について
富士山に関する文学は、膨大な作品がある。万葉の時代から現代まで、様々な表現方法で繰り返し取り上げら
れてきた 「国の鎮めとしての富士山」「時知らぬ山としての富士山」「燃える思いを伝える山としての富士山」な
ど、作品に取り上げられている富士山のイメー ジも様々である。
静岡県は東西に東海道が通つており、昔から多くの旅人が旅をしてきた 膨鶏議割 では、山部赤人や高橋虫麻
呂が富士山の神々しさを詠い、『伊勢物語』『更級日記』の主人公は、富士山の大きさや積雪や噴火の様子に驚い
ている。雄大な景色を見て感動する気持ちは、音も今も同じだと考える。富士山の魅力を再発見するとともに、
時代を越えて変わらない人々の思いも感じられるに熱 な｀し、
本単元では、児童と古典の間にある「時間的噛   「空間的距離」を縮め、古典世界への親しみを感じさせるこ
とをねらいとしている。具体的手立てとして、噴14」「地域教材の活用」をとる。『フ瑚酵制 の中の山部赤人と高
橋虫麻呂の歌を教材とし、「作者になつて初めて富士山を見た感動を日記を書こう」という課題を目標に読んでい
く。作者の立場に立って、和歌の世界を追体験し、作者が感じた感動を味わつたり、富士山の価値を再発見した
りしてほしいと願つている。また、学習のまとめとして、「自分から作者へのインタビュー 」を書くことで、今と
昔の共通点や相違点に気付かせたし、
(2)本単元に対する児童の様子
天気の良い日は島田市からも富士山は見えることもあり、児童にとつては特別な場所という意識はないだろう。
しかし、普段身近に接している程の親しみはなく、他県の人が抱くような憧れの気持ちもないのではない力、漠
然とした富士山のイメージがあるだけのように感じられる。
児童は、6月に「芭蕉になつて日記を書こう」の単元で、芭蕉の立場に立って、俳句を日記形式に書き換える
学習を行つてきた。芭蕉になりきつて楽しみながら、情景やい情を想像する姿が見られた 「芭蕉の世界に入つて
いくことができた」喧蕉が身近に感じられた」「島田市が好きになつた」などの感想を持つた。本単元で、長歌
と反歌をもとに、作者の日記を書くことも、イメー ジを持ちやすいと思われる。本単元では生活している地域で
はなく、静岡県というより広い地域で考える。身近な地域→広い地域と段階を踏んで広げていくことで、作品に
対して感じた身近さが、自然な形で下般化されていくと考えた。中学校の古典の学習にもスムー ズにつながつて
いくことを期待している。作品に対する親しみと共に、地域の文化的価値に気付くきつ力ヽすにもなるだろう。美
しい情景を見て驚いたり感動したりする思いは、昔も今も変わらず、時代を超えて共通する思いがあることに気
付かせたし、
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【資料6】 実践工 学習指導案「初めて富士山を見た日」
7 ‖蒙尊布朝思 (6瞑爾罫赫をしつ
学習について興味を持ち、学習
の見通しを持つも⑩ さ・養論k・
爾
―
lの中の富士山の歌を、
言葉やリズムを意識しながら音
計 る。
〈嘲 な言語文化と国語の
制 こ関する輸 ア (ア)〉
選択した歌を証 作者が富士
山のどんな情景に感動したのか
読みとる。
〈「伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項コア イ ))
登場人物の周りの状況や と備 を
具体的に想像し、日記の構想を
立てることができる。
〈1書くこと」(ウ)〉
富士山を初めて見た作者の感動
が伝わるように、五感を意識し
情景を具体的に描写したり、作
―
ちを想像したりしなが
ら日記を書く。
〈1書くこと」(ウ)〉
作者との対談記事を書 くこと
(今と昔の共通点や相違点に
気付く。
〈動 な言語文化 と国語の
願 に関する苺円電 ア (イ))
振り返り
鏃
振り返り
鏃
ワークシー ト
振り返り
諄
ワー クシー ト
振り返り
′賜
ワー クシー ト
振り返り
′賜
ワー クシー ト
振り返り
富士山のイメージを膨らませる
。富士山が人々を惹きつける理噛を考える。
・昔の人も富士山に惹きつけられてきたことを知乙
・単元の課題を知り、学習の見通しれ
万葉集の歌を現代語訳と合わせて音読する
。作品の概要を知る。
・君諷静する。
・書き換える歌を置ヘ
選択した歌を読みとる
。「
―
の山絲 X・高橋虫麻呂の長歌と反歌を読み、
赤人や虫麻呂がどんな情景に感動し、どんな思いを持つ
ている力溺のせ る。
選択した歌を読み、日記の構想を立てる
・日記の構想を立てる。
登場。笏鰤 している情景
錫 ノM夕の値いれ ている翔
蜃:[場;)ノ｀、タタタク)′こ情
・小グループ 伺 じ′賜 同り で赫 る。
初めて富士山を見た日の日記を書く卸作Q
・選択した作品を日記形出こ書き換える。
登場人物の人物劇誌 さわしい言葉を考えて書く
見ている情景を具肉的に想像して書く
どこで何をしているのかを考えて書く
この中で何と言つている力を想像して書く
。4ヽグノい―プで作品を読み合う。
私と作者との対談記事を書く隋lle
・作者に聞いてみたいことや作者と話したいことは、どん
な欄 考える。
蹴 棚
作者と共通している点
作者と違う点
・文掃炎晟F毎を憬尊く。
※富士山の写真集の写
真を見て、美しい富
士山へのイメージを
持たせる。
※当時、富士山を見る
のが初めてだったこ
とを確認する。
※書き換える作品を把
握しておく。
※毎時間授業開始時に
原文の音読を行 う。
※日記を書くという前
提で、ワークシー ト
にまとめていく。
※同じ作品を選択 した
友達同士の小グルー
プを作つておく。
※個別指導のため、書
き出しが記入 してあ
るワークシー トも準
備しておく。
※友達の日記の工夫し
てあるところを、相
手のワークシー トに
記入する。
※関係がない内容にな
らないように、′賭
が書いた和歌に関す
る対談記事とする。
※時代を超えて共通す
る思しや 、富士山に
対する新 しい認識を
離 置 し、
?
?
?
?
「?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
」
?
?
?
?
??
?
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【資料6】 実践工 学習指導案「初めて富士山を見た日」
8 本時について (1/6)
(1)本時の日標
富士山の写真を見たり富士山の魅力について考えたりすることを通して、今と同じように昔も富士山の雄大
さに惹きつけられてきたことを知り、富士山の物語について興味を持2 (「関心・意欲・態度」〉
(2)本時の展開
段階 学習活動 留意点 (※)支援 (◇)評価 (☆)
つ力む
ふかめ
る
ま とめ
る
知る
○静岡県 と富士山のかかわ りについて知る。
・今年世界文イビむ菫1磋録 された
。登山客が増えている。
富士山の写真を見る。
◇静岡県と富士山のかかわりについて紹介する。
(空港、ふじのくに、県章、ふじっび= なυ
自分達の地域 G割岡)と富士山が、関わりがある
ことをおさえておく。
◇富士山の写真集を見せる。色々な表情を持つた写
真を見せる。「雄大な山」「美しい山」という肯定
的な感覚を持たせたし、
※登山をしない人にとつても、富士山に魅力を感じ
ているということをおさえておく。
◇個人で意見を作る時間を設定し、その後、班で交
流する。話しやすい雰囲気で思いを自由に出せる
ようにする。
※言葉にならない魅力やいの中の思いに関する意
見を出させたしヽ
◇昔の人が描いた富士山の識 他県の人の富士山
への思いを紹介し、憧れの気持ちは時代や場所を
越えて共通であることをつかませる。
☆富士山が人々を惹きつける理由を考えることが
できた力、 際 、ワー クシート)
※多くの古典作品に取り上げられたことと、古くは
奈良時代の『― の中にも取り上げられて
い
ることを伝える。
※万葉集について簡単に触れる。
※文学史的なことよりも、こんなにも昔から富士山
のことが書かれているという思いを持たせたしヽ
◇単元計画を示し、単元のイメージを持たせる。日
記を書くためには、「情景」と「′い情」を読みと
ることが大切であることをおさえる。
※「今日の授業で自分が考えたこと」について振り
返りをする。
※テキストを配布し、家庭学習で音読するように伝
える。
とてもきれいだと思つた
美しさも感じるけど、力強さも感じる。
遠くから見る富士山と近くから見る富士山は印象が違う
富士山はどうして人々を惹きつけるのだろう力、
: ・美しい形をしているから。
| ・太陽や雲の影響で、いろいろな姿を見ることができるから。
| ・周りには高い山がないので、富士山が目立つから。
: ・日本一高い山ということで、自慢できるから。
| ・「日本といつたら富士山Jというように、日本を表す剰曳
| ・言剌こならなしヽすど、なんとなくなきつける魅力があると思う。
万葉集の中に書かれている富士山について知る
「
― …日本最古の和歌集
奈劇時代、約B∞年前
鰤 6∞首、全
"巻
胸 燿の歌が収められている
山部赤人と高橋虫麻呂の見た富士山
単元末課題を提示する。
良時代の歌人になって、初めて富士山を見た日の
日記を書こう。
○振り返りをする。
B∞年前の人が富士山を見ていたということは利思議な感じがする。
昔の人も、きつと富士山を見てきれいだと思つていたのr・lまない力、
'富士山について考えたことがな力つたが、富士山― を感じ、何
となくうれしくなつてくる。
(3)本要r"見点
富士山の写真を見たり富士山の魅力について考えたりしたことは、今と同じように昔も富士山の雄大さに惹きつ
けられてきたことに気付かせたり、富士山の物語について興味を持たせたりする上で有効だつた力Ъ
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【資料6】 実践Ⅱ 学習指導案『初めて富士山を見た日」
8 本時について (2//6)
(1)本時の目標
山部赤人と高橋虫麻呂の歌を、現代語訳と比較し大まかな内容をつかみながら、言葉やリズムを意識して音
読することができる。 (「伝統的な言語文イb〉
(2)本時の展開
雖 響 渤 留意点 (※)支援 (◇)評価 (☆)
つ力む
ふかめ
る
ま とめ
る
○山部赤人と高橋虫麻呂について知る。
1山郎赤人                            |
|・宮廷歌人 ∝皇のお出力ヽすに従つて歌を恭D         I
11:こ1:[箪ti]Iff]i}しはぃれ  :
|:替摯 ′鷲I)_～___～_――●
離 螺 呂
,・都を離れ、旅をして歌を作つた すべて旅先の晩       |
:・
名出
“
引皓謬トコ摩らし嶽 つた        I
`・
「浦麟司鞠の歌も詠んた               ,
※「富士山を初めて見た日の日記」という課題を意
識させる。本時の最後にどちらの歌を書き換える
のか選択することを伝える。
※二人が感じた富士山の感動を明確にするため、当
時の時代背景について伝える。
:。当時の都は奈良であつた 関東地方は中心か :
| ら外れた地域と考えられていた      |
|・当時は現代のように誰でも旅をしていた時代 :
| ではなし、               「
|・映像がなかつたため、直接間接を問わず、実 :
|1製鸞 )ヽ ヽ、や 卜し 摯FI)^_´t
※和歌の形式について簡単に触れる。
1諒:it'長藁;誓しt鶴書優|[ittit(ち穆1
1  わ 乳             |
1反歌…局歌に添えた臨 癸調形式     ,
,′ヽ    ′′′ヽ′´、´′ _ ′′′   ′′´ ′´ ′ヽ｀′′′
※音読する時の姿勢や日の開け方も意識させる。
◇音読が平板になつてしまっている場合には、「お
経」ではなく「波」のように読むように、見本を
見せる。
◇和歌とは、本来古代の人の歌であつたことを知ら
せ、声を出して音読することの心地よさを感じさ
せたし、
☆言葉やリズムを意識して音読することができた
力、 《観霧ミ)
※選択する歌とその理由をワー クシー トに書く。
分なりの理由をしつかりと書くように伝える。
※「今日の授業で自分が考えたこと」について振り
返りをする。
山部赤人と高橋虫麻呂の歌を、話の内容を考えなが
ら、言葉やリズムを意識して音読しよう。
【追レ湖 指導者の後に続けて瓶
・五七のリズムがわかるように、指導者が意識して議
E― lい ―
・
日こ会員て嘲腱島
・ゆっくりとそろえて議
【
―
l曝 折壼k舅狙置と,詢腱でり日摩曖 力Sら謝掟島
・速くなりすぎなし濃度に力つテンポよく記
【
―
l属融:輌 け
…・意味を考えながら記
原文の音読を聞きながら、現代語訳を目で追つていく。
慣れてきたら、現代語訳を見て原文を音読する。
どちらの歌を書き換えるか選ぼう。
| ・音識していたら、気分が良いような気がしてきたから。      |
|。1錫が好き。                    |
| ・「田子の浦」は百人一首で読んだことがあるから。        |
○振り返りをする。
音読をしていたら、最初は意味があまりわからなかつたけど、自然
|
と意味がわ力つてきた                |
昔の人になつて、声を出しているよう力涼い し｀てきた      |
1300輌の諜 を言鰯ン● る｀のは、不腱 渥謝 し｀た   |
(3)オJ寺嚇
『万葉集』の原文を、日本語の言葉やリズムを意識しながら音読することができた力、
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【資料6】 実践工 学習指導案「初めて富士山を見た日」
8 本時について (3//6)
(1)本時の目標
「万葉集」の中の山部赤人と高橋虫麻呂の長歌と反歌を、大きさを表す表現や特殊さを表す表現に注目して
読むことを通して、歌の作者が、どんな情景を見て心が動かされているのか読みとることができる。
〈「伝統的な言語文化」〉
(2)本時の展開
段階 学習活動 留意点 (※)支援 (◇)評価 (☆)
つ力む
ふかめ
る
まとめ
る
○山部赤人の歌と高橋虫麻呂の歌を音読する。
・つ ヽ交続
○作者と作品と時代背景について確認する。
1′1´[=二貢凛累
′
扁脇導計｀五写碁砕る高 th'たえ
'。
当時の都は奈良にある。
i・都では、富士山を実際に見たことがある人はほとんどいなし、
歌の作者は、富士山のどんな情景を見て、心が動か
されているのか読みとろう。
◇ゆっくりはつきりとした声で、五音七音のリズム
を意識できるようになるため、教師と,緒に一斉
読みを行う。
※映像がない当時は、実際に富士山を見たことがあ
る人はほとんどおらず、赤人も虫麻呂も初めて見
た富士山だつたことをおさえておく。
※自分が選択した歌についての読み取りをする。
※ワー クシー トは正解を書くためのものでなく、自
分の考えを整理するためのものであることを伝
え、自由に書けるような雰囲気引乍る。
※個人で考えを作る時間を設定する。その後小グル
ープ (同じ歌同■lでの交流をする。なお、本時
の読み取りに関しては、選択している歌が違うの
で、全体での交流は行わなし、
◇情景については、キー ワー ドを示してワー クシー
トを準備し、読みとりやすくする。
◇富士山周辺の地図を用意しておき、「田子の浦」「富
士五湖」「富■llbの位置をつかませる。
☆赤人と虫麻呂が見た富士山の情景と心情を想像す
ることができたれ 際 、ワー クシー ト)
◇季節はいつであるの力尋ね、感動をとらえさせる。
◇現代と共通する思いはないか、或いは椰自点はな
いか尋ね、時代を超えた思しヽこ気付かせたしヽ
※時間があ口ぎ、振り返りを全体に広げる時間をと
りたし、
※今日の授業で自分が考えたことについて振り返り
をする。
山繊 齢 蛛 呂
婁:汁事・ ]]羅・ =雪 1常に書が降っている   1雪 1火で消している1石花の海 |この山が抱く   |
1富■lll  lこの山の激流  |
田子の浦を過ぎると富士山がは | ・真夏に雪が降つている
つきり見えてきた      | 。一年中雪が降つている
きっと今は冬ではないと思う |
○振り返りをする。
(3)本時の視点
山部赤人と高橋虫麻呂の見た富士山を、情景や心情を表す語に注目しながら読むことで、作者の感動を読みとる
ことができた力、
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【資料6】 実践工 学習指導案「初めて富士山を見た日」
8 本時について (4//6)
(1)本時の目標
自分が選択した歌について、作者の周りの状況や情景や心情を具体的に想像し、日記の情景を立てることが
できる。
(「書くこと」〉
(2)本時の展開
難 判 渤 留意点 (※)支援 (◇)評価 (☆)
つ力む
ふかめ
る
ま とめ
る
○山部赤人の歌と高橋虫麻呂の歌を音読する。
。一斉読み、交替読み
。自分の選択した歌を、意味を考えながら音読
作者は富士山を初めて見た時に、周りはどんな状況
で、どんな気持ちだつたのかを考え、日記の構想を
立てよう。
※ゆつくりはつきリリズムよく音読させる。自分の
選択した歌については、自然に暗唱できるように
したし、
※どのような内容なのか考えながら音読させる。
◇課題「奈良時代の歌人になつて、初めて富士山を
見た日の日記を書こう」を確認する。
※日記の最後に短歌を位置づけるため、短歌を中心
に、長歌を合わせて読むようにさせる。
※ワー クシー トに、昭認勒 見ヾた時の畑 明 りの
情景」「見た時の′鏃 をゝ想像しながら書いていく。
◇なかなか場面を想像しにくく、構想を立てること
ができない児童には、何枚かの富士山の写真を渡
し、写真と現代語訳を合わせて考えるように助言
する。
※どんな状況だつたの力ヽま、現代語訳からは読みと
れない内容なので、現代語訳を参考に、想像を中
心に書くように伝える。
※日記の内容と短歌が別々の内容にならないよう
に、短歌の内容を考えて想像していくよう助言す
る。
※「美しし鴻「きれい」「すごい」などの言葉をなる
べく使わず、具体的な描写をするようにさせる。
☆作者の状況や情景や滞 を想像し、日記の構想を
立てることができた力、 (観察、ワー クシー ト)
※同じ作品同士の小グンレー プで交流をする。自分は
どう考えたのかを伝え合う。
※交流の後、再び個人の時間を設定する。赤色で付
け加えや修正をして、最初の考えと区別がつくよ
うにする。
☆交流を生かして、追加や修正ができた力、
際 、ワー クシー ト)
※今日の授業で、自分が考えたことについて、振り
返りをする。
山際 離 蛛 呂
田子の浦を通つて開けた場所: 1 ・旅をしていて、休憩してした
ね が出詢訓 」胸]1こi酬糀
て、思わず立ち止まった  : I "じめていたとき
・シー ンとして風の音が聞こえ
るくらし靖
"い。真つ青な空に、富士山の形が
浮かび上がつている
・雲の中から山頂が見えている
: ・富士山の後ろから太陽が昇
呉1瑾徊 、11彙
愚| な知泣ちのまる
| ・薄暗い中に、富士山の姿と真
: っ赤な炎だけが見える
瀾 l端
な富士山だつ
1常|・ら1「催[][i題!喰
:憚
瑯 赫
つ |1袂 [橿 鱒 [
いつまでもこの姿を残したい: | いな
○構想段階の交流をする。
。同じ作品秘 でいるのに、書き方が違っておもしろいれ
。参考にしたい表現があるれ
・自分の日記を少し変えたいれ
○振り返りをする
作者|●iづくことができた  I ・富士山は、昔も今も人々をなき
私も奈良時代だつたら、きつと| っける山であることは共通し
同じように感動したと思う。 | ている。
奈劇時代も今も、富士山を美し
|
いと思う心l竣わらなし、  :
(3)本課宇覗 点
作者の「物   「情景」「心情」を、五感表現やいの声で想像しながらワー クシートにまとめ、日記の構想を
立てることができた力、
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【資料 6】 実践 Ⅱ 学習指導案「初めて富士山を見た日」
8 本時について (5/6)
(1)本時の目標
富士山を初めて見た作者の感動が伝わるように、五感を意識し情景を具体的に描写したり、心の中の言葉を
想像したりしながら、富士山を初めて見た日の日記を書くことができる。〈「書くこと」〉
(2)本時の展開
段階 学習活動 留意点 (※)支援 (◇)評価 (☆)
つ力む
ふかめ
る
まとめ
る
○山部赤人の歌と高橋虫麻呂の歌を音読する。
。一斉読み、交替読み
・自分の選択した歌を、意味を考えながら音読
奈良時代の歌人になって、富士山を初めて見た日
の日記を書こう。
○日記を書くための手引き (ポイント)を確認する。
○日記を書く。
※ゆつくりはつきリリズムよく音読させる。自分の
選択した歌については(自然に暗唱できるように
したし、
※どのような内容なのか考えながら音読させる。
※日記を書くための手引き
状況について  情景について  ′耐青について
時間と場所を ・視覚以外の五感 イ胃子の′とヽの声
設定する。 の積極対 吏用。   で考える。
登場人物や周 ―→帥勺な言葉を 。自分と比較し
りを動力河■   使わない て考える。
※手引きをもとに書くためのポイントを確認する。
特に、「歌人になりきることJを意識させたし、,「美
しい」「きれい」「すごいJなどの言葉をそのまま
使わないように意識させる.
◇つまう°きに対して、左のような支援を行う。
☆作者の立場に立って和歌を書き換え、 日記を書く
ことができたれ (ワー クシー ト)
※友達の日記の工夫してあるところを、相手のワー
クシー トに記入する。
☆友達の作品の工夫してある点を見つけることがで
きた力、 (ワークシー ト)
※今日の授業で、自分が考えたことについて、振り
返りをする。
想像したことを書い 1現|｀濡訳の内容をそ |どうやつて書き始め
ているが、和歌の内 |のまま書いており、 |たらいいのかわから
容をふまえていな :想像した部分が少な |ず、書くことをため
しヽ,        Iしヽ        |らつている.
・現代語調こある内 ・現代語訳にある内 ・最初の言葉力寸旨定
容と樹象した内容  容と想像した内容  されたワー クシー
を色分けする。    を色分けする。    卜を渡し、続きか
・短歌の内容を中心 ・心の声を書くよう  ら考えさせる。
| に日記に書くよう | に助言する。   |・富士山の写真を何
に助言する。    ・咲 しいJ ttοD卜搬  枚力渡 し、イメー
的な言葉を変える  ジを持たせる。
ように助言する。
○書いた日記を読み合う。
同じ俳句を選んでいるのに、書き方が違っておもしろいれ
私と同じように感じていてよかつた
とても上手で、参考にしたし表現があるな。
○振り返りをする。
書いている うちに、奈良時代 | ・副司に住んでいるク】こ、私は富
の歌人の気持ちがわかるよう 1 士山の価値に気付いておらず、
になつてきた         |  もつたいなかつた
旅先で生まれて恥じてみた富 | ・D頑滲則 は難しそうだつたけ
士山だから、感動が強かった | れど、富士山をテーマにしてい
のではないか,       | たので、わかりやすかつた.
(3)本時の視点
『万葉集』の和歌を日記形式に書き換えたことで、作者が富士山を初めて見た時の感動した気持ちを想像する
ことができた力、
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【資料6】 実践Ⅱ 学習指導案「初めて富士山を見た日」
8 本時について (6/6)
(1)本時の目標
学習したことをもとに、私と作者の対談記事を書くことを通して、「富士山は今も昔も人を惹きつける山で
ある」などという共通点や、「音ほど神聖な山という意識はない」などという相違点に気付く。
(「伝統的な言語文化」〉
(2)本時の展開
段階 学習活動 留意点 (※)支援 (◇)評価 (☆)
ふかめ
る
つ力む
まとめ
る
○山部赤人の歌と高橋虫麻呂の歌を音読する。
。一斉読み、交替読み
私と作者との対談記事を書こう。
○対談記事の手引きを確認する。
○作者に聞いてみたいことを整理する。
※ゆっくりはつきリリズムよく音読させる。自分の選択
した歌については、自然に暗唱できるようにしたし、
※どのような内容なの力考 えながら音読させる。
※対談記事を書くための手引き
・作者の思い (聞いてほしいこと)を中心に聞く
・作者の答えにコメントをして話をつなげる
。作者との共通点や違いを意識して聞く
・作者からの問い力ヽすも可能
※関係のない話題にならないように、作者が詠んだ和歌
についての話題を )ヽとにするように伝える。(話が発
展していくことはある)
◇必要に応じて対談の内容の例を示す ,
・富士山に対するイメージ
・一番感動した場面
◇つまずきに対して、左のような支援を行う。
☆学習した内容を踏まえ、対談記事を書くことができた
ハ (ワークシー ト)
※「今日の授業でわかつたこと」について振り返りをす
る。最後の時間であるため、何人かの児童に発表して
もらい、振り返りの共有をしたし、
※創作した日記と対談記事は、全員分を冊子にまとめ
て、後日配布する。
※富士山に関する作品はたくさんあることや、中学校や
高等学校の学習につながつていくこと (『竹取物語』
『万葉kll『伊勢物語』)を話し、古典への期待感を持
たせて終わりたし、
・富士山を見た瞬澗はどう思つた力、
→都では見たことがなかつたのでその雄大きに驚いた 天まで続
いているような気がした
・富士山の責火はどうだったか,
→真つ赤な炎が立ち上つていた 夜ははっきり見えた,
・語り伝えたいと思つたのは、どういう気持ちだった力、
→こんなに美しい富士山を未来までずっと残してはしいと思つて
いた 羽戒の岬 tでは、富士山はどうなっているた
○対談記事を書く
関係ない内容が中 1質問・答えの単純な 1何を書いたらよい
心になつている。  1繰り返しになって |かわからず、書き女台
|いる       |められない
・質問例を提示 し、  ・自分のコメン トを  質問例を提示 し、
1 学習内容 を もと  どこかに入れ る  活動のイ メー ジ
にさせる。      ように助言する。   を持たせる。
・作者からの問いか  ・書き始めだけ利用
けを入れる。      させる.=
○振り返りをする。
.1∝Ю年も前の和歌を読んで、1 ・削岡県のシンボルである富士
麹 は難しく感じたが、14111 山が多くの古典作品l‐取り
の立場で日記を書いたこと1 上げられていることを知る
で身近に感じた      1 と、古典が楽しみになる。
時代を越えて、人は同じよう| ・静岡県民として、富士山に誇
なことを感じたり考えたり| りを持つことができた 今度
することがわかつた    | は自分たちが語り伝えたし、
.言菊違 つているけど、考え
|
ていることは共通している
|
ことが多し、      |
(3)本時の視点
今と昔の共通点や相違点を考えながら、対談記事を書くことができたた
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【資料7】 実践I ワー クシー ト①
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1くミ十 場甚
肛 (
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C
42
資料
【資料 7】 実践Ⅱ ワー クシート②
尽OV仰‖ヨ掏颯製皿◎ 駅
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EEl(
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【資料7】 実践Ⅱ ワー クシート③ (山部赤人用―表面)
尽OV佃‖ヨ勲頭製皿◎ 駅
1くミ+
回 (  )
興 熱 (
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【資料7】 実践Ⅱ ワー クシート③ (山部赤人用一裏面)
巨回 やO理噸掏眠製世O憔くO■理勲撫ぺ弓メぽ
・pl■E―()‖口熙 皿像01紳R
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【資料7】 実践I ワー クシー ト③ (高橋虫麻呂用一表面)
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【資料7】 実践I ワー クシー ト③ (高橋虫麻呂用一裏面)
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【資料7】 実践I ワー クシー ト③ (手引き一表面)
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【資料7】 実践I ワー クシー ト③ (手引き一裏面)
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【資料7】 実践Ⅱ ワー クシー ト④ (表面)
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【資料7】 実践I ワー クシー ト④ (裏面)
図
四
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【資料7】 実践I ワー クシー ト⑤ (日配用紙―表面)
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【資料7】 実践Ⅱ ワー クシー ト⑤ (日配用紙一裏面)
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【資料7】 実践I ワー クシー ト⑤ (手引き)
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【資料7】 実践I ワー クシー ト⑥
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【資料7】 実践Ⅱ ワー クシート⑥ (手紙用紙)
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【資料 8】 実践I 分析「歌人の日記」(1組分)
心情 情 燿 状 況 評 価
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?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
（
?
?
、
?
?
?
、
?
?
）
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
群
1 0 O O
・さ贅 通つてきた通の空気よりも、この空 O ○ ・五懸 (摯寛
'
O A ①
△ △ △ ・五感(触覚) O B ④
○ △ △ B ④
○ ・頭の中が富士山のことでいつばしヽこなつた ○ △ A ①
0 O ○ ・五感(視覚2 O A ①
O ○ ・夢じゃないかとほおをつねった ○ ○
五懸曜 寛)
五感(触党)
薇疇語
O O A ①
○ ○ 0
・不 思躍と足は軽 くな0
,その瞬間私 は 目を疑 つた
・董 華■.出なくなるくらいの
○ ○ A ②
○ ○ O
・富士山のふもとに向かつて走つた
。迫力と高さが全身に伝わつてきた
○ O
二患(諷寛
'五嵌 視覚 ) ○ ○ A ①
9 O 0
・心臓が止まるような恐怖
・見とれてしまい
。なんか切なくなつた
.●
“
I「壼+多●ておこう″彗ι,返っf‐時
○
ittt辱■'― 晴五感(視覚)援態福
五感(触党)
O A ①
△ ○
・五懸 (菫寛 , O B ④
0 △ 五感(擬態語) ○ A ①
O △ ・神のような富士山に見とれている O ・五感(聴覚)擬音籠 O A ①
O ○ O
・思わずつぶやいてしまつた
.●ルあ絆 :十で ○
・五懸(視冤
'
○ A ①
0
・きれいという言葉では足りないほど
・量董オ→いらI■″の■め O
・五感(視党)擬態活4 O A ①
△大きさ ・心臓が飛び出るかと思つた O ・五感(視党)比喩 0ヒント中 B ⑤
O O ○
。この世の物とは思えない
.ふ奎し1めヽ自力に口hte'■ O O ・五感徹 党) O A ①
1 ○ O
・天に一番近い山かもしれぬ。 ○ ・五感徹 党)比喩 ○ A ①
0 何と言う風景な
んじや O ・五感(視党)擬態悟 ○ヒント有 B ⑥
O 思わず立ち止まつてし
:工らく眺めていた ○
・五感(視覚)撮懇面 A ①
△ ○
・五感(視覚)授態晴 O B ④
△ 息を飲むほど Oヒント有 C ⑦
O 爽やかな風、透き通った空気 0 ・五感傲 覚) ○ A ③
△噴火 △ ・五感(視覚)擬態語 B ⑤
○ △ O B ④
○
・日本、いや世界にたつて一確りしかなも
山であろう
。奇跡ともいえる儡然
・何秒も何秒も見館きることなく
O ・五感(視党)擬態語 ○ A ①
△積雷 △ B ⑤
○ 0 ○ 五感(視覚)擬態語 O A ①
△ O ・気持ちがいい風がヒューンと吹く O 0
・五駅 風寛 , 0 0 A ①
0
・層肌が立つた
。■壼lrたムr4・ぃ1■″ね私|| 0 ・五感じ 覚)擬態語4 △ A ①
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【資料8】 実践Ⅱ 分析「歌人の日記」(2組分)
心情 情In 状 況 諄 籠
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群
: ○ 0 ○ ・五感(視覚)擬態語 ○ A ①
△●中心 O 五感(嗅覚)
●麟
`“
せヽ
○ B ⑤
O ○ △ ・五感(視覚)擬態籠 Эヒント1 B ⑥
O B ④
○ ○ O ・かけていくと O O 五感α 党)比喩 0 ○ A ①
○ O かたまつてしまい 0
・五懸(視=,凛
鵬酷2 O A ①
O
・ つ い に
・じつと見てしまつた ○
・五感(聴覚)
・五感徹 覚)
○ A ①
O O 0 O 五感鶴 覚) ○ ○ A ①
O O ○
・まるでわしの目の前には撮り仰いてしま
ヽ1,″の
“
雑 ぶ い ス ■ヽ ル員 ぅイ1董ぅt‐ 0 五感(視覚)擬態膳 ○ A ①
1 0 ○ ○ ○
・五感(視党) ○ A ①
11 ○ ○ O 0 A ③
1 O 0 ・五感(聴覚) 0 A ②
1 △ O △ O B ④
△ Oヒント有 B ⑥
1 △ ○ ○ ○ ・五感α 党) 0 A ①
1 O O O O A ②
O △ C ⑦
1 0 0 ・私の心を奪つた ○ ・五感(視党) ○ A ①
1 ○ O ・思わず大きな声を出してしまつた △ O B ④
O ・体が勝手にその湖の近くへ行つた ○
・五騒(硯寛
'豫
騒IB O O A ①
△ ○ 0 O ・五感(視覚)擬態籠 O O A ①
0 ・あまりの感動に立ちすくんでしまつた O 0 ・五感α 覚 ) O A ①
O O ○ O A ①
0 0 ・ぼうつと富士山ヨ眺めていると ○ ・五感銀 党)擬態籠 0 A ①
O O ○ ・五感(視覚)擬饉樋 ○ A ①
O ○ ○ ・思わず叫んでしまつた O O
五感(視寛)
五感(視党)
=虜` 曇
管ヽ
比喩
擬態悟 ○ A ①
O ○ ・きれいな夢を見ているかのように O ・五感(触覚) O A ①
0 0 0 B ④
△ O ○ ・五感(触覚) O B ④
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【資料8】 実践I 分析「歌人との対談」
富士山の姿 新たな認識 富士山への感情 決意?
?
?
?
?
?
1 0 0 O 0 0 O 0
〇 O O 0
O O 0
0 O O O
〇 O O
O O O 0 O
O ○ 0 0 O
O O O 0 0 ○ 〇
O 0 0 O O 0 ○
: 0 O O 0
O 0 O
O O 0 0 0
1 O O O O O 0 0
O O O 0 0 O
1 0 O O O O 0
O O O ○
1 O 0 O 0 O O
O O 0 O
1 O O O O O O 0 ○ O 0
O 0 0 O O O O O
0 0 O
O 0 〇 O O 0
0 O 0 0
O O O O 0
O O
O 0 0 0 O O
O 0 0
0 O O 0 O 0 O
O 0 0 O 0 O O
〇 O O O O O O O 0
O 0 O O O
0 O 0 O O 0 0
O O O O O O 0
O O O O 0
O 0 O O O
0 O 0 0 0 O O O O O
O 0 O O O 0 O
O O O 0 0 0 O
O O ○ 0
1 0 O O O 0
O 0 0 0 O
O O O
○ 0 0
0 O
0 O O O
0 ○ O 0
0 0 0 0 O O O O
:( O O O O
0 O 0
2 O O O 0 O O 0 0
0 O O 0 O
O 0 O O 0
0 0
O O 0 O O
0 0 O O
O 0 O 0 O
O O 0 O
O O O
合計 3 1 :(
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【資料8】 実践I 分析「単元を通しての感想」
作について 士 山 について :習全 1
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1 O 0 0
0 ○ O
0 O
0 O 0 O
0 O O O
○ 0 O 0 O
O O O
0 0 0
O 0 0 0 0
0 O O
0 0 0 O 0 O
0 O 0 0 0 0
0 O 0
O 0 0 0
O 0
O
0 O O 0
0 0
0 0 0
O O
0
O 0 0 O O
O 0 0
O 0 0
0 O
0 0 0
0 0 0 0 0
O O 0
0 0
O 0 0
0 0
0 O O 0 0 O O
0 O 0
0 0 0
0 O 0 0 O
0 0 0 O 0 0 O
0 0 0 0
0 0
0
0 O
0 O O
0 O 0 0 0
1 O O
1 O O 0
1 0 0
0 O O
1 0 0 0
1 0 O
0 O 0
0 O O 0 0 0
0 0 0 0
O ○ O 0 O 0
0 ○ 0
0 O O O O
O
0 O 0 0 0
0 0 0
O 0 0
8
24% 24% 19%
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